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CHARACTER Profile 


た Fate の 総決算 と いう 作品 の 重み を 支え そ て くれ る 主人 公 に な っ て 飲 し いと 願っ て いま す 。 (HAR) 
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| まっ た く 新 し いも の を 生み 出す の で は な く 、 今 まで 積み 上 げ て きた も の を 引き 継い で 、 先 へ と 作品 を 繋ぐ 。 奈須 の 目指 し 
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わか りや すい キャ ラ 設 定 だ っ た た め 、 ほ と ん ど 悩 むこ と 無く 形 に な っ た キャ ラ で す 。 こ うい う キ ャ ラ は あま り 気 張ら な い 
で 描け る か ら 楽 し いで すね 。 タ イツ の 色 が 良い 感じ 。( 武 内 崇 ) 
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ン が 難航 する タイ プ の キャ ラ 。 これ と いう 大 き 
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うち ょ っ と ケレ ン 味 が あっ 
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主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 7 


うな 大 職 術 で あろ うと 、A 以 下 の 鹿 術 は 無効 化す る 。 =。 


正しい 調教 、 調 整 が な され た も の で あれ ば 万 全 に 乗り こなせ る 。 


es iE eee tee eT eee een 
味方 、 な いし 味方 の 陣営 を 守護 する 際 に 発揮 され る 力 。 

防御 限界 値 以 上 の ダメ ー ジ 削減 を 発揮 する が 、 目 分 は その 対象 に は 含ま れ な い 。 

また 、 ラ ンク が 高けれ ば 高い ほど 守護 範囲 は 広がっ て いく 。 
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ィ ー 内 か ら 一 騎 、 任 意 に 無 瑞 を か ける 防御 スキ ル 。NP も 少し あがる 。 
時 に 煙 る 、 と いう 名 の 通り 、 対 象 の 時 間 軸 を 一 時 的 に ズラ す 事 で 攻撃 を 回 避 さ せる 。 
ラン ク が 高く な れ は 高 次 元 か ら の 攻撃 も や スルー で きる と か 。 そ の 原理 は と ある 個人 用 の 防御 宝 具 に 近い 。 


EVORA | 


勇気 を 振り 絞り 、 誰 より も 前 に 出 て 後方 を 守る 者 に の み 与 えら れる 。 
これ は 宝 具 上 自体 の スキ ル で は な く マ シコ 自身 の 精神 性 が 形 に な っ た スキ ル と 思わ れる 。 


ロー ド ・ カ ル デ ア ス 。 

命名 は オル ガマ リー・ ア ニム スフィア に よる も の 。 

源 依 し た 英 填 の 真名 が 分 か ら ぬ まま マシ ュ が 本 能 に 従っ て 展開 し た 宝 具 。 前 方 に 強力 な 守護 障壁 を 展開 する 。 
カル デア ス の 名 を 冠 し て いる の は マシ ュ の 根底 に ある 願い が 、^ 人 類 の 未来 を 見 る "も の か ら だ と 思わ れる 。 


AD 


〇 OO さん OO 氏 Z ミ スタ ー・ 〇 〇 〇 …… と TPO に 合わ せ て 敬称 は 変化 

主人 公 に は 「 先 輩 」 と 「 マ スタ ー」 を 使い 分 ける 。 

マス ター 呼称 の 時 は サー ヴァ ント に 徹し て いる 時 。 

ロマ ン の 事 は 「 ド クタ ー」 と 呼ば が 、 ロ マン の ボケ が あま り に も 酷い と 「Dr. ロ マン ] と 呼ん で 辛 錬 な 評価 を 下す 。 


O 性 格 
外 交 的 、 弱 气 、 能 动 的 。 感 情 表现 灵 苦 手 东 少女 。 
人 生 経 験 は 少な い が 知 識 量 は 多い 。 HO. DOMRADENT JUE E SHBUVGIED, FSCABOKSB~EV 


っ た 形容 詞 が ピッ タリ は まっ て し まう 。 
が 、 マ シュ 本 人 は 知 的 好奇 心 吐 盛 で 能動 的 、 少 し だ け 無口 で 台詞 回 し が お か し い だ け の 、 い た っ て 普通 の 少女 で ある 。 


外向 的 : 自 分 か らし っ か り 挨 拶 を する 。 相手 に 会 話 、 意 見 を 求め る 。 
弱気 : し っ かり し て いる よう で 恐 が り 。 戦う の が いつ も 怖い 。 で も 頑張 る 。 
能動 的 : 控 え め の よう で ぐい ぐい 前 に で る 。 不思議 ちゃ ん 系 に 見 える の は ここ が 原因 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

主人 公 を 先輩 と 慕い 、 サ ー ヴ ァ ン ト に な っ て か ら は 主人 公 の 力 に な ろう 、 主 人 公 の 役 に 立 と う 、 と 頑張 る 。 本 人 も それ 
が 何より 嬉し いよ うだ 。 

あま り [を 使わ な か い マ シュ が 戦闘 前 に 「 マ スタ ー、 指 示 を !| 「 先 輩 、 お 願い し ます | と 強く 言う の は 、" 弱 いわ た し を 
助け て くだ さい !" と いう お 願い & 信 頼 の 顕 れ で ある 。 

外見 は クー ル な パト ル ヒ ロイ ン に 見 られ が ち だ が 、 芯 の 部 分 は 真 逆 。 

どれ ほど 慣れ て も 戦い は 恐い し 、 で きれ ば 穏やか に 過ごし た が っ て いる 。 

マシ ュ の 要素 は 

真面目 お と な し い 優 等 生 」 

先輩 を た て る 後輩 。 それ が 愛情 か どう か は 見 て る 方 に は 分 か ら な い ] 

ちょ っ と だ け 不 思 議 ちゃ ん (に 勘違い され る )」 

と いっ た も の に 要約 され る 。 


O Bra 

sien あの 。 朝 で も 夜 で も あり ませ ん か ら 、 起 き て くだ さい 、 先 輩 」 

理由 …… で すか ? < プレ イヤ ー> さ ん は 、 今 まで 出会っ て きた 人 の 中 で いち ば ん 人 間 ら し いで す 。 Ro ER 
じ ま せ ん 。 で す の で 、 敵 対す る 理由 が 皆無 で す ] 

Felli, 着任 早々 災難 で し た 。 

で す が 、 所 長 の か ん し ゃ くに も 同情 の 余地 あり で す 。 

失礼 な が ら 、< く プレ イヤ ー> 先 輩 は カル デア に つい て 無知 すぎ ます 」 

に よる 意思 の 疎通 は 不可 能 。 敵性 生物 と 判断 し ます 。 

マス ター、 指 示 を 。 

わた し と 先輩 の 二 人 で 、 こ の 事態 を 切り 抜け ます !」 
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O Mae 

カル デア が 用 意 し た A 級 マス ター 適性 者 。 

カル デア 内 で 人 工 授精 、 育 成 さ れ た デザ イン チャ イル ド 。 ホ ムン クル ス で は な いれ っ き と し た 人 間 。 

が 、 魔 術 回 路 と マス ター 適性 を 優先 し た 事 に より 寿命 は 短い 。 

デザ イン チャ イル ド は 30 才 ほど で 生命 活動 を 停止 する と 言わ れ て いる が 、 マ シュ は さら に 短い 。 サー ヴァ ント と の 融合 
実験 で 肉体 の 寿命 が 更に 短く な っ た か ら だ 。 

マシ ュ は 18 才 が 活動 限界 と 診断 され て いる 。 

英 填 杏 還 シ ステ ム ・ フ ェ イ ト に よっ て 召還 され た 召喚 英霊 第 一 号 の 混 依 先 

第 二 号 英霊 は マシ ュ に 洒 依 し た も の の 、 人 道 に 反する この 試み に 不快 感 を 示し 、 カ ル デ ア へ の 協力 を 断る 。 

以後 は マシ ュ の 中 で 沈黙 を 守っ て いた が 、 マ シュ が 死亡 する 直前 に 見 た も の に 心 を 打 た れ 、 彼 女 を 生か す た め に 融合 す 
る 。 

マシ ュ 自 身 、 自 分 の 中 に どん な 英霊 が いた の か は 知ら され て いな い 。 

被験 体 …・ マ シュ の 増長 、 離 反 を 恐れ た 前 所 長 が 秘 し て いた か ら だ 。 


本 編 プ ロロ ー グ が 開始 する まで は カル デア 内 の 隔離 室 で 過ごし て いた 。 

隔離 室 は 壁 の 一 面 が ガラ ス に な っ て お り 、 外 か ら 監 視 さ れる 小 部 屋 で ある 。 

その 部 屋 で の 生活 を 14 年 続け 、15 才 か ら カ ル デ ア 内 な ら 移動 し て いい よう に な り 、 選 りす ぐり の マス ター を 集め た A 
チー ム の メン バー と し て 訓練 を 受け る 。 

16 才 に な っ た その 日 の 朝 、 カ ル デ ア に や っ て きた 主人 公 と 出会う 。 

カル デア が 壊滅 し 、 デ ミ ・ サ ー ヴ ァ ン ト と な っ た 以後 は 主人 公 の サー ヴァ ント と し て 力 を 尽く す 。 


マシ ュ は うま れ た ば か り の ひな 鳥 の よう な 精神 構造 を し て いる 。 
純粋 で 、 疑う 事 を 知ら ず 、 目 分 が 信じ る も の の た め だ け に 活動 する 。 
(人 間 的 な 精神 構造 、 矛盾 は 旅 を 通し て 成長 し て いく ) 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

メイ ンス トー リー、 特 殊 イ ベン ト 、 共 に 主人 公 の ナビ ゲー ター と し て 活躍 。 
メイ ン ヒ ロイ ン 、 メ イン 盾 。 

クー ル で 無口 だ が 、 根 は 献身 的 で 一 途 な 後輩 キャ ラ と し て 活躍 。 

魔術 、 歴 史 、 英 霊 に 関す る 知識 は ある も の の 、 ち ょ よい 常識 が 欠け て いる 。 
主人 公 と 正式 契約 し て いる メイ ン ・ サ ー ヴ ァ ン ト 。 そ れ 以 外 の サー ヴァ ント は あく まで 「 人 理 焼 却 だ か ら 力 を 貸し て い 
る ] と いう 、 サ ブ 的 な 契約 に すぎ な い 。 

〇 因縁 キャ ラ 

レフ ・ ラ イノ ー ル 

二 年 間 限 定 だ が 、 マ シュ に と っ て は 魔術 部 門 の 恩師 。 

レフ も また 、 マ シュ に は 例外 的 に "一 人 の 人 間 " と し て 接し て いた よう だ 。 

その た め 、 マ シュ に は レフ が 悪人 と いう 認識 が 持て な いで いる 。 

Dr. ロ マン 

カル デア 医療 部 門 の トッ プ に し て 、 現 在 、 所 長 の 代行 を し て いる 人 物 。 

た い へ ん お 世話 に な っ て いる の で 信頼 も 信用 も し て いる 

マシ ュ に と っ て は 隣 の 家 の 親切 な 父親 と も 、 隣 の 家 の 親切 な 兄 と も と れる 人 物 。 
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主 な 登場 作品 : Fate/stay night、Fate/Zero、 ほ か 
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Omnia 
どの よう な 大 魔術 で あろ うと 、 A 以下 の 魔術 は 無効 化す る 。 


ROTA 


大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなし 、 そ れ は 生き て いた 時 代 に 存在 し て いな か っ た も の も 例外 で は な い 。 た だ し 、 
幻想 種 は 乗り こなす こと が で き な い 。 


カリ スマ : B 

軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 

団体 戦闘 に お いて 、 自軍 の EIER LIES. 

カリ スマ は 稀有 な 才能 で 、 一 国 の 王 と し て は B ラ ンク で 十分 と 言え 


言っ て し まえ ば 、 魔 力 に よる ジェ ッ ト 噴 射 。 この 英 皿 は 和 脱 は も と より 防御 や 移動 に も 厩 力 を 働か せ て いる 用 あら ゆ 
る 面 で 高い 性 能 を 発揮 し て いる 。 


強力 な 加護 の な い 通 常 の 武器 で は 魔力 の 香 も っ た 彼女 の 攻撃 に 耐え られ ず 、 一 撃 の 下 に 破壊 され る だ ろう 。 


een genen 
研ぎ 澄 ま され た 第 六 感 は も は や 未来 予知 に 近い 。 視覚 ・ 聴 覚 に 干渉 する 妨害 を 半減 させ る 。 
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エク スカ リバ ー。 

光 の 剣 。 人 造 に よる 武器 で は な く 、 星 に 鍛え られ た 神 造 兵 装 。 妖 精 た ちの 手 で 管理 され て いた が 、 魔術 師 マー リン を 促 
介 人 に し て アー サー 王 に 預け られ た 。 

聖 刻 と いう カテ ゴリ ー の 中 で は 頂点 に 立つ 宝 具 。 

所 有 者 の 魔力 を * 光 "に 変換 し 、 収 束 ・ 加 速 さ せる 事 に より 運動 量 を 増大 させ 、 神 霊 レ ベル の 魔術 行使 を 可能 と する 聖 刻 。 
その 膨大 な 魔力 は 先端 以外 に も 熱 を 持た せ 、 結 果 と し て 地上 を な ぎ 払 う 光 の 波 に 取ら れる 。 指向 性 の エネ ルギー 兵器 と 
も 言え る だ ろう 。 

星 の 内 海 で 生ま れ た (錬成 され た ) この 剣 は 、 こ の 惑星 を 脅かす 外敵 の 出現 時 に こそ 真 の 力 を 発揮 する と 言わ れ て いる 。 


私 RR MR OO (呼び 捨て ) 奴 ノ 奴等 / 〇 OO (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

凛と し た 位 ま いか ら 察 せら れる 通り の 、 遊 び の な い 生 真 面目 な 性 格 。 

外見 上 は 10 代 半ば の 少女 に 見 える が 、 こ れ は 選定 の 刻 を 岩 か ら 抜い た 15 歳 時 に 身体 の 発育 が 止ま っ た こと に よる も の 。 
幼い 頃 か ら 「 次 代 の 王 ] と し て 養父 で ある エク ター に より 幼少 期 か ら 徹底 的 に 騎士 道 を 0UJ さ こま れ た こと も あり 、 年 齢 相 
応 以上 の 見 識 と 落ち 着き を 身 に つけ て いる 。 

長く 性 別 を 偽っ て きた の で 、 自 分 が 女性 で ある と いう 意識 が 希薄 で あわ る 。 その た め 、 周 囲 の 人 間 か ら 女 性 と し て 扱わ れ 
る と ちぐはぐ な や り と り に な る こと が 多く 、 と り わ け 異 性 か ら 寄 せら れる 好意 に 疎い 。 

生 真 面目 さ は 生来 の も の で は ある が 、 プ リ テ ン の 王 と な る 前 は 好奇 心 吐 盛 な 少女 だ っ た 。 サー ヴァ ント と し て 召喚 され 
た 彼女 は 騎士 た ちの 王 と し て 自ら を 厳し く 律 し て いた 頃 の 姿 な の だ が 、 ひ と と き と は いえ 故国 を 離れ 、 異 郷 の 人 々 と 次 
流す る こと で 、 女 性 らし い 性 格 が 顔 を 出す こと も 増え て いる 。 

か つて 、 冬 木 市 の 第 五 次 聖杯 戦争 に 召喚 され た 時 に は 、 マ スタ ー と な っ た 少年 か ら も ら っ た ライ オン の ぬい ぐる み を い 
た く 気に入り 、 布 団 の 中 に 持ち 込ん で 一 緒 に 寝 て いた よう だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

本 来 で お れ ば サー ヴァ ント に は な ら ず 、 特 別 な 守護 者 と し て 顕 れる 英霊 。 

悲劇 的 な 結末 を 迎え た と は いえ 自身 が 信じ た 騎士 道 と 王 の 誇り に つい て は いさ さか も 後悔 し て お ら ず 、 固 い 信 念 を 抱い 
て いる 。 

臣民 で は な い マ スタ ー に 対し て は 王 の 立場 を 離れ て 接し 、 よ き 友人 、 あ る い は 先達 と し て 接し て くる 。 

相手 の 性 格 や 置か れ て いる 立場 を 理解 し よう と 努め 、 自 身 の 価値 観 に 基づく も の で は ある が 忠告 や 諫言 を 原 わ な い 。 
その 上 で 時 折 、 甘 える よう な 態度 を 見 せる こと も ある の は 、 彼 女 が か つて 二 人 兄 妹 の 妹 で あっ た こと に 根ざし て いる の 
か も し れ な い 。 


〇 台詞 例 

「 問 お う 。 買 方 が 私 の マス ター か ] 

「 と も に 思う と ころ は あれ 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され た 時 点 で 答え は 一 つ だ 。 

いま や 互い に 理 を 競い 合う 敵 同 士 。 全霊 を も っ て お 相手 し よう 」 

「……: ま あ 、 今 は 戦闘 中 で は あり ませ ん し 。 息 を 抜く と き な ら 、 私 だ っ て 気軽 に な り ま す ]」 
「 な ぜ 男 装 し て いた の か 、 で すか ? 

私 の 時 代 で は 王権 は 男性 の も の 。 そもそも 、 少 女 の 身 で は 何 も 守 れ な か っ た の で す ] 


CHARACTER Profile 


イン グラ ンド の 伝説 的 英雄 、 騎 士 王 と 称 さ れ た アー サー 王 そ の 人 。 ペ ンド ラゴン は プリ テン 王家 の 称号 で ある 。 


[Fate/stay night] の 世界 で は 女性 で あり 、 プ リ テ ン 史 上 最も 偉大 な 王 と 語 わ れ た ウー サー・ ペ ンド ラゴン の 娘 で 、 幼 
名 を アル トリ ア と いっ た 。 

王 を 選定 する 刻 を 岩 か ら 引 き 抜き 、 性 別 を 偽り 、 名 前 も アー サー に 改め て 王位 に 就 い た の で ある 。 魔術 師 マ ー リ ン の 後 
見 の も と 、 円 卓 の 騎士 た ち を 率い て ウー サー の 王位 を 算 奪 し た 蜂 王 ヴォ ー テ ィ ガ ー ン を 打倒 し 、 彼 が プリ テン に 引き 込 
ん だ サク ソン 人 や 、 北 方 の ピク フト 人 と いっ た 異 民 族 、 異 種族 と の 戦い に 明け 暮れ た 。 | 
荒廃 し て いた 白亜 の 城 キ ャ メロ ッ ト を 蘇ら せ ブ プリ テン 島 を 統治 。 

ある 理由 か ら 聖 杯 探索 を 経て 、 つ い に は ガリ ア に 侵攻 し て きた ロー マ 旦 帝 ル キ ウ ス ・ ヒ ベリ ウス と の 戦い に も 勝利 する 
の だ が 、 円 卓 の 騎士 モー ドレ ッ ド に 課 反 を 起こ され 、 カ ムラ ン の 丘 の 戦い で 差し 違え る 。 

グラス トン ベリ ー に か つて 存在 し た と いう アー サー 王 の 墓石 に は 、「 か つて の 、 そ し て 未来 の 王 ] と 記さ れ て いた 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン の 物語 は [Fate/stay night] で 語ら れ て いる た め 、FateG 〇 で は メイ ン (主役 ) と し て の 活 
虫 の 機会 いあ まり な いと 思わ れる 。 

トッ プ サ ー ヴ ァ ン ト で ある スカ サル 同様 、 後 人 の 成長 を 見 守る 立場 。 

お し ろ ア ルト リア か 5 ら 派 生 し た 様々 な フラ ス が FateG 〇 で の メイ ン と な る 。 

序章 [ 炎 上 污染 都 市 冬 木 |、 四 章 「 死 界 魔 却 都 市 ロン ドン ] な ど に お いて 、 彼女 の 別 側面 で ある サー ヴァ ント が 登場 し て い 
る 。 

[ 幕 间 O 物 语 | で は 、 小 説 [Garden of Avalon] に も 書か れ た 彼女 の 出生 の 秘密 の 一 端 と 、 故 国 へ の 想い を 聞く こと が 
で きる 。 


© 過去 作品 に お ける 役どころ 
冬木 市 に お ける 第 四 次 、 第 五 次 聖杯 戦争 に お いて セイ バー の サー ヴァ ント と し て 召喚 され た こと が [Fate/stay night] 
[Fate/Zero] に お いて 語ら れ て いる 。 両 作 と も 主人 公 で ある 魔術 師 の パー トナ ー で あり 、 その 二 人 も また [Fate/Grand 
Order] に 別 の 姿 で 登場 し て いる 。 

〇 因縁 キャ ラ 

ギル ガメ ッシュ 

どこ に いっ て も 訳 知り 顔 で ちよ っ つかい を か け て くる 黄金 の 王 。 最 初 は 警戒 し て いた が 、 腐 れ 縁 と いう ヤツ な の か 、 今 で 
は も っ と 警戒 し て いる 。 

円 卓 の 騎士 関連 

いわ ず も が な 。 あ いか わら ず 起 き て いる の だ か が 寝 て いる の だ か 分 か ら な い ト リス タン は ちょっと 苦手 。 


[CHARACTER Profile 


FateGO の サー 
特に 
化 を つけ る の ( | 
P IL RU POL に は 王道 で シン プル な 設 


える わけ に も 行か ず 、 三 邊 階 の 変 


ち 着 きま し た 。 代わ | AL e 中 で の 7 リア の か な と 思っ て いま す 


アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン (オル タ ) 


セイ バー アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン 
EN EE 7 了 一世 一 王 全 说 イギリス 
Hr. 154cm [EXA 428 


Eds. Gea Edo Ed Ec Baya 


設定 作成 : 奈須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 武 内 察 /CV : BAF 


主 な 登場 作品 : Fate/stay night 


フラ スズ ド ば キル 


対 魔力 :B ; 
魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 彼 女 を 傷つけ る の は 難し い 。 


属性 に 染まっ て いる 為 、 対 魔力 が 低下 し て いる 。 
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BAGRAIS, MENTES COMBATE. 
RUPRCRAORRICKIT. Bae ADBRITALLTWS. 
無論 、 恒 常 的 に 消費 され る 魔力 も 大 きい た め 、 こ れ を 維持 する 必要 か ら 食 欲 が 通常 時 より 強化 され て いる の だ 。 


つね に 自身 に と っ て 最適 な 展開 を "感じ 取る "能力 。 
AS GESTS. 
、 こ の 状態 の アル トリ ア の 方 が お し ろ 、 英 誰か ら 離れ た 人 問 的 な 行動 を 取り や すい の か も し れ な い 。 


ER 


カリ スマ :E 


< 一 十 
軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 。 ESEC CN Tp 
戦闘 に お いて 、 自 軍 の 能力 を 向上 させ る 。 


統率 力 こ そ 上 が る も の の 、 兵 の 土気 は 極度 に 減少 する 。 


約束 され た 勝利 の 合 


エク スカ リバ ー・ モ ル ガ ン 。 

黒い 極光 の 剣 。 エフ スカ リバ ー は 所 有 者 の 魔力 を 変換 する 増幅 器 で ある た め 、 黒 化し た セイ バー の 聖 侯 の 光 も 、 同 じ よ 
うに 黒色 と な っ て いる 。 

色 の みな ら ず 外見 も 多少 異な っ て いる が 、 あ くま で も 同じ エク スカ リバ ー の 別 側面 で ある 。 湖 の 妖精 に ヴィ ヴィ アン と 
モル ガン が 並存 する よう に 、 こ の 聖 刻 も 善悪 両方 の 属性 を 持つ よう だ 。 

黒く 染まっ た 魔力 は プリ テン 島 に 潜む 原始 の 呪 力 で の り 、 そ れ を ウー サー 和 王 か ら 受 け 継い だ の は アル トリ ア の 姉 で ある 
妖 妃 モル ガン で ある 。 こ の 聖 剣 の 名 前 が 変質 し た の は 、 最 後 まで 分 か り 合え な か っ た モル ガン と の 唯一 の 繋が りか も し 
れ な い 。 


私 


〇 性 格 

通常 時 の アル トリ ア と は 大 きく 異な り 、 非情 さ に 徹し きっ た 騎士 王 の 別 側 面 。 

セイ パー オル タ と 呼ば れる こと も ある 。 

生前 、 一 度 も 悪 の 道 に 落ち な か っ た アル トリ ア だ が 、 そ の 彼女 に も 迷い や 葛藤 、 自 身 へ の 怒り 、 周 囲 へ の 嘆き は 存在 し 
た 。 

この 姿 は 、 聖 杯 の 呪い の 影響 で 彼女 が 内 に 秘め た それ ら が 表面 化し 、 彼 女 の "方 針 " を 反転 させ た も の で ある 。 

変化 は 内 面 の みな ら ず 外見 に も 及 ん で いる 。 肌 の 色 が 青白 く な っ て お り 、 召 喚 当 初 は 黒い バイ ザー で 隠さ れ て いる 瞳 も 
碧 か ら 金色 に な っ て いる 。 

身 に 付け た 鎧 は 漆黒 に 染まり 、 重 装 化 し た こと で パワ ー が 増し て いる 。 

属性 の 性 格 の 部 分 が 反転 し た こと に より 、 普 段 の 性 格 と は 真 逆 の [暴君 | の 如き 言動 を 見 せる が 、 彼女 の 根底 に ある 目的 
と 理想 その も の は 変化 し て お ら ず 、 本 来 の 彼女 が 示す だ ろう 近しい 人 間 へ の 情 も 僅か に 残し て いる 。 

ある い は 、 ア ー サ ー 王 が 求め た “理想 の 王 " と は こう いっ た も の だ っ た の か も し れ な い 。 ア ルト リア は 自ら の 力 を 律 し 控 
えて いた が 、 こ の 状態 の 彼女 は た め ら う 事 な く 強 大 な 魔力 を 振る う 。 

な お 、 英霊 と な っ て 胃 文 化 、 も と いし 異 文化 に 触れ た アル トリ ア の 新た な アイ デン ティ ティ と も 言え る 食 の 嗜好 まで も 変 
化し 、 TR, 精巧 、 玄 妙 な 味わい の 料理 を まず いと 吐き 捨て 、 大 量 の ジャ ンク フー ド を も っ き ゅ も っ き ゅ と 喰い 漁る 。 規 
格 外 な 魔力 該 心 を 持つ 彼女 に と っ て 、 食 事 と は 燃料 補給 に 他 な ら ず 、 手軽 に 食べ られ る 食糧 の 方 が 好ま し い の だ ろう 。 


NS お 前 / 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) E 55/25/45 OO (呼び 捨て ) 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

彼女 を 突 さき 動か し 、 聖 杯 を 求め させ る 動機 に つい て は アル トリ ア と 変わ ら な い 。 

し か し 、 暴 虐 な まで の 強 さ を 育 定 する 彼女 は 、 世 界 を 救う 戦い の た め に より 強い サー ヴァ ント を 求め る マス ター の 望み 
に 応え る の みな ら ず 、 よ り 強 い 敵 、 よ りお ぞ ま し い 敵 と マス ター を 戦わ むせ 、 腕 を 磨 が せる こと で マス ター を 鍛え よう と 
する 。 

や り 方 こそ 異な る が 、 マ スタ ー を 理解 し 導 こ うと する その 姿勢 は 、 た し か に アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン の も の で ある 。 
な お 、『Fate/Grand Order] の 世界 で は アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン こと 別個 の サー ヴァ ント と し て 彼女 が 存在 し て いる 
た め 、 ア ルト リア が 聖杯 の 呪い に よっ て 黒 化す る こと は な く な っ て いる 。 


〇 台詞 例 
「 強 く な り ま し た ね 


von] 


[ERTTEDIRE?RHESREE. 徹底 し た 統治 、 自 由 な き 自由 こそ 、 王 の 生業 。 貴様 の 華やか さこ そ 余計 な も の 
だ ] 
「 我 が 内 な る 光 よ 。 せめ て 優し い 夢 の 中 で 眠れ ] 


CHARACTER Profile 


J 一 人 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

歴史 上 、 伝 説 上 の アー サー 王 本 人 で あり つつ 、 彼 女 / 彼 が あり えた か も し れ な い 別 の 姿 。 彼 女 の 反 転 に 伴い 、 聖 刻 エ フク 
スカ リバ ー も また 悪 の 属性 に 染まり 、 深 黒 の 剣 に 変化 し て いる 。 湖 の 妖精 に 善 の 属性 を 持つ ヴィ ヴィ アン と 、 対 極 で あ 
る 悪 の 属性 を 持つ モル ガン が 存在 する よう に 、 妖 精 か ら 授かっ た エク スカ リバ ー も また 善 と 悪 の 両 属 性 を 持ち うる 可能 
性 が ある の だ ろう 。 

な お 、『Fate/Grand Order] の 「 幕 間 の 物語 ] で は 、 と ある 人 物 (サー ヴァ ント ) か ら 「 卑 し い 先王 、 ヴォ ー テ ィ ガ ー ン 
の ソック リ さ ん 」 と 評 さ れる 。 ヴォー ティ ガー ン と は アー サー の 父 ウー サー 王 の 兄 で あり 、 ブ プリ テ ン 王位 を 往 奪 し た 人 
物 で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

序章 「 炎 上 汚染 都市 冬木 に お いて 冬木 市 の 大 聖杯 の 中 に お り 、 彼 女 と 強い 縁 の ある と ある サー ヴァ ント に 守ら れ て いる 。 
[Fate/Grand Order] に 聖霊 と し て 登場 する 彼女 は 、 こ の 序章 に お いて 聖杯 に 呪 わ れ た アル トリ ア な の だ ろう 。 

「 幕 間 の 物語 ] で は マス ター を 鍛え る た め に 行動 する 中 で 、 彼 女 と 同じ く 聖 杯 の 呪い に よっ て 生ま れ た と も いえ る サー ヴ 
ァ ン ト 、 そ し て 彼女 と 同じ く か つて 王 と 呼ば t た サー ヴァ ント と 向き 合い 、 自 身 の あ り よ う を 再 確認 する 姿 が 描か れ て 
いる 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ アシ リー ズ 
自分 が アル トリ ア の 側面 で ある 事 を 理解 し て いる も の の 、 い くら な ん で も 私 の 側面 多 す ぎ だ ろう 、 と ひそ か に 呆れ て い 
る 。 

AOR 

いわ ず も が な 。 ど こ で あろ うと 苦労 人 の アグ ラヴ ェ イ ン を 見 て は に まり と 笑っ て いる 。 

ジャ ン ヌ オル タ 

面白 い 同胞 。 邪悪 な の に 素直 で は な く 、 根 が ジャ ン ヌ の まま だ と いう の が 最高 に ロッ ク 。 

「 ク ク 。 打 て ば 響く 、 と は あの 女 
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再臨 イラ スト で この ドレ ス 


スカ に な っ て いた り し ます 。 (RAR) 
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; Oo» y mo NZ 
アル トリ ア ・ ペ ンド ラコ ゴン 
1757 セイ バー EE アル トリ アペンド ラゴン fj i 
EN: アー サー 王 伝説 イギリス 
Er. 154cm [EEA 4eke 


EC EI Eds Eas Ells: Edo 


中 設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラク ター デザ イン : 武 内 崇 /CV: BAF 


EEC 
スス 者 ルル 
y 
LEN 


rn COS TGARTID E, BEFORE \ : 
FREOMASEMOTUBLION. 成長 し た アル トリ ア よ り ワ ン ラ ンク 下がっ て いる 。 


か 視覚 ・ 聴 覚 に 干渉 する 妨害 を 半減 させ る 。 
fi し か し 、 勘 が いい の も 考え 物 。 と に か く 目 に 付く 人 の 悩み を 敏感 に 感じ 取っ て し まう た め 、 会 う 人 会 う 人 、 つ い 手 助け 
を し て し まう 事 に 。 


3 
二 一 一 一 = 


e 
武器 、 な いし 自身 の 肉体 に 魔力 を 帯び させ 、 瞬 間 的 に 放出 する 事 に よっ て 能力 を 向上 させ る 。 

言っ て し まえ ば 、 魔 力 に よる ジェ ッ ト 噴 射 。 こ の 英 堆 は 合戦 は も と より 防御 や 移動 に も 魔力 を 働か せ て いる 潟 、 あ ら ゆ 
る 面 で 高い 性 能 を 発揮 し て いる 。 


I 
その 道行 き は 希望 に 満ち 、 共 に 戦う 者 た ちの 心 を 前 向き に する 。 


CHARACTER Profile 


勝利 すべ き 黄 金 の 剣 


カリ バー ン 。 
本 来 は 王 を 選定 する た め の 剣 。 対人 宝 具 の 『 対 人 ] は 敵 で は な く 、 こ れ か ら 所 有する も の に 向け られ た も の 。 


その 持ち 主 が = 
エク スカ リバ 


E と し て 正しく 、 ま た 完成 し た 時 、 そ の 威力 は 聖 侯 に 相応 し いも の と な る 。 
に 劣る も の の 、 こ の 聖 刻 も 使用 者 の 魔力 を 熱量 に 変換 し 、 光 の 粒子 と し て 放つ 。 


Y 


9 > 


Js EN BOT / BR / ROO (呼び 捨て ) 


O 性 格 
選定 の 剣 を 抜き 、 王 へ の 道 を 歩き 始め た アル トリ ア 。 その イフ 。 

素直 、 ポ ジテ ィ ブ 、 何 事 に も 一 生 炒 命 。 

自分 が まだ 半人前 で ある 事 を 自覚 し て いる の で 、 や や 自信 が な く 奥 手 に な っ て し まう の が 玉 に 下 。 
楽し い 事 を 素直 に 楽し いと 喜び 、 

砺 し い 事 を まっ すぐ に 悲し い 


える 、 本 来 の アル トリ ア に は 許さ れ な か っ た 少女 の 形 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
英霊 と し て 呼ば れ た か ら に は 全力 で マス ター を お 助け し ます ! と 、 全 身 で や る 気 と 歓び を 表現 する 。 

マス ター を 信頼 し て お り 、 ま た 、 こ の 戦い が 善き も の で ある 事 を 信じ て 疑わ な い 。 自 分 へ の 報酬 な ど は 微塵 も 考え て い 
な い 。 


O 台詞 例 

「 は じ め ま し て マス ター。 ま だ 半人前 の 剣士 な の で 、 セ イ バ パー・ リ リィ と お 呼び くだ さい 。 こ れ か ら 、 末永 く よ ろ し く お 
願い し ます ] 

「 そ 、 そう で し ょ うか ……A ラ ンク 入り 、 は 大 げ さ だ と 思う の で す が …… で も 、 お 世辞 で も 嬉し いで す 。 マス ター に そう 
言わ れる と 自信 が 湧い て きま す !」 

「 マ スタ ー も まだ まだ 成長 中 な の で すね 。 な ん だ か 友人 が で きた よう で 嬉し いで す 。 ふ ふ 。 ど ちら が 完 に 一 人 前 に な る か 、 
競争 で すね ] 

「 そ し て 一 一 この 聖 剣 (つる ぎ ) は 愛す る 人 々 を 守る 為 に 輝く も の ! 剣 を 構え ろ 、 ヒロ イン Z…… ッ ! セイ バー・ リ リ 
ィ が 寅 様 に 引導 を 渡し て や る 昌 


= | 


ARACTER Profile 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

選定 の 剣 カリ バー ン を 抜き 、 王 と し て の 道 を 歩み 始め た ば か り の アル トリ ア の 姿 。 ま だ まだ 半人前 の 少女 騎士 。 

その 姿 は 愛らしい 百合 の よう で あり 、 ま た 、 そ の 瞳 も 輝かしい 希望 に 満ち む て いる 。 

多く の こと を 経験 する た め に 国 中 を 渡り 歩き 、 多 く の 冒 険 語 を 残し た 。 彼 女 に 助け られ た 者 は その 華やか さか ら 騎 士 姫 
と 称え た らし い 。 


理想 の 王 に な る た め 、 日 々 研 鐘 する 注 温 の 騎士 。 

まだ 半人前 な の で 少女 らし さ を 払 拭 で きず 、 そ の 心 も 夢 と 希望 で 満ち て いる 。 

諸国 漫遊 時 の パー ティ ー は 義兄 で ある サー・ ケ イ と お 付き の 魔術 師 マ ー リ ン で 、 た いて い ア ルト リア の お 節 介 か ら 始ま 
り 、 マ ー リ ン の ひ や か し で 大 事 に な り 、 ケ イ が 尻 ぬ ぐい を する と いう も の だ っ た 。 


特殊 イベ ント 「 セ イ バ パー・ ウ ォ ー ズ ] の 主役 サー ヴァ ント 。 

宝 具 の 威力 を あげ る た め に マシ ュ と 「 宝 具 成 長 し な い 同盟 ] を 立ち 上 げ 、 健 気 に 修行 に 専念 し て いた 。 

そこ に 現れ た 謎 の サー ヴァ ント 、 セ イ パ バー の 中 の セイ パー を 名 乗る ヒロ イン X に 師事 し 、 次 か ら 次 へ と 襲い か か っ て く 
る お か し な サー ヴァ ント た ちと 激闘 を 繰り 広げ た 。 

アル トリ ウム と は ? サー ヴァ ント ユニ ヴァ ー ス と は ? ヒロ イン X の 隠さ れ た 目的 と は ? 

セイ パー・ リ リィ の 戦い は まだ 始ま っ た ば か り ! 続く ! (※ ア ー サ ー 王 伝説 と は まっ た く 関 係 は あり ませ ん ) 
O 因縁 キャ ラ 

謎 の ヒロ イン X 

芸風 も 世界 観 も 違う も の の 、 侯 の 師 と し て 尊 人 敬 し て いる 。 

マー リン 

セイ バー・ リ リィ が ピン チ に な る と 疾 爽 と 現れ る プリ テン 美少年 仮面 。 そ の 正体 は や は り 謎 に 包ま れ て いる 。 


Samment trom Illustrator 人 


装備 や 装飾 が 豪華 に な っ て いく と いう の が 基本 ルー ル の 進化 設計 で す が 、 リ リオ ダ の よう に 薄着 に な っ て いく と いう キャ ラ 
も 何 体 か いま す 。 


も と も と 自分 の 好み の み で デザ イン し た リリ ィ で す が 、 第 三 段 階 の ミニ スカ ドレ ス は さら に 好み 全開 と な り ま し た 。 ‘i 
(AAR) 


ネロ ・ ク ラウ ディ ウス 


Ea: Eis: Eo 
Ein. ER 50m [E 42x8 


Gao EB | Gaia Ene EJ» | Ede 


設定 作成 : 奈 須 き の こ . 


キャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ CV : 丹下 桜 


E 
ニ エ 租 以下 の 詠唱 に よる 魔術 を 無効 化す る 。 KB MALERS, ADD) ARTEN. 
彼女 自身 に 対 魔力 が 皆無 な た め 、 セ イ パ ー の クラ ス に ある まじ き 低 さ を 誇る 。 


q 


BROTE. A DO es Da 


得意 分 野 は 戦車 だ が 、 尻 が 痛く な る の で 本 人 は 敬遠 し て いる 。 


ow A 


頭痛 持ち : B ds 
生前 の 出自 か ら 受け 継い だ 呪い 。 

慢性 的 な 頭痛 持ち の た め 、 精 神 面 に お ける スキ ル の 成功 率 を 著しく 低下 させ て し まう 。 
せっ か く の 芸 術 の 才能 も 、 こ の スキ ル が ある た め 十 全 に は 発揮 され に くい 。 


得 な い ス キル も 、 ES SB CARE 
PATA FILA. BE. Fi. HURT. HEB, 等 。 ラン ク が AIL 上 の 場合 、 内 体面 の 仙人 GORE) TS 


aa se“ 
自決 し た ネロ は その 三 日 後 、 ロ ー マ 兵 土 に 発見 され た 。 そ の 最期 を 憐 れ に 思っ た 兵 土 が 遺体 に 布 を か けた 時 に 一 度 だ け 
目 を 開け 、 ロ ー マ 兵 土 を 労 っ た と いう 。 


ア エ ス トゥ ス ・ ド ム ス ・ ア ウレ ア 。 

己 の 願望 を 達成 させ る 絶対 皇帝 圏 。 生前 の 彼女 が 自ら 設計 し ロー マ に 建設 し た 劇場 「 ド トムス ・ ア ウレ ア ] を 、 魔力 に よっ 
て 再現 し た も の 。 

自分 の 心 旬 風景 を 具現 し た 異 界 を 一 時 的 に 世界 に 上 書き し て 作り 出す 、 固 有 結 界 と は 似 て 非 な る 大 魔術 で あり 、 自 身 が 


生前 設計 し た 劇場 や 建造 物 を 魔力 で 再現 し 、 彼 女 に と っ て 有利 に 働く 戦場 を 作り 出す 。 世界 を 書き 換え る 固有 結界 と は 
異な り 、 世 界 の 上 に 一 か ら 建 築 す る た め に 、 長 時 間 展 開 ・ 維 持 で きる 。 

展開 され て いる 間 、 閉 じ 込 め られ た 瑞 は 弱体 化し 、 建 造物 を カス タマ イズ すれ ば 形 や 機能 も 変更 で きる 。 わか りや すく 
言え ば 、 建 築 過程 を 無視 し 建造 物 を 投影 、 そ の 中 で あれ ば 自分 の 定め た ルー ル を 発動 で きる 。 

展開 中 の み 剣 技 「 香 女 詞 う 華 の 帝政 (ラウ ス ・ セ ント ・ フ ラウ ディ ウス )」 が 使用 可能 と な り 、FateG 〇 で は こち ら の 剣 
技 名 が 宝 具 名 と し て 登録 され て いる 。 


人 物 


Ed RR ROO (呼び 捨て ) 


〇 性 格 
赤い 舞踏 服 (ドレ ス ) に 身 を 包ん だ 、 自 称 ・ 男 装 の 少女 剣士 。 

卓越 し た 剣 技 を 筆頭 に 、 圧 倒 的 に パラ ンス の 良い 戦闘 力 を 誇る 。 

自ら 万 能 の 天才 と 称し 、 皇 帝 を 名 乗り 、 大 抵 の こと は 無理 矢 理 実現 化 さ せ て し まう 。 そ の 風貌 に は まだ あど け な さ が 残 
っ て いる が 、 自分 を [ 余 | と 呼 が な ど 、 我 が 値 で 身勝手 、 常に 上 か ら 目 線 で 猪突 猛進 気味 と 、 普 通 で あれ ば 嫌 な 性 格 と な 
る 要素 が 満載 で ある 。 

し か し 、 明 る く 闘 轄 、 あ まり 細か いと ころ は 気 に し な い 大 雑 把 さ 、 子 供 の よう な 無邪気 さ を 併 せ 持 っ た 、 非 常に 可愛 ら 
し い 性 格 を し て いる 。 

情熱 的 な 性 分 で あり 、 恋 愛 関係 に は 生前 の こと も あっ て 寛大 だ が 、 度 を 超 さ れる と 鬼 ね る と いう 一 面 を 持つ 。 

また 自分 を 天才 と 疑わ な い 芸 術 家 も 自称 し て お り 、 独 特 の 美意識 を 持つ 。 絶 対 の 正義 は “美しく ある こと "。 美少年 や 美 
老年 が 好き 。 美 少女 は も っ と 好き 。 美 し けれ ば 何で あれ 大 好き 。 自分 の 事 を 至高 の 芸術 と 語 い な が ら 、 あ ら ゆ る 人 々 の 
人 生 も 美しい と 讃え る [RE]. 華々 し く 散 る 生命 を 象徴 する よう な 、 誰 より も 身勝手 で 、 何 より も 周 し い 少 女 。 


その 来歴 か ら 召 喚 す る マス ター は まず いな い 。 真名 が 、 あ る 宗教 観 で は 大 悪 に あめ た り 、 ま た 彼女 の 人 生 の 結末 も 悲惨 な 
も の だ っ た か ら だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

彼女 が 見 定め る の は 社会 的 な 善悪 で は な く 、 人 間 的 な 美 し さ の 在り 方 が 量 準 と なる 。 こ の 定義 か ら 外 れ た も の を 彼女 が 
愛す る こと は な く 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 契約 を 交わ し た マス ター の 命令 で あっ て も 、 醒 いと 感じ た こと に は 絶対 に 従わ 
な い 。 

こう し た 「 美 」 を 判断 基準 に する サー ヴァ ント を 召喚 し た が る 魔術 師 は お ら ず 、 月 の 聖杯 戦争 に お いて も マス ター に よる 
召喚 で は な く 、 自 ら の 意思 で 選定 の 場 に 降り 立っ て いる 。 

寂し が り 屋 で は ある が 、 そ れ 以 上 に 誇り 高い 彼女 は 自分 の 安売り を 決し て せ ず 、 自 身 と 同格 の 天才 と 認め た 相手 と し か 
契約 する 気 が な い の で ある 。 

それ 故に 、 ひと た び ぴ マ スタ ー と 認め た 相手 で あれ ば 、 未熟 さ を 示 し て も と が め る こと は せ ず 、 心底 か ら 見 下す こと も な 
い 。 彼女 の 期待 に 応え 、 共 に 喜び 、 信 頼 を 強め て いっ た 暁 に は 、 彼 女 の ま っ すぐ な 好意 を 勝ち 得る こと が で きる だ ろう 。 


O 台詞 例 

[AU | 我 が 剣 は 原初 の 情熱 ( ほ の お ) (CLT, MHOSISB (VF) 巡る 星 の 如 く 。 

聞き 惚れ よ 。 し か し て 称え 、 更 に 喜べ 。 余 は 至高 に し て 至上 の 名 器 一 一 一 剣 の 英吉 、 買 殿 の サー ヴァ ント だ !」 
「 覚 えて お く が いい 、。 余 の 嫌い な も の は 、 伺 約 、 没落 、 反 逆だっ ! J 

「 余 は 優し い 者 が 好き な の で は な い 。 余 に 優し い 者 が 好き な の だ っ ! | 


「 我 が 才 を 見 よ ! 万 雷 の 喝 来 を 聞け ! イン ペリ ウム の 誉れ を ここ に 。 
咲き 誇る 花 の ご と く …… 開 け ! 黄金 の 劇場 よ 吊 


CHARACTER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

実在 人 物 。 本 名 は ネロ ・ ク ラウ ディ ウス ・ カ エサ ル ・ ア ウブ グスト ゥ ス ・ ゲ ル マ ニ クス 。 帝政 ロー マ の 第 5 代 皇 帝 で ある 。 
その 生涯 は 課 貼 と 毒 と に 彩 られ 、 西 暦 50-60 年 代 の ロー マ に お いて 、 あ ら ゆ る 宗孝 勢力 と 元老 院 を 弾圧 し た 。 ローマ 
時 代 は 元老 院 に 対す る 姿勢 か ら 、 以降 は キリ スト 教徒 へ の 弾圧 が 原因 で 暴君 と 呼ば れる 。 この 弾圧 に 対す る 反発 か ら [A 
ハネ 黙示 録 ] が 書か れ た と 言わ れ て いる 。 

17 歳 に し て 皇帝 に 即位 する が 、 それ 以前 か ら 有 和 能 な 裁判 記 と し て 才能 を 発揮 し て いた 。 即位 後 は 気 前 の 良い 政策 で 市 民 
か ら は 絶大 な 人 気 を 誇り 、 外 交 に も 優れ て いた 。 オ リン ピッ ク に あや か っ て 開催 し た 音楽 、 体 育 、 騎馬 の 三 部 門 が ある 
競技 会 「 ネ ロ 祭 ] に 自ら 参加 し た こと も 。 

69 年 に 起き た 反乱 で 皇帝 の 座 を 追わ れ 、 ロ ー マ か ら 逃 亡 。 その 途上 で 逃げ 切れ な いと 悟り 、 涙 な が ら に 短 侯 で 自決 し た 
どう 。 

が あっ た こと で 知ら れる が TKael DEE. 女性 で ある 。 


O 〇 ゲー ム 内 に お ける 役どころ 、 セー ルス ポイ ン ント 
二 章 「 永 続 狂気 帝国 セ プ テ ム 」 に 、 サー ヴァ ント で は な く 現 役 の ロー マ 旦 帝 と し て 登場 。 ロ ムル ス 以下 、 歴代 の ロー マ の 
指導 者 た ち に よっ て 脅かさ れる ロー マ を 守る べく 、 主 人 公 た ちと 共に 戦っ た 。 
五 章 [北米 神 話 大 戦 イ ・ プ ルー リバ パス ・ ウ ナム 」 で は 、 月 の 聖杯 戦争 で 知 財 を 得 た アイ ドル 友達 の エリ ザ ベ ー ト ・ パ バー 
トリ と 再会 し 、 の 5g た コピ つ NMe28 昌 DGGS 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 
[Fate/EXTRA] で は 、 契約 者 と し て の 主人 公 を [奏者 (マス ター)] と いう 特別 な 呼称 で 呼ぶ 。 主人 公 が マス ター と し て 
成長 し 、 信 頼 を 深め て いく と 、 よ り 強 く 、 真 っ 直ぐ な 抱く よう に な り 、 か まっ て も らい た く て 仕方 が な く な る 。 


〇 AM#Fr3 
歴 パ ロー で マ 皇帝 
うお 、 ど の 方 々 も 偉大 な る ロー マ 旦 帝 で ある ! 余 も 負け て は いら れ ぬ な ! 
キャ ス 狐 

ここ と は 違う 舞台 で し の ぎ を 削り 合っ た 仲 な の だ が …… 
さて 、 何 が 原因 で 争っ て いた の だ っ た か ? 

エミ ヤ 

あの 赤 マ ント は 何処 に で も いる な ! 

エリ ザ 

うお む お 、 我 が サー ヴァ ント 人 生 、 最 大 に し て 最 楽 の ライ バル だ ! 
音楽 性 も バッ チリ あっ て いる し な ! 


ESA 
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omment from Illustrator 


最初 に 描い た の が ネロ で 、 こ れ を 差分 変化 の 基準 に し た の で 今見 る と ちょ っ と 地味 め な 変化 で すね 。 背景 を ロー マ 風 な 建 
築 物 や 黄金 劇場 を 描こ うか 迷っ た ん で す が 、 レア リティ に 対し て ちょ っ と 豪華 すぎ る か な と いう 


bh), また 、 EXTRA 
の 方 か らき まし た 感 が 最初 の ひと りく らい あっ て も いい か な と 思っ た の で 電子 の 海 に し まし た 。 最終 再臨 の 一 枚 絵 が 気 に 
入っ て ます 。 (ワダ アル コ ) 


049 


ショ ンク フ リー ト = 


| クラス feels 


R71: — | | | Ar MA 
[悪意 の 血 鎧 ] を 得 た 代償 に よっ て 失わ れ て いる 


1 ーー ニー 
“ 
O NZ 
騎乗 の 才能 。 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 
魔 獣 ・ 聖 上 獣 ラ ン フ の 獣 は 乗り こなせ な い 。 


人 生 に お いて 金銭 が どれ ほど つい て 回 る か の 宿命 
ニー ベル ン ゲ ン の 財宝 に よっ て 金銭 に は 困ら ぬ 人 生 を 約束 され て いる が 、 幸運 が ラン クダ ウン し て いる 


EURER sauren 
MIOS, SOUISAREU ey Keane 
BORPEDMATRL. BRIT Y RAFI AOMORI RT S 


EEE 


N 

意 種 を 仕留め た 者 に 備わる 特殊 スキ ル の 一 つ 。 

竜 種 に 対す る 攻撃 力 、 防 御 力 の 大 幅 向 上 。 

これ は 天 か ら 授 か っ た 才能 で は な く 、 竜 を 殺し た と いう 逸話 その も の が スキ ル 化 し た と いえ よう 。 


パル ムン ク 。 

竜 殺 し を 達成 し た 呪い の 聖 剣 。 

EXTRA (TIL) と し て の 属性 も 併せ 持っ て お り 、 手 に し た 者 に よっ て 聖 侯 、 魔 剣 の 属性 が 変化 する 。 
柄 の 青い 宝玉 に は 神代 の 魔力 ( 真 エ ー テ ル ) が 時 蔵 ・ 保 管 さ れ て お り 、 こ れ を 解放 する と 黄 皆 色 の 侯 気 を 放つ 。 
竜 種 の 血 を 引く 者 に 追加 ヴ メ ー ジ を 負わ せる 。 


AAA WS, 


アー マー・ ォ ブ ・ フ ァ ヴ ニー ル 


BEN 


Py 470" PE 

REONESUSEEERFILLLER, 

B ラ ンク 相当 の 物理 攻撃 及び 魔術 を 無効 化す る 。 

A ラ ンク 以上 の 攻撃 も 、B ラ ンク 分 の 防御 数 値 を 差し 引い た ダメ ー ジ と し て 計上 する 。 
正当 な 英雄 か ら 宝 具 を 使用 され た 場合 は 、B+ 相 当 の 防御 数 値 を 得る 。 

た だ し 血 を 浴び て いな い 背 中 は 防御 数 値 が 得 ら れず 、 隠 すこ と も で き な い 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


m 


nd order 


> 


Oft 
究 黙 、 謙 虎 、 控 え め な 態度 で お ある が 、 実 の と ころ 上 自身 の 主義 主張 に 対し て は 誰 よ り も 頑固 な 側面 が あり 、 そ れ は マス タ 
ー 相 手 で も 発揮 する 。 

日 頃 は 何で も 言う こと を 聞く の に 、 あ る 一 線 で は 令 呪 を 使用 され て も 一 歩も 退 か な い 。 それ で た ま に 誤 解 され る こと も 
ある らし い 。 


自己 評価 が マイ ナス 気味 な の は 、 ラ イン の 黄金 に よる 不幸 が 続い た こと と 、 生 涯 に 渡っ て 誰か の 願い を 叶え る こと し か 
で きず 、 自 分 の 思う 通り に 動い た こと が 見 当たら な い が 故 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

一 歩 瞬 いた 態度 で マス ター を 立た せる 彼 は 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て は 極め て 扱い や すい と 言え る 。 

し か し 前 述 し た よう に 、 彼 の 主義 主張 に 関わ る 問題 が 出 た 場合 、 ど れ ほ ど 良 好 な 関係 を 築い て いて も 、 頑 と し て 言う こ 
と は 聞か な い だ ろ う 。 

た だ し 、 彼 の 主義 主張 は 極め て 人 間 的 で 真っ 当 な も の で あり 、 善 良 な マス ター で あれ ば 、 そ れ ほ ど 苦 労 せ ず に 彼 と の 信 
頼 関係 を 築き 上 げ る こと が で きる は ず だ 。 


関係 を 築い こも お だ て に は 乗り に くい 。 


「 運 が こち ら に 寄っ た だ け だ 。 気 を 落と す な ] 
「 聖 杯 に 望む お も の は 特に な い 。 た だ 、 こ の 戦い で 正義 を 全う で きれ ば それ で いい 」 
「 す まな い …… ど う や ら 今回 は 俺 に 勝ち の 目 が あっ た よう だ ] 


= 机 = 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ジー ク フ リ ー ト は ヨー ロッ パ に 広まっ た 竜 殺し と ライ ン の 黄金 に 纏わる 悲劇 の 物語 の 登場 人 物 で あり 、 CHR 
ー ベ ルン ゲン の 歌 ] に よっ て その 人 物 像 が 定着 し た 。 

高 買 な 血筋 の 王子 で ある ジー ク フ リ ー ト は 様々 な 冒険 を 繰り 広げ て いた 。 そし て ブル グン ト 国 の 美 少 女 フ クリ ー ム ヒル ト 
の 噂 を 聞い て 、 求 婚 に 向かい 一 一 悲劇 が 始ま る の で ある 。 


実 の と ころ 「 ニ ー ベ ルン ゲン の 歌 ] に お いて 、 ジ ー ク フリ ー ト は 主役 と いう 立ち 位置 で は な い 。 真 の 主役 は 彼 の 妻 で あわ る 
クリ ー ム ヒル ト で あり 、 こ の 叙事詩 は 彼女 の 絶望 と 憎悪 が も た ら す 一 大 復讐 劇 な の で ある 。 


従っ て 邪 意 ファ ヴ ニ ー ル を 倒し た こと や 魔 剣 パル ムン ク を 手 に 入れ る まで の 冒険 も 、 あ くま で 登場 人 物 に よる 伝聞 と し 
て 語ら れる だ け で 、 実際 の 描写 は な い 。 

本 編 第 一 章 に お いて 、 彼 が ファ ヴ ニ ー ル と 相対 し た 際 の こと を 何 も 覚え て いな いと 告げ た の は 、 そ も そ も 誰 一 人 と し て 
それ を 見 聞き し 、 語 っ た こと が な いか ら で あ る 。 


ジー ク フ リ ー ト は 冒険 の 未 に 姿 を 隠す 外 論 を 手 に 入れ 、 魔 語 パ ルム ンク を 手 に 入れ 、 遂 に は 邪 間 ファ ヴ ニ ー ル を 倒す と 
いう 竜 殺 し を 成し遂げ た 。 

し か し て 、 そ の 凄絶 な 戦い の 数 々 を ほとん ど 語 る こと は な く ぐ 
手 に 入れ た ライ ン の 黄金 も 大 し た 浪費 も せ ぬ まま 、 彼 は 唯一 の 弱点 で ある 背中 を 無 二 の 友 に 託し た 。 


ジー ク フ リ ー ト か ら す れ ば 、 既 に 抜き 差し な ら ぬ 関係 と な っ て いた クリ ー ム ヒル ト と 義兄 の 嫁 と の 問 の 対立 を 解消 する 
た め の 一 手 だ どっ た の だ が 、 彼 は 致命 的 に 見 誤っ て いた 。 


クリ ー ム ヒル ト は 殺さ れ た 夫 の 復讐 の た め な ら 、 悪 礎 に 魂 を 売っ て も 構わ な いぼ ほど 上 自分 を 愛し て いた こと を 。 

彼女 の 憎悪 は 殺し た ハー ゲン だ け で な く 、 兄 で ある プン ター に も 向け られ た 。 そ し て クリ ー ム ヒル ト 自 身 も 、 憎 悪 に 囚 
われ た が 故に 義 心 の 一 撃 に 倒さ れる こと に な る 。 

な お 、 ク リー ム ヒ ルト が ハー ゲン を 斬る の に 使用 し た の は ジー ク フ リ ー ト の 愛 剣 バ ルム ンク で あり 、 巡 り 巡 っ て ジー ク 
フリ ー ト が 復讐 を 果たし た の だ と いう 者 も いる 。 

けれ ど 、 か つて ジー ク フ リ ー ト と ハー ゲン が 酒 を 飲み 交わ し 、 語 り 合っ た 友人 で あっ た の も 、 ま た 確か な の だ 。 


サー ヴァ ント と し て 召喚 され る 度 、 ジ ー ク フリ ー ト は 思う 。 

竜 を 殺し た 英雄 と 語 わ れる が 、 自 分 が 最後 に や っ た こと は 更 な る 悲劇 を 生み 出し た に 過ぎ な か っ た 。 

これ まで 色んな 人 間 の 血 を 流し て きた の だ か ら 、 お 前 が 守っ て きた 者 に も 血 を 流さ せる と 言わ ん ば か り の 絶対 応報 。 
だ か ら 彼 の 自己 評価 は 常に マイ ナス で 、 何 か が に つけ て こう 咳 く の だ 。 


「 す まな い ] Co 


何 が 違う 世界 で ご 迷惑 を お 掛け し て 本 当 に すま な い 。 

プリ ュ ン ヒル デ 

落ち 着い て 深呼吸 し て 欲し い 。 俺 は シグ ルド で は な いん だ 。 い や 本 当 に すま な い 。 
アル テラ 

クリ ー ム ヒル ト が 世話 に な っ た らし い 。 だ が 君 の …… 嫁 ……? ( 首 を 傾げ る ) 


“ 


元々 驚異 の 線 数 な 上 に 、 調子 に 乗っ て 進化 する な ら ド 派手 に し た いよ ね ! と 突っ 走っ た 挙句 が 画面 に 収まら な い 魅 力 と 無 

間 な 作業 量 で スタ ッ フ の 苦労 も 倍々 に ! ほん と うに すま な い 。 あ と 進化 後 を 考え て ウェ イト バラ ンス を 取る た め に 少し 屈 

ませ た ら 、 後 の キャ ラク ター 付け と 奇跡 的 に マッ チ し て お り 、 た い へ ん 申し 訳 な さそ うな 風情 に …… 大 英雄 な の に すま な g 
Wo GER) 
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バル ムン ク 
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対 魔力 :C 
SRB ROLL FORT 


騎乗 :B 
大 抵 の 乗り 物 を 乗り こなす こと が 可能 。 幻想 種 に つい て は 乗り こなす こと が で き な い 。 
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多 人 数 戦闘 に お ける 戦術 的 直感 能力 。 自ら の 対 軍 宝 中行 使 や 、 逆 に 相手 の 対 軍 宝 具 へ の 対 刀 に 有利 な 補正 が つく 。 生前 
に 数 多 の 戦い を 勝利 に 導い た カエ サル の 知略 と 軍功 が スキ ル 化し た も の 。 


pu, ===> D 
ss 
| | ) 
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軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 、 カ リス マ 性 の 高 さ 。 
ロー マ 市 民 の 熱狂 的 支持 を 受け 、 将 軍 と し て も ガリ ア 戦 争 で 活躍 し て みせ た カエ サル の カリ スマ 性 の 有無 は 言う まで も 
な い 。 


(Fo 


特に 個人 に 対し て 使用 し た 場合 に は 、 あ る 種 の 精神 攻撃 と し て 働く 。 


TOTES 又 。 

黄金 の 刻 。 真名 解放 すれ ば 、 自動 的 に 命中 する 初 撃 の 後 、 幸 運 の 判定 を 「 失 敗 す る まで ] 行い 、 連 続 成功 し た 回 数 だ け 追 
加 攻 撃 を 与え る こと が 可能 。 超 ・ 連 続 攻撃 。 

近接 戦闘 に 於 いて は まさ し く 見 敵 必 勝 ( 来 た 、 見 た 、 勝っ た ) の 威力 を 有する が 、 カ エサ ル 本 人 は あま りこ の 証 を 抜き た 
が ら な い 。 生 前 、 う っ か り 瑞 の 盾 に 刺さ っ た まま 紛失 し か け て し まっ た の が 忘れ られ な いら し い 。 


a8 


食え な い 男 。 野 心 家 で 、 権 斉 術 数 に 長け る 。 

視線 は 鋭く 、 油 断 で き な い 底 知れ な さと 剣 呑 さ を 秘め て いる 。 
KERHLERSNEIMEHALFTHN, ECHENLF. 扇動 の 天才 。 

数 多 の 戦場 を 勝利 に 導い た 優秀 な 頭脳 は 、 英 霊 と な っ た 身 で は 軍略 スキ ル の 高 ラ ンク 保持 と し て 現れ て いる 。 
女好き 。 ローマ も 好き (歴代 ロー マ 皇 帝 は 概ね 好き 。 当然 ネロ の こと も 好き ) 。 

世界 が 好き 。 クレ オ パ ト ラ の こと も 好き 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に 裏切る こと は な い 。「 忠 告 し て お く ぞ 、 マ スタ ー。 慢心 の 果て に 寝 首 を 揺 が れん よう に な ] と 嫌味 混じり に 述べ 
る 言葉 も 、 本 心から の 忠告 。 

生前 の 権 課 術 数 の 数 々 も 、 そ の 果て に 死 し た こと に も 、 自 分 の 人 生 で ある か ら に は 後悔 し て いな い 。 し か し 愛す る クレ 
オ パ ト ラ を 涙 さ で せ た こと を 悔い て いる 彼 と し て は 、 英 霊 、 サ ー ヴ ァ ン ト と な っ て まで 陰謀 を 繰り 広げ る の は [面倒 だ 」 

と 考え る 。 


聖杯 へ の 願い は 「 フ レオ パト ラ と 再開 し て 、 彼 女 と 息子 カエ サリ オン を 認知 する ] こと で ある 。 も う 陰 謀 と か いい か ら 。 
息子 抱か せ て 、 BF. 


O ama 
「 美 し いな 。 美 し い 。 実に 美しい 、 そ の 美 し さ は 世界 の 至宝 で あり ロー マ に 相応 し い ] 
[私 の 愛 は 広く 深い 。 我 が 生涯 に 於 ける 愛人 の 多 さ は 、 ま さ に 愛 の 賜物 だ ] 
「 セ イ バ パー か 。 セイバー。 こ の 私 が セイ パー と は 、 ど うい う 理 由 だ ?] 

「 私 に 一 兵卒 の 役割 を 任せ る と は 。 最適 な 人 材 の 運用 と は 呼べ ん な 、 こ れ は ] 
「 さあ 。 進め 、 才 は 投げ られ た 」 


| Ku 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
古代 ロー マ 最 大 の 英雄 の ひと り 。 
紀元 前 一 世紀 の 人 物 。 
ガリ ア 戦 争 の や プリ タニ ア 遠 征 な ど で 名 を 馳せ た 将軍 に し て 、 優 れ た 統治 者 。 
女神 ヴィ ー ナ ス の 未 商 に し て 、 ABBSRMEOMI-STFERLESEONSER, 
ジュ リア ス 


〇 [FateGo! cas 

戦乱 と 権力 闘争 の 続く 超大 国 ーーー 一 名 は ロー マ 。 

高み に 登ら ん と 欲す る な ら ば 、 未開 の 強 族 の 如く 刃 に 偽っ た 力 だ け で は な く 、 研 ざ 澄 まさ れ た 頭脳 に よる 闘争 が 必要 と 
な る 世界 最大 の 集合 体 。 巨大 な 残酷 の 油 。 

そこ で 、 カ エサ ル は 生ま れ た 。 


権 課 術 数 に よっ て 時 に 殺し 、 時 に 殺さ れる 。 それ が ロー マ の 支配 階級 の 在り 方 で ある 。 

一 時 は ロー マ の 都 か ら 離 れ て いた も の の 、 独 裁 官 スッ ラ が 死 し た 後 、 自 ら 権 課 術 数 の 渦中 へ 飛び 込む こと を カエ サル は 
選ん だ 。 

まず 手 を 付け た の は 、 属 州 の 人 々 を 虐げ る 悪徳 の 総督 た ちの 弾 効 。 

声 で 、 言 葉 で 、 手 の 動き 、 体 の 仕草 で 、 ロ ー マ 市 民 た ちの 善意 を 煽っ た 。 悪意 に よる 統治 は あっ て は な ら な いと 説い た 。 
絶大 な 支持 を 受け 、 時 の 執政 官 さ えも カエ サル は 弁 舌 の み で 仕留め て みせ た 。 

舌 だ 。 こ れこ そ 、 自 分 の 真 な る 刻 で ある 。 


その 後 の 流れ は 、 実 に 順調 だ っ た 。 

RRACMITTHIONS, BORA. 

自身 の 命 を 守り 敵 を 殺す 、 夜 の 陰謀 。 

ふた つ は 繰り 返さ れ て いく 。 

順調 に 出世 を 続け た 後 、 ヒ スパ ニア ・ タ ッ ラ コネ ン シ ス 属 州 総督 へ と 着任 。 

未だ ロー マ に 従わ ざる 反抗 勢力 の 数 々 を た ち ま ち 打 ち 倒 し て オリ エン ト を 制 し 、 名 旋 を 果たし た 後 、 カ エサ ル は ロー マ 
執政 官 と な っ た 。 第 一 回 三 頭 政 治 の 始ま り で ある 。 

そし て 始ま る 、 ガ リア 戦争 。 

ガリ ア 人 や ベル ガ エ 人 、 ア クタ ニア 人 、 ゲ ル マ ニ ア 人 と いっ た 莉 対 勢力 に 対し て 撃破 と 鎮圧 を 繰り 返し 、 時 に は プリ タ 
ニア を も 苦戦 し な が ら 叩 き 伏 は た カエ サル は 、 数 年 を か け て ガリ ア 全 士 を 平定 。 最強 の 将軍 と し て 名 を 馳せ 、 民 衆 か ら 
絶大 な 支持 を 受け る 。 

三 頭 の ひと り ク ラッ スス の 死後 、 残 る 三 頭 の ひと り で あっ た 名 持 ポ ン ペ イ ウ ス と 祥 を 分 か つも 、 彼 は 暗殺 され 、 カ エサ 
ル は 名 実 共に ロー マ 最 高 の 実力 者 と な る 。 


そし て 一 一 出会っ た の だ っ た 。 

エジプト 首都 アレ フサ ンド リア に て 。 

プトレマイオス 13 世 の 形式 上 の 妻 に し て 共同 統治 者 た る 女王 、 フ レオ パト ラ 。 

一 目 惚れ で ある 。 

二 十 も 年 が 離れ た 若い 娘 を 相手 に 、 四 十 歳 の 自分 が 。 意 を 決し て この 自分 の 元 へ と 忍び 込ん で みせ た 鉄 の 覚悟 、 自 国 と 
民 と を 想う 誇り 高 さ 、 そ し て その 気性 と 誇り と が 形 と な っ た か の 如き 、 独 特 の 美貌 た る や 。 

カエ サル は 、 疾 し く 若 さ 女王 を 守る と 百 Soto 


政争 の た めで あれ ば 離婚 も 結婚 も 自在 に 行っ て きた 彼 に と っ て 、 戯 れ に 数 多 の 女 に 手 を 出し て きた 彼 に と っ て 、 そ れ は 、 
初恋 だ っ た 。 


彼女 と 共に 、 か つて イス カン ダル 王 が 成し遂げ た 「 ロ ー マ ・ エ ジ プ ト 帝国 」 の 権勢 の 再臨 を 夢見 た カエ サル は 、 プ トレ マ 
イオ ス 十 三世 を 排除 し て エジプト を 平定 。 続け ざま に 周辺 各 王 国 へ と 侵攻 し 、 そ れ ら の 国々 の 陰 に 潜む 元老 院 派 を 制圧 
し 続け た 。 

ヒス パニ ア 制 圧 を 経て 、 遂 に ロー マ 平 定 は 成し遂げ られ た 。 

初 の 終身 独裁 官 と し て 古代 ロー マ に 君 隔 し た カエ サル は 、 愛 する 女王 へ と 告げ る 。 

「 私 を 阻む 者 は も うい な い 。 

ロー マ の すべ て を 掌握 し た の だ 。 パル ティ ア 王 国 遠征 が 成功 し た 暁 に は 、 必 ず お 前 を 正式 に 妻 と し て 迎え 、 カ エサ リオ 
ン を 我 が 息 子 と し て 広く 世界 へ 告げ て みせ よう]」 


だ が 。 それ は 、 成 され な か っ た 。 
真 に ロー マ の すべ て を 手 に し た 彼 で は あっ た が 、 呪 い の よ うに し て ロー マ を 取り 巻く 残酷 の 渦 は 、 安 寧 と 愛 の 日 々 が 続 
く こ と を 許さ な か っ た の か 。 

それ は 、 一 振り の 刃 の 形 と な っ て 訪れ た 。 

ポン ペイ ウス 劇場 に て 。 

元老 院 派 残 党 の 走 狗 と な っ た 忠臣 ブル ー ト ゥ ス の 振り 上 げた 


一 本 の ナイ フ が ーー 一 


O 因縁 キャ ラ 
クレ オ パ ト ラ 
最愛 の 相手 。 
彼女 を 妻 と し て 広く 宣言 し 、 息 子 カエ サリ オン を 実子 と し て 認め る と いう 約束 を 果たす こと な く 死 ん だ こと を 悔い て い 
Bo 英 填 、 サ ー ヴ ァ ン ト と 化し た 現在 で も フレ オ パ ト ラ の こと は 深く 愛し て いる 。( 品 で は 「 い い 女 が 目 の 前 に いれ ば 話 
は 別 ] と は 言う っ ものの) 

イス カン ダル 

尊 攻 する 偉人 。 

ロー マ ・ エ ジ プ ト 帝国 を 成立 させ 、 か つて イス カン ダル が 作り 上 げた 大 帝国 を 再臨 させ る こと を クレ オ パ ト ラ と 共に 夢 
見 て いた 。 

ロム ルス 

尊 攻 する ロー マ 神 祖 。 

彼 な くし て ロー マ 世 界 は 存在 し 得 な い 。 

ネロ 

可愛 い 子 孫 。 

超 可 愛 い 。 大 好き 。 孫 の よう な も の 。 

カリ ギュ ラ 

弟 を 見 る よう な 感覚 。 月 の 女神 も も うち ょ っ と こう 、 手 心 と いう も の を 


CHARACTER Profile 


クロ ケア ・ モ ー ス 


セイ バー クラ ス の カエ サル と いう 発注 書 を 見 た 時 に は 、 よ も や アル トリ ア 顔 ! ? と 思っ た も の で す が 、 指定 は まさ か 
の お DEBU… 衝 撃 で し た 。 

ロー で マ 関係 の 資料 は 創作 物 も 含め て た くさ ん あっ た の で 、 細 か く 取 り 入 れ て デザ イン させ て いた だ きま し た 。( も し ) B 
せ た ら イケ メン と いう 指定 が あり まし た が 、 ダイ エッ トイ ベン ト は くる の で し ょ うか …? 期待 し て いま す ! (し ま ど り る ) 
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LOM PRS IARC T ATOM, 乗り 物 を 自在 に 操る こと が 出来 る 。 


Kath | RR LACHEN 
WERDER. 


PIUTTERIE LOMRBIRAA LT UVES, RINES, RHOWRE GIT [ 神 
DEE) 「 神 の 鞭 ] の 二 つ 名 を 得る に 至っ た 。 この こと か ら 、 地 上 で 英霊 と か っ た アル テラ は 神霊 適性 を 高 ラ ンク で 有 す 


A E aa cr RE 全 
英霊 アル テラ 本 人 が 無自覚 に 発動 し て いる スキ ル 。 手 に し た も の を 今 の 自分 に と っ て 最高 の 属性 に 変質 させ て し まう 。 
[最高 ] と は 「 優 れ て いる ] と いう 意味 で は な く 、 ア ル テ ラ 本 人 の マイ ブー ム 的 な も の を 指し て いる 。 

([FateGO} で は 使用 され な い ) 


生ま れ な が ら に 、 生 物 と し て 完全 な 肉体 を 持つ 。 = 
一 時 的 に 筋力 の パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る こと が 可能 と な る 。 
更に 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 摂取 し て も 基本 デザ イン (体型 ) は 変化 し な い 。 


CHARACTER Profile 


体 に 刻ま れ た 独特 の 紋様 。 

何ら か の 高度 な 術 式 に よる 紋 一 一 一 フン ヌ (GM) 族 に 特有 の 紋 と 言う 訳 で は な く 、 ア ル テ ラ と いう 個人 が 有する 不可 思 
議 の 紋 で ある 。 

ラン ク が 高い ほど に 威力 は 増し て いく 。 紋 を 通じ て 魔力 を 消費 する こと で 、 了 瞬間 的 に 任意 の 身体 部 位 の 能力 を 向上 させ 
る こと が 可能 。 魔力 放出 スキ ル ほ どの 爆発 的 な 上 昇 幅 は な い が 、 魔 力 消費 が 少な く 燃 費 が 良い 。 

更に 、 直感 ス キル の 効果 も 兼ね 備え た 特殊 スキ ル で も ある 。…… 何 か 、 一 文字 欠け て いる 気 が す る 、 と は 本 人 の 弁 。 


フォ トン ・ レ イ 。 詳細 不明 の 宝 具 。 

欧州 の 人 々 か ら [ROE FROM) と 曳 休 さ れ た 凄まじ い 武 勇 と 恐怖 が 、 大 地 か ら 軍 神 マ ルス の 剣 を 得 た と いう 2 學 話 
と 合わ さっ た 宝 具 で ある と 思わ れる 。 

長 便 の 形状 を し て いる も の の 、 ど こと な く 未 来 的 な 意匠 。 
三 色 の 光 で 構成 され た [刀身 | は 地上 に 於 ける あら ゆる 物体 を 破壊 し 得る と いう 。 

真名 解放 を 行う こと で [刀身 | は 氏 の 如き 魔力 光 を 放ち 、 流 星 の 如き 突進 を 以 て アル テラ は 医 陣 を 広範 に 渡っ て 獲 滅 する 。 
真 の 力 を 解放 し た 時 、 ラ ンク と 種別 が 上 昇 する 。 


SN =i 


BE ll 


O 性格 

誇り 高く 、 理性 的 な 戦士 。 

直感 力 に 優れ 、 あ ら ゆ る 事態 に 際 し て も 理性 を 放棄 せ ず 立ち 向かう 。 

た だ 、 何 処 か 空席 な と ころ が ある 。 

敵 味方 問わ ず 優れ た 戦士 で あれ ば その 腕 (性 能 ) を 認め る 度量 を 持っ て いる が 、 英 対 し た 者 は 排除 すべ き 障害 と みな す た 
め 、 基 本 的 に 容赦 が な い 。 剣 に 迷い も な い 。 

戦闘 時 に は 冷静 か つ 正 確 に 状況 を 把握 し 、 猛 列 な 戦い 振り を 見 せる 戦闘 機械 と 化す 。 

戦闘 が 得意 分 野 で ある と は 認識 し て いる が 、 個 人 的 に は 特に 好 ん で いな い 。 


戦士 で ある か ら 戦 う 。 荒 ぶ る 軍神 の 名 の 下 に 、 立 ち は だ か る 者 を すべ て 殺す 。 目前 に 在 る [文明 | を 破壊 する 。 それだけ 
の こと 。 

戦闘 と 戦争 以外 の 事柄 に は 不慣れ で あっ て 、 未 体験 。 生ま れ た 時 か ら 軍 神 マル ス が 大 好き 。 マ ルク 、 と いう 名 で 呼ぶ こ 
と も ある 。 だ が 、 他 者 に 強制 は し な い 。 単に [自分 が 好き ] な だ け 。 

実は 、 ア ィ ラ 、 と いう 通 名 が 嫌い 。 ER, RO" CLIC USIRLITISRUDIED, HERO LU. 
ドイ ツ 語 読み の エ ツ ェ ル は や や 好き 。 

本 人 は 「 ア ル テ ラ ] と 名 乗る 。 た だ し 、 何 故 アル テラ と 呼ん で 欲し い の か 、 に つい て は な か な が 口 に し な い 。 信頼 し た ご 
く 一 部 の 相手 に の み 、 密 や か に 理由 は 告げ ゆれ る こと に な る 。 理由 は 可愛 い 響 き に 聞こ 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 冷静 に 応対 する 。 

自軍 に 対す る 軍師 や 参謀 の よう な 存在 で ある と 認識 し て いる た め 、 基本 的 に は マス ター の 言葉 に は 「 そ うか ] と 言っ て 素 
直 に 従う 。 

人 間 と し て 信頼 し て いる と いう より 、 戦 場 で 殺 装 を 行う 戦闘 機械 と し て 、 思 考 す る ソフ トウ ェ ア 部 分 を 外部 (マス ター) 


へ 全面 的 に 託し て いる 状態 。 

聖杯 に か ける 願い は [戦士 で は な い 人 生 を 送る ] こと 。 

決し て 戦士 で ある 自分 を 嫌悪 し て いた 訳 で は な い 。 

た だ 、 も し も 戦士 で な か っ た と し た ら 、 ど の よう に 自分 は 生き る の だ ろう 


と 大 い に 興 味 を 抱い て いる 状 


O 台詞 例 

[ 我 が 名 は アル テラ 。 傾 奴 (フン ヌ ) の 商 た る 軍神 の 戦士 だ 

「 そ の 文明 を 破壊 する ] 

[聖杯 が すべ て を 記録 する 器 な の だ と し た ら 、 私 は 、 そ れ を 破壊 する だ け だ ] 

[私 は 破壊 する 。 勝利 す る 。 こ れ ま で も 。 こ れ か ら も ] 

[確か に 、 アッ ティ ラ 、 と 呼ぶ 者 も いる …… 個 人 的 に は あま り 嬉 し く な い 。 理由 ? 理由 は その …… 言 いた く な い 。 い ず 
れ 言 うこ と も ある か も し れ な い 、 で も 今 は 嫌 だ ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

大 帝国 を 成 し た 西方 大 王 。 五 世紀 の 人 物 と され る 。 アッ ティ ラ ・ ザ ・ フ ン 。 

匈奴 (フン ヌ 、 ヒ ュ ン ヌ ) の 未 商 、 フ ン 族 の 戦士 に し て 王 。 

騎馬 の 軍勢 を 率い て 戦場 の こと ご と く を 忠 吐 し 、 無 数 の 死 と 勝利 の 果て に 西 ア ジ ア か ら ロ シア ・ 東 欧 ・ ガ リア に まで 及 
必 広 大 な 版 図 を 自ら の 帝国 と し た 大 英雄 。 西 ロ ー マ 帝 国 の 滅亡 を 招い た と も 言わ れる 。 

その 人 生 は 常に 戦い の 中 に こそ 在 っ た 。 

恐る べき 戦い 振り 故に 、 欧 州 各地 の 人 々 か ら は FORE) POW CHEN, AMITRMENI ENS. 
純然 た る 戦闘 王 。 戦場 の 武勲 と は 対称 的 に 領土 の 統治 に は 成功 せ ず 、 自身 の 死 の 後に 帝国 は 急速 に 瓦解 し 消え 果て 、 後 
世に その 姿 を 残す こと は な か っ た 。 し か し 、 墨 怖 と 恐怖 の 対象 と し て の 「 ア ッ テ ィ ラ ] の 名 は 、 近代 、 現 代 に 至る まで 記 
億 され 続け た 。 


〇 IFate/GrandOredr| に お ける ん 物 像 

破壊 の 化身 。 

眼前 に 立ち は だ か る 数 多 の 命 を 刈り 取る 戦闘 機械 。 そう いう 風 に 出来 て いる 一 一 一 
自分 (アル テラ ) は 戦う た め に 在 る の だ と 、 フ ン ヌ の 長老 た ち は 語る 。 


NEN 


CHARACTER Profile 


父 も な く 、 母 も な く 、 名 奴 の 商 た る フン ヌ の 一 族 に よっ て 「 発 見 され た ] 存在 で ある の だ と 。 

確か に 、 父 の 記憶 も 母 の 記憶 も な い 。 

家族 は な く 、 友 も な い 。 

世界 に 在 る の は 、 戦 うべ き 敵 ば か り 。 

肉体 に 「 最 初 か ら 」 刻 まれ て いた 戦い の 紋 が 示す 通り 、 た だ ひたすら に 戦う の み 。 それ こそ が 生来 の 自分 自身 で あり 、 役 
目 で あり 、 自 身 の 性 能 を 正しく 発揮 する こと こそ が 定め で あり 、 そ こ に 疑問 を 抱く こと は な か っ た 。 
破壊 その も の と な っ て 、 フ ン ヌ に し て フン ヌ な ら ざ る 暴風 の 王 と し て 戦い 続け た 。 

フン ヌ の 軍 を 率い て いる と いう 意識 さえ 薄く 、 一 心 不 乱 に 刃 を 振る つた 。 

破壊 し た 。 忠 呈 し た 。 侵 略し た 。 

制御 不能 な まで に 拡大 し て いく フン ヌ の 領土 の 実情 な ど 気 に 留め な か っ た 。 

ご 、 刃 を 振る い 。 

だ 、 殺し 続け た 。 

FUCSIA A Do 

血 溜まり に 倒れ な が ら 、 こ の 後 、 如 何 に し て ロー マ を 落と すか 考え て いた は ず だ 。 

けれ ど 、 英霊 と 化し た 後に サー ヴァ ント と し て こう し て 現 界 する に あたり 、 彼 女 は 静か に 自問 する 。 生 前 の 自分 は あま 
り に 戦士 に 過ぎ た の で は な い だ ろ うか 、 と 。 

も し も 、 こ の 身 が 破壊 の 化身 で は な か っ た な ら ? 

も し も 、 こ の 手 に 軍神 の 剣 を 得 て い な か っ た ら ? 

欧 N の 人 々 が 奉 ず る と いう 絶対 に し て 唯一 の 神 が も た らし た [AHI (CUT HR で わる と さえ 曳 れ られ た この 自分 が 、 死 
の 戦闘 機械 で ある 自分 が 、 女 で ある こと さえ 人 々 の 記憶 か ら 忘れ られ た この 自分 が 、 も し も 、 戦 士 以 外 の 生き 方 を する 
な ら 。 


どの よう な 時 間 を 生き る の だ ろう 。 

自由 な 旅人 と し て 世界 中 を 馬 で 巡る ? 

か つて 目 に し た 欧州 の 人 々 の よう に 、 土 を 耕し て 麦 を 育て る ? 
熱い 熱い 窯 で パン を 焼く ? 

野 を 走る 獣 や 空 飛 が 鳥 を 狩る ? 

文字 と いう も の を 覚え 、 こ れ を 記し て 書 を 編む ? 

誰か の 胸 に 寄り 添い 、 は に か ん で みせ る ? 


分 か ら な い 。 
どう な る の だ ろう 一 一 一 


あら ゆる 文明 は 滅ぼす 対象 。 そこ に 差 は な い 。 

キャ スタ ー 全 般 

呪術 で あれ ば 生前 に 目 に し た こと も ある も の の 魔術 に つい て は 縁遠い た め 、 純 然 た る 魔術 を 行使 する キャ スタ ー の 存在 
は 、 実は 興味 の 対象 で ある 。 


E 


RACTER Profile 


Comment trom Illustrator 


アル テラ さん は 気合 を 入れ すぎ て 描く の が 大 変 な デザ イン に し て し まっ た と や や 後悔 し て お り ま す 。 発注 を 頂い た の が も 
う 2 年 ほど 前 で 覚え て いな い 事 も 多い の で す が 設 定 に は な か な か すご いこ と が 書か れ て いて 、 えっ ? これ どう な っ て る の ? 
のみ た いな 気持 ち で す 。 あ の 設定 … や ら な いん で すか ? 正直 見 た い ! (nuke) 


080 


an Ay 
ジル ・ ド ・ レ ェ 
EE +10 EI, vt 
Eds: Ee 本 フラ ンス 
Ed 秩序 . 善 EN 86m EJ 9ike 


Eis EX Ec Eo Edo Eje 
設定 作成 : 奈 須 さ の こ / キ ャ ラク ター デザ イン : 真 じろう ノ CV: 
EL 


儿 化 :EX . 


極め て 特殊 な 召喚 で ある の と 、 青 | 
の スキ ル が 付与 され る 。 


E 


ル ・ ド ・ レ ェ と し て の 名 が あま り に 有名 な た 


め 、 セ イ パ ー で あっ て も 手 化 


ジャ ン ヌ ・ INIORRE TESOROS. 
戯 の よう な 攻勢 に 出 て いる 場合 、 特 に ボー ナス 追加 。 


人 生 に お いて 金銭 が どれほど つい て 回 
英 大 な 領地 と 財産 を 持ち 、 一 生 人 金 銭 に は 困ら な か っ た は ず な の だ が ……。 


神聖 た る 旗 に 集い て 叫 えよ 


セイ ント ・ ウ ォ ー オ ー ダ ー。 

聖女 ジャ ン ヌ の 旗 に 集 っ て 戦っ て いた 頃 、 即 ち 自身 が も っ と も 輝い て いた 頃 の 在り 方 を 再現 する 宝 具 。 

狂 化 同様 の ステ ー タ ス ア ッ プ 効果 と 共に 、 目 標 敵 の 完全 沈黙 まで 自動 攻撃 を 行う 。 攻撃 の ダメ ー ジ に は ボー ナス が 追加 
され る 。 


プレ ラー ティ ー ズ ・ ス ペル プッ ク 
N 


4: 


EAC Ea wees ~10 BE 100A 

プレ ラー ティ ー ズ ・ ス ペル プッ ク 。 

人 間 の 皮 で 装填 され た 魔道 書 。 深海 の 水 魔 の 類 を 召喚 し 使役 で きる 。 

この 本 自体 が 魔力 妨 と し て の 機能 を 持ち 、 術 者 の 魔力 に 関係 な く 大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 レベ ル の 術 行使 を 可能 に する 。 
va が 、 セ イ バ パー で ある ジル ・ ド ・ レ ェ は この 宝 具 を 持ち 込ん で は いて も 使用 する こと は な い 。 

も し 使用 し た 場合 、 彼 は 自動 的 に キャ スタ ー に クラ スチ ェ ン ジ し 、「 神 聖 た る 旗 に 集い て 叫 え よ 」 の 宝 具 が 封印 され る 。 
(fFateGO」 で は 使用 され な い ) 


私 Bose BR Re 

〇 性 格 

清廉 か つ 豪胆 、 秩序 に 厳し く 故 国 を 愛す る 。 

騎士 と し て 一 つの 頂点 に 達し た 存在 で あり 、 戦 場 で 指揮 を 執 れ ば 兵 た ち も 奮 い 立つ で あろ う 。 
その 内 側 に 抱え て いる 痢 に 居 え つつ も 、 彼 は 騎士 と し て 最高 の 栄 営 で ある 元帥 に まで 至っ た 。 
O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

誠実 に 、 真 撃 に 仕え る 。 優 れ た 武人 で ある 彼 は 、 的 確 な 助言 行っ て くれ る だ ろう 。 


「 勝 利 と て 、 そ の 裏 に ある 犠牲 者 の 数 を 数 えれ ば 空しい も の で す 」 
[私 の 行く 道 は 


一 体 ど ちら が 正しい の か ……。 い や …… マ スタ ー…… 私 は あな た に 剣 を 捧げ る の だ ] 


TEEZIÍCILNT? は あ 、 語 っ て も 問題 な いで す が …… 三 時 間 ほ ど 暇 は お あり で すか ?」 


それ だ け だ 


CHARACTER Profile 


イン ニッ ング RN, 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

年 端 も いか め 少 年 を 踊り 殺し に し た 猟 礎 殺人 鬼 。 

それ が 今日 の ジグ ル ・ ド ・ レ ェ の 評価 で ある 。 し か し 、 彼 と て 最初 か ら そ うい う 存 在 で あっ た 訳 で は な い 。 

彼 は フラ ンス 西部 一 帯 の 広大 な 領地 を 持つ 買 族 で あり 、 贅 沢 三昧 の 生活 を 送っ て いた 。 

も し この まま で あれ ば 、 彼 は た だ の 世間 知ら ず の 放 薄 買 族 と し て 歴史 に 知ら れる こと な く 消 えて いた で あろ う 。 
そん な 彼 に と っ て 一 つの 転機 が 訪れ る 。 

百年 戦争 一 一 フラ ンス と イギリス の 間 で 長期 に 渡っ て 繰り 広げ られ て いた 戦争 。 次 第 に 追い 詰め られ て いた フラ ンス > 
側 に 、 一 人 の 聖女 が 現れ た 。 Spe 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 。 

彼女 と 出会っ た ジル ・ ド ・ レ ェ は 百年 戦争 に お いて 数 多 の 武功 を 成し遂げ た 。 ラ ンス で の 蔵 冠 式 は 、 ま さ に 彼 に と っ て こ 
絢 頂 期 で あっ た と 言え る だ ろう 。 k 


ャ ン ヌ ・ ダ ルク が 火 刑 に 処せ られ た と き 、 全 て が 狂い 出し た 。 


苦悩 する 彼 は 再び 柳沢 な 生活 に 戻る が 、 既 に 彼 の 心 は 虚無 に 満た され て いた 。 

そし て 錬金術 や 黒 魔術 の よう な 妖 し げ な 儀式 を 執り 行い 始め た こと で 、 祖 父 譲り の 残酷 性癖 に 目覚 め て し まう 。 
か つて 高潔 な 騎士 で おっ た ジル ・ ド ・ レ ェ の 姿 は どこ に も な く 。 

そこ に 居 た の は 、 間 に 堕ち た 一 人 の 殺人 鬼 で あっ た 。 


O 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

か つて 共に 者 を 並べ た 少女 。 彼女 の た め な ら 、 命 も 、 地 位 も 、 何 も か も を 全て 質入れ し た と て 惜しく は な い 。 > 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルフ ク (オルタ) 

た と え か つ て の 聖女 が 黒く 堕ち た と し て も 。 それ で も 、 彼 女 が 「 つ いて こい ] と 言う の で あれ ば 。 地獄 の 果て まで 喜ん で 
供 回 り を 務め る だ ろう 。 

ジル ・ ド ・ レ ェ (キャ スタ ー) 

その 服 は どう か と 思う 。 だ が よく 見 る と …… な か な か …… ほ ぼう …… 


CHARACTER Profile 


『 書 持ち と いう 設定 だ っ た の で 、 FESRETHSIBEENMIHT DA Y CL. そこ に 武内 さん か ら 提 案 を 頂き 、 Mi 
B な ジル (1・2 段 階 ) が 生ま れ 、 再 了 に スト ー リ ー 性 が 付与 され まし た 。 HS EO YOMBS2TLOF 4 yIGRUG 
す よ ね 。( 真 じろう ) 


が 


eS 


シュ ヴァ リエ ・ デ オン 


EE t+ イィ バー EBM>91-74 El? 
EQlss Bos. Baer 中庸 
157cm [EER 45kg (体重 は 自己 申告 で は な く 、 外 見 か ら の 予想 


Gals Exe Ese EC Eno Elo 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キ ャ ラク ター デザ イン : AA CV BEA 


』 ク ラス スキ ル 


HN 


大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い 。 


ee 


大 抵 の 乗り 物 を 乗り こなす こと が 可能 。 
幻想 種 に つい て は 乗り こなす こと が で き な い 


RAM ID > / /Ñ - yr y | 


“ MLORB: [e] 

服装 と 相まって 、 性 別 を どちら か に 特定 し 難い 美 し さ を ( 姿 形 と し て で は な く ) MI 
男性 に も 女性 に も 交渉 時 の 判定 に プラ ス 補 正 が 働く 。 

また 、 特 定 の 性 別 を 対象 と し た あら ゆる 効果 を 無視 する 。 


自己 暗示 :A 
自ら を 対象 と し た 強力 な 暗示 。 
精神 に 働き か ける 魔術 ・ ス キル ・ 宝 具 の 効果 に 対し て 高い 防御 効果 を 持つ 。 


変化 させ て 一 


デオ ン は この スキ ル を 駆使 する こと で 、 時 に は 男 に 、 時 に は 女 と し て 完全 に 振る 舞っ て みせ る 。 時 に は 自ら の 肉体 さえ 


窮地 に お いて 自身 の 状況 と 敵 の 能力 を 冷 表 に 把握 し 、 そ の 場 で 残さ れ た 活路 を 導き 出す 戦闘 論理 。 


他国 で スパ イ と し て 活動 し 続け た 経験 か ら 、 デ オン は この スキ ル を 有する 。 可愛 い だ け で は な い の だ 、 


と は 本 人 の 弁明 。 


EBENEN SRIDER 


ラル ー ル ・ ド ・ リ ス 。 
見 る 者 の 心 を 審 う 美しい 剣舞 。 
多く の 人 々 を 惑わ せな が ら も 自ら の 目的 を 遂行 し 続け た デオ ン の 生き ざま が 、 宝 具 へ と 昇華 され た モノ 。 フ ラン ス 王 権 


を 象徴 する 百合 の 花 ぜ ら が 周囲 に 手 き 散ら され る 中 、 鮮 や か に 剣 を 振る っ て 舞う こと で 対象 を 幻惑 し 、 筋 力 ・ 体 力 ・ 倫 
揮 の パラ メー ター を 低下 させ 、 そ の 隙 に 必殺 の 剣 撃 を 叩き 込む 。 

精神 攻撃 + 物理 攻撃 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 

物理 ダメ ー ジ は 宝 具 発動 時 の 一 度 さ そり だ が 、 幻 惑 状態 は し ば らく 持続 する 魔力 消費 も 少な く 、 す こぶ る 使い 勝手 の 良 
WERTEN [FateGO] で は 使用 され な い 。 


百合 の 花咲 く 豪華 絢 計 


フル ー ル ・ ド ・ リ ス 。 

見 る 者 の 心 を 奪う 美しい 剣舞 その 2。 読み 方 は 「 百 合 の 花 散 る 一 ] と 同じ 。 

多く の 人 々 を 惑わ せな が ら も 自ら の 目的 を 遂行 し 続け た デオ ン の 生き ざま が 、 宝 具 へ と 昇華 され た モノ 。 EO, BLA 
フラ ンス 王権 を 人 象徴 する 大 輪 の 百合 が 浮か び 、 敵陣 を 一 斎 に 幻惑 し 、 筋 力 ・ 体 力 ・ 欲 振 の パラ メー ター を し ば らく 低下 
させ る 。 更に 、 幸 運 の 判定 に 成功 し な けれ ば 、1 タ ー ン の 間 行 動 不能 と な る 。 

ダメ ー ジ 効果 は な い 。 


彼 ノ 彼女 な ど 


O 性 格 

清 謙 な る 白百合 の 騎士 。 

任務 に 対し て は 茜 烈 な まで に 真 撃 で あり 、 時 に 冷酷 な 行動 を 選択 せ ね ば な ら な い 場 面 で あっ て も 忠 路 わな い 。 一 方 、 平 
時 で は 穏やか な 性 格 。 午 後 の お 茶 の 時 間 を 楽し み に し な が ら 家 事 に 勤しむ 顔 な ど も 見 られ る だ ろう 。 


フラ ンス 王家 に 対し て 捧げ た 忠誠 は 不変 の も の で あり 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し て いて も 変わ り は し な い 。 ERITH 
な る 英霊 に は 、 生 前 と 変わ ら な い 忠 誠 の 在り 方 を 見 せる に 違い な い 。 

た と え 王 家 の 白 百合 は 失わ れ て いよ うと も 、 フ ラン ス が 地上 に 在 る 限り 、 デ オン は 迷い な く 剣 を 手 に する 。 世 界 と フラ 
ンス を 守る た め に 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

通常 の 聖杯 戦争 で 召喚 し た 場合 、 マ スタ ー の 立ち 位置 次 第 で は 「 フ ラン ス に 敵対 する 者 ] と し て 反発 され か ね な い 。 逆 に 、 
フラ ンス な いし フラ ンス 王家 に 縁 深い 対象 に は 曇り な い 忠 誠 を 捧げ る だ ろう 。 

英霊 で あろ うと 人 間 で あろ うと 、 目 分 の 体 が 男 で あろ うと 女 で あろ うと 、 デ オン の 道 は た だ ひと つ 。 白百合 の 騎士 で 在 
り 続 ける こと 。 

フラ ンス に 、 王家 に 、 そ し て (現在 の フラ ンス を 守る こと に 繋が る で あろ う ) 世界 を 救 わ ん と する マス ター に 、 デ オン は 
己 が 剣 を 捧げ 続け る 。 


〇 台詞 例 

「 私 は シュ ヴァ リエ ・ デ オン 。 フ ラン ス 王 家 と キミ と を 守る 一 一 一 白百合 の 騎士 」 

[誇り と 愛 を 、 キ ミ に ]」 

「 い つ で も 私 は キミ と 行く よ 。 さあ 、 世 界 と フラ ンス を 救 お う 」 

「 ド レス ? 昔 は ソレ を 着 て “女性 "と し て 舞踏 会 に 出 た り し た こと も ある けれ ど ……: 剣 を 携え た 今 で は 、 ど うか な ] 
「 私 は ね 、 男 に も 女 に も な れる ん だ 。 

それ が 私 、 シ ュ ヴ ァ リ エ ・ デ オン ・ ド ・ ボ ー モ ン さ ] 


= 


= E yy == NEN 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

シャ ルル ・ ジ ュ ヌ ヴィ エー ヴ ・ デ オン ・ ド ・ ボ ー モ ン 。 

ハー 十 九 世紀 の 人 物 。 

女 で あり 男 、 男 で あり 女 、 と し て 語ら れる 伝説 的 人 物 。 

文武 両道 の 剣士 に し て 文筆 家 。 列強 各国 を 相手 に 立ち 回 る 機密 局 の スパ イ と し て 活躍 し 、 フ ラン ス 全 権 公使 、 竜 騎兵 連 
隊長 等 の 経歴 を 努め て 多く の 功績 を 残し た 。 男 と し て の 服 を 着込み 、 男 と し て 振る 舞っ て いた に も 関わ ら ず 、 純 情 可憐 
な 少女 と 称 さ れる ほど の 美貌 を 備え て いた と いう 。 

事実 、 成人 前 に ドレ ス を 着 て 赴 いた 社交 界 で は 「 美 し い 娘 ] と し て 噂 を 集め 、 成 人 後に 秘密 任務 の た め ロ シア 帝国 へ 潜入 
し た 折 に も マ ド モ ワ ゼル ・ リ ア ・ ド ・ ボ ー モ ン と し て ロシア 女帝 と 交流 を 行い 、 女帝 や その 臣下 か ら は その 美 し さ を 護 
えら れ た と いう 逸話 が 残さ れ て いる 。 


後 年 、 自 分 は 男 で は な く 女 で ある と 公 に 秘密 を 明か し た 。 
以降 は 一 買 し て 女 と し て 過ごし 、 当 時 の フラ ンス 王妃 で あめ る マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト か ら は 「 剣 より も 扇子 が 似合う 女 
騎士 ] と し て ドレ ス を 贈ら れ た と いう 。 


女 と し て 生ま れ 、 少 女 と し て 育ち 、 男 と し て 成人 し て 王家 に 仕え た 一 一 一 彼 彼 女 は 自身 の 人 生 を そう 語っ て いる 。 幼 
少 期 に は 確か に 少女 と し て 育て られ 、 以 降 は 男 と し て 育て られ た と いう 逸話 も ある 。 

真実 、 彼 は 女 だ っ た の か 、 男 だ っ た の か ? 

死後 の 検分 を 行っ た 医師 の 意見 さえ も 二 つ に 分 か れ た 彼 彼 女 の 生 き ざ ま は 、 彼 彼女 が 多く の 人 々 に 与え 続け た 印象 
と 同じ く 、 美 し くも 不可 解 な 幻惑 に 満ち て いる 。 

故に 、『Fate/GO」 に 於 ける 英霊 と し て の シャ ルル ・ ジ ュ ヌ ヴィ エー ヴ ・ デ オン は 、 自 ら の 人 生 を 象徴 する 形態 と し て 
[BROMA| の 姿 を 得る の で ある 。 


© 通常 武器 
サー ベル 。 
RFR. FID グ に よる 対人 戦闘 を 得意 と する 。 


〇 因 繰 キャ ラ 

マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 

忠誠 を 捧げ る べき 相手 。 生前 か ら の 顔見知り で も あり 、 ま さ に 主人 で も ある 。 AVE. お 茶 を ご 一 緒 し た い 。 で も 時 々 、 
と て も 笑顔 が 怖い 。 


アマ デウス 

主人 た る マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト に 縁 深 き 人 物 。 敬 愛す べき 音 楽 の 天才 で ある と 頭 で は 分 か つっ て いる も の の 、 か な り 苦 
手 。「 な ん な の だ ろう 変態 悪魔 は ……。 何 故 私 を 仲間 扱い し て くる の だ ろう ……。 せ め て フラ ンス 国民 で あれ ば ……」 
サン ソン 


フラ ンス 国民 で あり 、 王 家 に 代々 忠誠 を 誓っ て きた 家系 の 者 で は ある も の の 、 白 百合 の 終 意 を 血 に 染め た 相手 で も ある 。 
絶ち が た い 愛 憎 を 抱く 対象 。 苦手 。 た だ 、 マ リー が 許す の で あれ ば 自分 が どう こう 言う も の で は な い …… 
ロベスピエール 

王家 の 仙 英 で は ある が 、 彼 も また フラ ンス の 未来 を 夏 え て いた 人 物 一 一 と いう 認識 。 
サン ソン と 同じ く 愛 憎 の 対象 。 複雑 。 


Comment trom Illustrator 


最初 の ラフ か ら 全 力 で あさ っ て の 方 向 に 突っ 走る よう な 迷走 を し まし た が 、 武内 さん か ら ア ドバイ ス を いた だ き 
DET 


: き 、 な ん と 

E で きま し た 。 当初 あか ら さ ま に 女 性 より で し た が 、 手 直し する うち に だ いぶ 中 性 的 な と ころ に 落ち 着き まし た 。 

逆 に 筋 A を 外見 に も っ と 反映 させ る べき だ っ た か …… こ れ で も か と 百合 モチ ー フ を 散り ば め た 2 段階 目 が お 気に入り で す 。 
(森山 大 輔 ) 
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主 な 登場 作品 : Fate/stay night、Fate/hollow ataraxia、 ほ か 


BIS AA+ Ng 


A ren 
一 工程 (シン ブル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 
Mc O O <<< 
マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
ラン ク B な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も ご 日間 現 界 可 能 。 

も es し 
保有 スキ ル 


ee 

修行 ・ 鍛 錬 に よっ て 培っ た 洞察 力 。 

窮地 に お いて 自身 の 状況 と 敵 の 能力 を 冷静 に 把握 し 、 そ の 場 で 残さ れ た 活路 を 導き 出す "戦闘 論理 "。 逆転 の 可能 性 が 1% 
で も ある の な ら 、 そ の 作戦 を 実行 に 移す る チャ ンス を 手繰 り 寄 せら れる 。 


本 
視力 の 良さ 。 BI. MERA. Lölcaks2. 
融 方 の 標的 捕 所 に 効果 を 発 雷 。 さ ら に 高い ラン ク で は 、 通 視 ・ 未 来 視 さ え 可 能 と する が 、 ラ ング こ で は その 域 に は 達し 


ar a a 


CHARACTER Profil 


、 固 有 結 界 と 呼ば れる 特殊 魔術 。 

結界 と は 一 定時 間 、 現実 を 術 者 の 持つ 心象 世界 に 書き 換え る も の 。 

ヤ の 場合 、 今 まで 視認 し た 武器 、 そ の 場 で 使わ れ た 武器 を 瞬時 に 複製 し 、 ス トッ ク す る 。 た だ し 、 複製 し た 武器 は 
ラン ク が 一 つ 下 が る 。 
複製 は 防具 も 可能 だ が 、 そ の 場合 は 通常 投影 の 二 倍 一 三 倍 の 魔力 を 必要 と する 。 
アー チャ ー が 愛用 する 双 剣 [FFG 莫耶 | も 投影 魔術 に よっ て 作ら れ た も の 。 
他 < 射出 型 魔 秘 [ 偏 ， 螺 旋 刻 (カラ ド ボ ル グ 1I)」、 追尾 型 魔 剣 「 赤 原 猟犬 (フル ン デ ィング )」 など が ある 。 
生前 は 武器 の カス タマ イズ が 常 だ っ た の か 、 投 影 する 宝 具 も 使い や すい 様 に アレ が され て いる よう だ 。 


私 プ オレ (条件 次 第 で ) 


お 前 / 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 奴 奴 等 OO (呼び 捨て ) 


〇 性 格 
性 格 は 皮肉 屋 で 悲観 的 。 淡々 と 仕事 を こなす 現実 主義 者 。 

が 、 仕 事 人 間 と いう 訳 で も な く 、 弁 悪 無礼 な が ら 相 手 を 気遣う 気配 り も ある 。 
da acc 気 を 読ん で の も の らし い 。 


と は いえ 基本 的 に は 冷徹 な 仕事 人 な の で 、 私 情 を 挟 め な い 法 の 執行 記 と イメ ー ジ する と し っ くり くる 。 

つね に 厳 め し い 顔 を し て いる の は その あたり の 不 目 由 さ 故 だ ろう 。 

合理 的 な 戦術 、 一 般 8 的 な 正義 を 良し と する が 、 彼 の 発端 は 「 万 人 を 救い た い 」 と いう 理想 で ある 。 

人 間 を 虐殺 する こと で 滅び を 回 避 す る 役目 を 担う “守護 者 "と いう 立場 上 、 殺人 の 繰り 返し と 幾度 も 見 せつ けら れ た 人 間 
の 醒 さ に 言 易 し て いる 。 

し か し 、" 守 護 者 "と な っ た こと に つい て 後悔 を 口 に し つつ も 、 彼 の 選ぶ 選択 肢 は 常に 他人 を 守る た め の 戦 いで あり 、 い 
ざ 世 界 の 危機 に 直面 する と 自身 の 思惑 や 利害 を 捨て て “守護 者 "と し て の 仕事 を 優先 する あたり 、 筋 金 が 入っ て いる 。 
弓 の 騎士 と し て 確立 し て いる が 、 も と も と は 魔術 師 だ っ た 。 

基本 武装 が 弓 に な っ た の は 、 彼 が 英霊 と し て は そこ まで 強力 で は な く 、 最 終 的 な 戦闘 スタ イル が 狙撃 に 落ち 着い た か ら 
と 思わ れる 。 

魔術 師 と し て は 投影 魔術 一 一 一 道具 を イメ ー ジ で 数 分 だ け 複製 する 魔術 一 一 一 を 用 い 、 多 く の 名 侯 、 魔 刻 を 模造 する 寿 
作者 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

サー ヴァ ント と し て 正しく マス ター の 従者 た る こと を 旨 と し 、 マ スタ ー が どの よう な 人 物 で あれ 淡々 と 仕事 を こなす 。 
彼 が 聖杯 に 託す 望み は な い 。 何 故 な ら ば 、 他 の 英霊 た ちと 異な り 、 彼 は 望み を 叶え る こと に より 死 し て 英霊 に か っ た か 
ら で あ る 。 

と は いえ 全く の 無欲 か と いう と そう で も な く 、 彼 が 召喚 され た 冬木 市 の 第 五 次 聖杯 戦争 に お いて 、 マ スタ ー か ら 思 み に 
つい て 質問 され た 彼 は 、 冗 談 め か し た 口調 で は あっ た が 「 恒 久 的 な 世界 平和 ] と 答え て いる 。 

家事 の 達人 で あり 、 生 活 能力 の 低い 魔術 師 に 召喚 され る と 、 文 句 を 言い つつ も 手 慣 れ た 様子 で 家事 全般 を 取り 仕切 る 。 
E SS) O SOLE. それ に つい て は 別 の 物語 で 語ら れ て いる 。 

〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ ア ー チ ャ ー、 召 喚 に 応じ 参上 し た 。 

君 が 私 の 今回 の 雇い 主 か ? ああ 、 自 己 紹 介 は 名 前 だ け で 結構 。 人 柄 は いずれ 、 い や で も 理解 で きる だ ろう か ら な ] 
[無駄 な 戦い は 避け て ほし いも の だ 。 時 間 と 魔力 の 無駄 、 な に より マス ター の 無能 さ に 失望 する モト に な る ] 

[見 ろう 、 その 結果 が これ だ ! 初め か ら 救う 術 を 知ら ず 、 救 う も の を 持た ず ! 醒 悪 な 正義 の 体現 者 が お まえ の な れ の 上 果 
て と 知れ …… 


〇 更 上 の 実像 ・ 人 物 像 
他 の 英霊 た ちと は 出典 が 異な る た め 、 正 統 な 英霊 と は 言え な い 。 
強い て 言え ば 、『Fate/stay night] と いう 作品 が 出典 で ある 。 
"守護 者 "と 呼ば れる 存在 で 、 人 類 の "存続 する べき "無意識 が 生み 出し た 防衛 装置 の よう な も の 。 
要 は 、 名 も 無き 人 々 の 無意識 が 選び 出し た 、 顔 の 無い 代表 者 な の だ 。 
「 人 類 の 滅亡 を 加速 させ る 害悪 が 現れ た 場合 、 こ れ を 成立 させ る 要素 を すべ て 消去 する 」 と いっ た 目的 で 守護 者 は 現れ 、 
仕事 を こなす 。 
人 知れ ず 人 類 滅亡 の 危機 を 潰し て いる 、 時 代 の 補修 人 と いっ た と ころ だ ろう 。 
この 抑止 力 が 働か か なくなっ た と き 、 減 び は 速やか に 進行 し 、 人 々 は や が て 取り 返し の 付か な い " 終 わり "と 体面 する 。 
この 魔術 師 が な ぜ 守 護 者 の 一 部 に な っ た の か 、 そ の 和 経緯 に つい て は [Fate] シリ ー ズ の 作品 の 中 で 断片 的 に 語ら れ て き 
た が 、 そ の 全貌 に つい て は 未だ 明らか に な っ て いな い 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

彼 と 縁 の 深 い 冬木 市 が 舞台 の 序章 [炎上 汚染 都市 冬木 | に 登場 し 、 や は り 彼 と 縁 の 深 い ア ルト リア ・ ペ ンド ラゴン [オル 
タ ] を 守る よう な 行動 を と っ て いる 。 

「 英 間 の 物語 ] で は 、「 数 々 の 聖杯 戦争 を 渡り 歩い た ヴェ テラ ン 」] と し て 主人 公 と マシ ュ に 聖杯 戦争 や 英霊 の 仕組 み に つい 
き 、 教 え 好 き の 性 格 が 顔 を 出し て いる 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/stay night) に 登場 し て いる エミ ヤ と 、 

[Fate/EXTRA] シリ ー ズ に 登場 し て いる エミ ヤ は 同一 人 物 で は ある も の の 、 その 基本 設定 が 違う 、 と いう た い へ ん や や 
こし い 関 係 に ある 。 

と いう の も 、『Fate/stay night] と [Fate/EXTRA] で は 1970 年 代 か ら 歴史 が 分 岐 し て いる た めで ある 。 


O 因縁 キャ ラ 

[Fate/stay night! の 登場 キャ ラ 全 般 

と くに クー・ フ ー リ ン と は どこ に いっ て も 戦う は め に な る の で 腐れ 縁 。 
イシ ュ タ ル 

「 つ い に 狂 っ た か …… 1] 
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FERNE こ お い て 、 第 一 と 


は まぁ な ん と か な る ん で す が 、 難 し い の は 第 三 段 階 で す 。 キャ ラクター が 成長 
し た 最後 の 姿 と いう こと に な る と 、 変化 球 で は 無く 、 キャ ラ 性 の ど 真 ん 中 に 着地 させ て あげ た いと いう も の で す 
エミ ヤ は 、 や は り い つも の 赤い 姿 を 最終 再 上 の 姿 に し て あげ た か っ た の で 、 苦 心 の 策 と し て の 「 元 デザ イン の リニュ ー ア E 
ル ] を コン セプト に な ん と か 纏め て み ま し た 。 (HPA) 


ギル ガメ ッシュ 


アー チャ ー ギル ガメ ッシュ 


E53»: EN 18ecm asks 


Eds Edo EI Bass Bey 


E A ER 
E, マス ター 不在 で も 行動 で きる 能力 。 も は や や り た い 放 題 。 


、 ギ ル ガ メ ッシュ 本 人 が 神 を 嫌っ て いる の で ラン クダ ウン し て いる 。 。。 


大 軍団 を 指揮 ・ 統 率 する 才能 。 
ここ まで くる と 人 望 で は な く 魔 力 、 呪 い の 類 で ある 。 


ーーーーーーー ニ ーー — 


身体 の 黄金 比 で は な く 、 人 生 に お いて 金銭 が びれ ほど つい て 回 る か の 宿命 。 大 富豪 で も や っ て いけ る 金 ピ カ ぷ り 。 一 生 
金 に は 困ら な い 。 


コレ クタ ー : EX 


価値 ある も の を 系 集 し 、 ま た 管理 する 才能 。 

EX と は 規格 外 の 意味 だ が 、 ギ ル ガ メ ッシュ の 場合 も は や 「 お まえ の も の は 我 の も の 状態 で 様々 な 財宝 が 彼 の 蔵 に カウ 
ント され て いく 。 

これ は 対象 の 財宝 その も の を 献上 させ る 事 も われ ば 、 そ れ の 元 に な っ た "原典 "を 自分 の 蔵 か ら 見 つけ 出し て ラベ リン グ 
し 直す 、 と いう 場合 も ある 。 


徐 離 合 ・ エ ア に よる 空間 切断 。 

圧縮 され 閲 ざ 合う 風圧 の 断層 は 、 擬似 的 な 時 空 断層 と な っ て 敵対 する 全て を 粉砕 する 。 

対 恵 正 ア ー マ ー ク ラス か 、 同 レベ ル の ダメ ー ジ に よる 相殺 で な けれ ば 防げ な い 攻 撃 数 値 。 

穫 離 合 エ ア は 剣 の カテ ゴリ で は ある が 、 そ の 在り 方 は 杖 に 近い 。 三 つ の 石版 は それ ぞ れ 天 ・ 地 ・ 冥 界 を 表し 、 こ れ ら が 


それ ぞ れ 別 方 向 に 回 転 する 事 で 世界 の 在り 方 を 示し て いる 。 こ の 三 つ す べ て を 合わ せ て “宇宙 "を 表し て いる と も 。 
アル トリ ア の エク フス カリ バー と 同等 か 、 そ れ 以 上 の 出力 を 持つ “世界 を 切り 裂 い た " 剣 で ある 。 
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雑種 / お 前 プ 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) BCS / BES “OO (呼び捨て) 


性 酷 薄 に し て 無情 。 BREDEVEGBEOPREENL, GUHKSURERBKOLAS (MNT DAR CHS. 
血 も 涙 も な い 暴君 で ちり 、 あ ら ゆ る 財宝 、 あら ゆる 悦楽 を 究め 、 楽 し ん だ 英雄 。 

人 の 意見 を 聞き 届け ず 、 己 の 基準 の み を 絶対 と し 、 他 人 の 思想 、 在 り 方 に 共感 する 事 は な い 暴君 で も ある 。 

た だ し 、 共 感 し な いと いう こと は 、 興味 を 抱か な いと いう こと を 意味 し な い 。 

未知 の 存在 や 概念 に 英 届 する と 、 子 供 の よう な 興味 を 示す が 、 飽 きた 、 あ る い は 究め 尽く し た と 判断 する と 子供 の よう 
に 捨て 去り も する 。 

普 も 悪 も 等 し く 扱い 、 断 罪 する 。 

ギル ガメ ッシュ に と っ て 生命 と は 「 今 すぐ 死ぬ ] か 「 い ずれ 死ぬ ] も の で し か な い 。 

ギル ガメ ッシュ が 「 今 すぐ 死ぬ べき 命 と 認め れ ば 、 賢 者 で あろ うと 抹殺 され る 。 

宇宙 の 真理 と 同一 し た か の 如き 英断 も 、 

酔っ ぱら っ て 前 後 不覚 の 時 の 悪政 も 、 

彼 が 行う の な ら 紛れ も な い 王 の 裁定 と な る 。 

絶対 王者 と は そう いう も の だ 。 

気分 屋 で は ある が 、 気分 が 悪い 、 と いう 理由 で 手 を 下す 事 は (あま り ) な い 。 

彼 が 人 を 殺め る 時 は 、 相 手 の 魂 が 醒 悪 ご ある 時 か 、 そ の も の が ギル ガメ ッシュ に 敵対 し た 時 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

生前 、 ひ と た び は 不老 不死 の 命 を 求め よし た が 、 霊 薬 を 手 に し た 後 は 興味 を 杏 っ た こと が 、 蛇 に それ を 奪わ れる と いう 
結果 に 繋が っ た 。 

英霊 と な っ た 彼 は 聖杯 に 託す 願い を 持た な い 。 そもそも 、 聖 杯 で あろ うと 宝 具 で あろ うと 、 森 羅 万 象 あ り と あら ゆる も 
の が 自分 の 所 有 物 で ある と の 考え に 基づき 、 自 分 の 所 有 物 を 奪い 合う 者 た ち に 王 と し て 誠 罰 を 与え る た め に こそ 、 聖 杯 
戦争 の 召喚 に 応じ て いる の だ 。 

自律 行動 スキ ル を 有する アー チャ ー ク ラス で 現 界 し た こと も あり 、 マ スタ ー に 対し て も 興味 を 抱け ぬ 相 手 で あれ ば 、 敵 
に 回 る こと を 辞 さ な い 。 無論 、 マ スタ ー で あろ うと 彼 に と っ て は 下 郎 に 過ぎ ず 、 裏 切り な ど と は つい ぞ 思 わな い の で あ 
る が 。 

冬木 市 の 第 五 次 聖杯 戦争 の 折 に は 、 増え す ざ た 人 類 を 聖杯 の 力 で 間 引 こ うと 目論ん だ が 、 これ は 大 聖杯 の 中 身 " こ の 世 全 
て の 悪 "を 取り こん で 受 肉 し た こと で 現代 の 文明 性 に 偏っ た こと に よる 考え で 、 神話 時 代 の ニュ ー ト ラル な ギル ガメ ッ シ 


O 台詞 例 
「 但 る な 。 あ の 程度 の 呪い 、 飲 み 干 せな く て 何 が 英雄 か 。 こ の 世 全 て の 悪 ? は 、 我 を 染め た けれ ば その 三 倍 は 持っ て こい 
と いう の だ 。 

よい か セイ バー。 英雄 と は な 、 己 が 視界 に 入る 全て の 人 間 を 背負 う も の 。 一 一 この世 の 全 て な ぞ 、 と う の 昔 に 背負 っ 
て いる ] 

「 慢 心 せ ず し て 何 が 王 か 」 

「 お の れ お の れ 、 お の れ お の れ お の れ お の れ お の れ お の れ …… 吊 

「 た わけ 、 死 ぬ つ も りな ど 毛 頭 な いわ …………… ! 踏み 留 ま れ 、 下 郎 、 我 が その 場 に 戻る まで な 中 

F RUB BEICHIELNTEER RES y 


—- 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

古代 メソ ポタ ミア の 都市 ウル ク の 王 。 

最 古 の 英雄 叙事詩 と 言わ れる 「 ギ ル ガ メ シュ 叙事詩 | を は じ め 、 メ ソン ポタ ミア の 古い 物語 に 登場 する た め 、 英雄 王 と 呼ば 
れ て いる 。 

武器 の 扱い に 長け た 優れ た 戦士 で あり 、 若 者 た ち を 他 の 都市 と の 戦争 に 駆り 立て た が 、 老人 た ちか ら は 反発 され た 。 戦 
争 で 子 を 失っ た 親 た ちの 嘆き を 聞い た 神々 に 対等 の 友 を 授け られ 、 以 後 は 二 人 の み で 冒険 に 出る よう に な っ た 。 

森 の 怪物 フン パパ を 倒す な ど 数 々 の 武功 を 立て る が 、 誘惑 を 手 ひど く は ね つけ た 女神 イシ ュ タ ル の 企み に よっ て 親友 を 
ROKTE CHERNSKSI Roto 

不老 不死 の 秘法 を 求め る ギル ガメ シュ は 、 大 洪水 の 時 代 か ら 生 き 続け る 賢者 ウト ナビ シュ ティ ム に 会 い に 行き 、 彼 の 助 
=) ARTE ESA halos es la lia 


oO ダーム 内 に お ける 役 ど こ る 、 セー ルス ポイ ント 

本 編 で は 今 の と ころ 目立つ 活躍 は な い 。 

「 落 間 の 物語 ] で は 、 い か に も 彼ら し く マ スタ ー が 自分 の 興味 に 価 す る か どう か 値 踏み し 、 試練 を 与え て いる 。 彼 が 口 に 
する [人間 に は 価 財 が な い が 。 人 間 が 作る も の に は 価値 が ある ] と いう 確信 は 、 彼 が 自ら の 財宝 に こだわ る 理由 の 一 端 な 


O 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/stay night] の 二 つ の ルー ト に お いて 、 ラ ス ボ ス 的 な 役割 で 登場 。 第 皿 次 、 第 五 次 と 連続 し て 召喚 され た セイ バ 
一 (アル トリ ア ) に 対し 、 第 四 次 の アー チャ ー が その まま 残留 し て いる 。 

この 作品 で は 能力 、 人 格 共に 主人 公 サ イド の 対極 に 位置 する 者 と し て 徹底 的 に 対立 し た が 、『Fate/hollow ataraxial 
で は (RHE) と いう 彼 の 特異 な 在り 方 が 異な る 側面 か ら 掘り 起こ され 、『Fate/Zero] に お いて その 人 格 、 真意 が 再 確 
認 さ れ た 。 

[Fate/EXTRA CCC」 で は メイ ン サ ー ヴ ァ ン ト の 一 角 と し て ニュ ー ト ラル な 人 格 の 主人 公 の パー トナ ー と な っ た こと で 、 


善 に も 悪 に も 偏ら な い [神代 の 英雄 ] と し て の 振る 舞い を 魅せ つけ た 。 小説 『Fate/strange Fake] で は 、 生 前 の 因縁 の 
e RAL, a A ALCS: 


O 団 縁 キャ ラ 

アル トリ ア 

届か め ぬ 理 想 (ほし ) を 目指 し 、 足 揺 く 姿 こ そ 、 地 上 に お ける 唯一 の 星 で ある 。 

星 と は 天 に あっ て も 地 に あっ て も 届か ぬ も の 。 だ か ら こ そ 美 し い の だ 。 

クー・ フ ー リ ン 

「 買 様 が な ぜ 気 に 食わ ぬか 、 つ い に 理 由 が 判明 し た わ ! 王 と し て の 在り 方 が 我 と 正反対 で は な いか 

カル ナ 

自己 主張 が 乏しい の は 欠点 だ が 、 そ れ 以 外 は 良い 。 特 に 黄金 の 鎧 が いい 。 こ の 世 で 二 番 目 の セン ス と 言え る 。 
エル キ ド ゥ 

フー コメ ント 。 

イシ ュ タ ル 

「 フ ハハ 、 し か と 聞け 女神 よ ! 飛 舞 の 群 と 砂 宙 、 そ し て 子供 の か ん し ゃ く 。 その すべ て が 混ざっ た も の が お まえ だ 


鎧 デザ 完成 度 が 高く 、 定 す こと も 引く こと も 出来 な い キ ャ ラ で 、 進 化 設計 は な ん の 搾り も な いも の に な っ て いま す 。 
それ で も も の すご い 人 存在 感 な ん で すか ら 、 流 石 の 英雄 王 で す 。 (HAR) 


Na 
ロビ ン フッ ド 
アー チャ ー EFA ロビ ン フ ッ ボド 
En» EN ez BR 1401-04-03 
| 属性 +2. EN 175cm [3 65ke 
EC EX Ei: Gals Gale Elo \ = 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラク ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ CV: 
主 な 登場 作品 Fate/EXTRA, Fate/EXTRA CCC 


クラ ヌメ スキ ル 


対 魔力 :D 
ーー 工程 に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔 


単独 行動 :A 
マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 上 自立 で きる 能 
ラン ク A な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 一 週間 は 現 界 可能 。 


す 才 能 。 ト ラッ プ の 達人 。 
所 い 兵力 を 戦闘 不能 に 


ラン ク A な ら ば 、 相 手 が 進 軍 し て くる 前 | 


黄金 律 :E 

人 生 に お いて どれ ほど 
常に 貧し く は あっ た が 、 
r 節制 が 行き 届い て いる の か 
中 、 で ある 。 


が 付い て 回 る か と いう 宿命 を 指す 
懐 具合 が 悪かっ た 事 は 一 度 も な いら し い 。 
の や りく り が 上 手 い の か 、 そ れ と も HH 
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イー・ パ ウ 。 

彼 が 生前 に 拠点 と し た 森 に ある イチ イ の 樹 か ら 作っ た 弓 。 

イチ イ は ケル ト や 北欧 に お ける 聖なる 樹木 の 一 種 で お あり 、 イ チイ の 弓 を 作る と いう 行為 は 、「 森 と 一 体 で の る 」 と いう 儀 
式 を 意味 する 。 また 、 イ チイ は 冥界 に 通じ る 樹 と も され る 。 

標的 が 腸 に 溜め 込ん で いる 不浄 (SPM) を 瞬間 的 に 増幅 ・ 流 出さ せる 力 を 持ち 、 対 象 が 毒 を 帯び て いる と 、 そ の 毒 を 火 
薬 の よう に 爆発 させ る 効果 が ある 。 

相手 が 毒 状態 の 場合 に 発動 し 、 そ の 毒 を 強化 (ダメ ー ジ 増大 プラ ス 効果 ター ン 延 長 ) させ る 。 

単に 武器 と し て の 効果 の 他 に 、 基 点 と な る 地面 に 矢 を 刺す こと で 周囲 を イチ イ の 毒 で 染め 上 げ 毒 の 空間 に する こと が 可 
能 。 


iZ 


放浪 し て いた ドル イド 僧 の 子 と いう 出自 が 、 彼 を 優れ た “* 森 の 守り 手 " と し た 。 

それ が 人 間 に は 見 えな い 森 の 妖精 と の 交友 を 可能 と し た た め 、 村 人 か ら 妖 精 湖 き と し て 迫害 を 受け る こと と な り 、 村 の 
厄介 者 と し て 天涯 孤独 に 過ごす こと に な る 。 

こう し た 身の上 か ら か 、 村 人 は 孤児 の 彼 を 受け 入れ ず 、 彼 も 歩み 寄る こと は な か っ た 。 そ し て 彼 も 村人 を 愛し て は いな 
か っ た が 、 捨 て 去る ほど 嫌っ て も いな か っ た 。 

名 堂 や 理想 に 狗 じ た 死 より も 、 た だ 生 を 尊重 し 、 と に か く 生 き 抜い て 、 そ の 結果 に 温か いも の が 残れ ば いい と 考え て い 
る 。 

し か し それ は 彼 の 人 生 で は 手 に 入れ る こと の 叶わ な か っ た も の で 、「 そ ん な も の は 夢 物語 みた いな も ん だ ] と 肩 を すく め 
て も みせ る 。 

ERARIO, 何で あれ 「 そ ん な も ん で すか ] と 流す 事 な か れ 主 義 の せい で 生前 か ら 嫌 わ れ 者 だ っ た が 、 本 質 
的 に 人 間 好 き で ある 。 楽 し そう な 団らん が あれ ば その 端っこ に 仲間 入り し 、 最 終 的 に 友人 で は な い が 他 人 で も な いと い 
う ポ ジ シ ョ ン に 落ち 着く 。 

軽薄 な 皮肉 屋 で 毒舌 家 だ が 、 根 は 善 恨 。 や や 小心 者 で 、 正 義 に こだわ る 青臭い 自分 を 隠す た め に 、 不 真面目 な 素振り を 
し て いる 。 ま た 根底 に 自身 の 戦い 方 や 生き 方 の 卑 し さ を 恥じ 入る 後ろ る め た さと コン プレ ックス が ある た め 、 他 人 の 努力 、 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

生前 か ら 正 体 を 隠し 、 思 や 奇襲 、 だ まし 討ち な どの " 蜂 劣 な 戦法 "で 戦っ て きた の で 、 正 々 堂々 と し た 戦い を 望 お マス タ 
ー と の 相性 は 悪い 。 

月 の 聖杯 戦争 に お いて 、 騎 士道 精神 に 則っ た 戦い を 望 お マス ター に 召喚 され た 時 に は 、 正 面 か ら の 戦い を 好ま な い ロ ビ 
ン フ ッ ド と の 間 で 、 戦 闘 方 針 で 食い 違い が 生じ る こと も あっ た 。 但 し 、 彼 自身 に は マス ター の 望む 戦い を し た いと いう 
思い が ある よう で 、 単 独 行動 スキ ル を 有する アー チャ ー ク ラス の 特性 を 活か し 、 マ スタ ー の 見 えな いと ころ で せっ せ と 
彫 働き に いそ し お 面 が ある 。 そ れ も 、 実に 面倒 くさ そう に 。 

自分 は 英雄 の 器 で は な く 、 や り た いこ と を や っ て いる だ け だ と 中 き な が ら 、 英 雄 の よう に 行動 し 、 英雄 の 座 に 辿り 着い 
た 男 な の で ある 。 


O 台詞 例 

誇り 、 ね ぇ 。 俺 に そん な も ん 求め られ て も 、 困 る ん す よ ね 。 

つて いう か 、 そ れ で 勝て る ん な らい いん で すけ ど ? ほ ー ん と 、 誇 り で 敵 が 倒れ て くれ る な ら 、 そ りゃ 最強 だ ! TENE 
いね 、 オ レ ゃ あ そ の 域 の 達人 じゃ ね え ワ ケ で 。 き ちん と 毒 を 盛っ て 殺す リア リス ト な ん す よ ] 

SDE. SS—] 

「 我 が 墓地 は この 矢 の 先 に …… 和 森 の 恵み よ …… 圧 政 者 へ の 毒 と な れ ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

16 世 紀 頃 に 流行 し た イギリス の パラ ッ ド の 主人 公 。 オリ ジ ナ ル の ロビ ン フ ッ ド は 、 シ ャ ー ウ ッ ド の 森 に 住む 義賊 と され 、 
暴君 ジョ ン 和 失地 王 に 対抗 し た が 、 カ ー フ リー ス の 修道 院 に て 修道 院長 の 陰謀 に より 出血 多量 で 死亡 し た と され る 。 

その 実体 は 、 ギ リ シ ャ 神 話 の オリ オン と ケル ト 神 話 の 妖精 (ロビ ン ) た ち 、 そ し て ドル イド 信仰 と が 融合 し て 誕生 し た 架 
ENDEN. 度 重なる 諸 外 国 か ら の 侵入 を 受け た イギリス 人 た ちの 「 祈 り 」 か ら 生 まれ た 顔 の な い 英雄 で あり 、 モ デル と な 
る 人 物 は 存在 する も の の 、 そ れ が 複数 混合 し た 存在 だ と 思わ れる 。 

この ロビ ン フ ッ ド も また “数 ある ロビ ン フ ッ ド "の 一 人 に 過ぎ ず 、 も と も と は 村 の 厄介 者 、 村 は ずれ に 住む 天涯 白 独 の 青 
年 だ っ た が 、 ひ ょ ん な こと か ら 正 体 を 隠し て 領主 の 軍隊 と 戦う 内 に 「 緑 の 人 」 と 扱わ れ た の だ っ た 。 

領主 の 圧政 に 苦し お 村 を 見 捨て られ ず 、 最 初 は 偶然 に 助け られ て 領主 軍 を 撃退 、 二 度目 か ら は 村人 た ちの 願い や 希望 を 
背中 に 感じ な が ら 礁 戦 し た 。 

森 に 己 を 張り 、 生 涯 に 渡り フー ド で 素顔 を 隠し 、 村 人 に さえ 素性 を 明か さ ず 、 正 義 で わる た め 人 間 と し て の 個 を 捨て て 
無名 の 英雄 の 一 人 と な っ た 。 

だ が 村人 た ち は 保身 の た め に 無関係 で ある こと を 領主 に 伝え 、 す べ て の 責任 を 押し つけ て 共通 の 外敵 に され て も 戦い 続 
ける が 、 ds dd il 報 わ れる こと な い 死 を も っ て ロビ ピンフ 8 A 


O O ダー ム 内 に お ける 役 ど こ る 、 セー ルス ポイ ント 

五 章 「 北 米 神話 大 戦 イ ・ プ ルー リ パ ス ・ ウ ナム 」 に 、 ケ ルト 軍 、 合 衆 国軍 の 双方 に 対抗 する レジ スタ ンス の 一 員 と し て 
登場 。 相方 は 、 同じ アウ トロ ー で ある ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド 。 

アメ リカ 合衆国 と いう 国家 か ら 疎 外さ れ な が ら も 、 ア メリ カ 合 衆 国 の 本 来 の 住人 と し て この 土地 を 愛し 、 こ の 土地 に 狗 
じ た ジ ェ ロ ニモ と 、 領主 の 軍隊 と 戦っ た アウ ト サ イ ダー で ある ロビ ン フ ッ ド が 呼応 する の は 、 必 然 と も 言え る 展開 だ っ 
た 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/EXTRA] に 登場 。 マ スタ ー は ダン ・ プ ラッ クモ ア 。 嫌々 な が ら マ スタ ー の 指示 に 従っ て いる が 、 そ れ は 毛嫌い で 
は な く 、 マ スタ ー の 人 間 的 な 正 し さ に 肢 易 し て の も の 。 騎 士道 精神 を 豊 ぶ マス ター に は 得意 な 誤魔化し が きか な い の で 、 
「 ま た 面倒 な 人 に あたっ ちまっ た よ ] と 頭 を か きつ つぼ や く 。『Fate/EXTRA CCC] で は 、 や は り 面 倒 臭 い 黒幕 の 配下 に 
な っ て いた あたり 、 そ うい う 星 の も と に 生ま れ た の だ ろう 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア 、 円 卓 騎 士 

同郷 の サー ヴァ ント な の で ちょ っ と 局 心地 が 悪い 。「 オ レ 、 別 に 英雄 で も 何で も ね ー で すか ら | J 
ネロ 、 玉藻 の 前 

サー ヴァ ント と な っ て か ら 因 緑 を 持っ て し まっ た 面子 。 BNR 

「 う げ 、 あ の 二 人 が いん の か よ …… こ りゃ あみ 今回 は 西 へ 東 へ の ドタバタ 珍道 中 に な る ぞ ぅ う ……」 
エミ ヤ 

過 保 護 す ぎる サー ヴァ ント と か 、 マ スタ ー の た め に な ら な いと 思う ん で すけ ど ね ぇ ? 


CHARACTER Profile 


E 


oe で 


| ロ ピ ン ( コ マドリ ) を 手の甲 に 乗せ る つも り で 描い た の で す が 、 絵 の は まり が 悪かっ た の で 肩 に し た 結果 ちょ っ と 汎用 性 低 | 
い ポ ー ズ に な っ て し まい まし た 。 イン ゲー ム で ロビ ン が 出 て くる と 手 お ろ し て いい よ 疲 れ た や ろ ? ERERNET- TH | 
ん … ご めん …。 最 終 再 臨 絵 は ネ ロ と 同じ く 気に入っ て ます 。( ワ ダ ア ルコ ) | 


CHARACTER Profile 


アタ ラメ テ 
CE 7-++- EFAs > 

EN EE キリ シャ | 地 域 ギリ シャ 
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m Exe ene B EJc Edo 


主 な 登場 作品 Fate/Apocrypha 


AAA El 


sn: D 
ーー 工程 (シン グル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


単独 行動 :A 
マス ター 不在 で も 行動 で きる 。 
た だ し 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の パッ クア ッ プ が 必要 。 


保有 スキ ル 


アル カ デ ィ ア 越え BPA 
敵 を 含む 、 フ ィ ー ル ド 上 の あら ゆる 障害 を 飛び 越え て 移動 で : 


| 追い 込み の 美学 :C 


敵 に 先手 を 取ら せ 、 そ の 行動 を 確認 し て か ら 自分 が 先回り し て 行動 で きる 。 


ポイ ポス ・ カ タス トロ フェ 


EPE B+ ERA I 


ポイ ボス ・ カ タス トロ フェ 。 
守護 神 ア ル テ ミ ス か ら 授 か っ た “ 天 容 の 弓 タ ウロ ポロ ス " に より アポ ロン と アル テ ミ ス に 加護 を 求め る 矢 文 を 送る 。 RI 
ー ン に 矢 の 雨 が 降り 注ぎ 、 全 体 攻 撃 を 行う 。 範 囲 設定 も 可能 。 


アク リオ ス ・ メ タモ ロー セ 


MEERE 


アグ ブリ オス ・ メ タモ ロー ゼ 。 

アタ ラン テ が 仕留め た と いう カリ ュ ド ン の 魔 獣 、 そ の 皮 を 身 に 纏う こと で 魔 獣 の 力 を 我 が 物 と する 呪い の 宝 具 。 

タウ ロ ポ ロス の 封 Eh と 引き 替え に 幸運 以外 の 全 ス テー タス が 上 昇 す る が 、A ラ ンク の UH) を 獲得 し た パー サー カー と 
ほぼ 同等 の 状態 と か っ て し まう 。 

([FateGO! で は 使用 され な い ) 


ate / Gir ado 


Bo Br 5 


世界 全て の 子供 を 救う 、 と いう 願望 が め る た めか 基本 的 に 頑 な 。 

動物 と 共に 育っ た せい か 、 子供 に 対し て 以外 は 極め て 現実 主義 者 。 
死生 観 も 人 間 よ り 厳 し く 、 基 本 的 に 弱者 に 対す る 慈 半 は 見 せよ うと し な い 。 
…… た だ し 、 子供 を 除く 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

全て の 子供 を 救う 、 と いう 壮大 な 願望 を 抱い て いる 。 

その た め 、 マ スタ ー に 対し て も 厳し い 態 度 を 取り 、 聖 杯 に 対す る 情熱 が 

見 受け られ な い 場合 、 切 り 捨 て る こと すら ある 。 

と は いえ 、 彼 女 の 夢 を 尊重 し て 真っ 当 に 付き 合え ば 、 黄金 の リン ゴ を 渡し て くれ る こと も ある だ ろう 。 
a まあ 、 他 の ギリ シャ 英雄 た ちと 比較 する と 浮気 に 対し て は 厳し い 態 度 で 臨 お の が 難点 と いえ ば 難点 か 。 
〇 台詞 例 

「 点 ん 、 遅 すぎ る 。 それ で は つい て これ まい ] 

「 マ スタ ー に は 、 私 より 足 が 速く な っ て も ら わ ね ば な ] 

「 聖 杯 に か ける 願い は ー つ だ け だ 。 

どう か 、 す べ て の 子供 に 祝福 を ……」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

アタ ラン テ は ギリ シャ 神話 に 登場 する 女 狩人 で あり 、 ア ルカ ディ ア の 王 イ アソ ス の 娘 で ある 。 し か し 、 彼 女 は 生ま れ て 
すぐ に 山 に 捨て られ 、 そ れ を 哀れ に 思っ た 処女 神 アル テ ミ ス が 違 わし た 雌 熊 に よっ て 養育 され た 。 

その 後 、 ア タラ ン テ は 山 に 踏み 入っ た 狩人 た ち に 見 出さ れ 、 彼 女 も また 狩人 と な っ た 。 


人 間 と し て 最速 を 誇る アタ ラン テ は アル ゴー 船 に て 数 少な い 女性 乗組 軸 と な り 、 英 雄 メ レア ブロ ス と 出会う こと に な る 。 


アタ ラン テ に 人 惚れ 込ん で し まっ た 彼 は 、 魔 獣 カリ ュ ド ー ン 退 治 に 誘う が 、 こ れ が 後 の 悲 劇 を 生 お こと に な る 。 

生 牙 を 捧げ る の を 怠っ た 王 に 怒っ た アル テ ミ ス が 派遣 し た この 魔 獣 を 退治 する た め 、 ア タラ ン テ た ち は 死 力 を 尽く し た 。 
だ が 、 ト ド メ を 刺し た メレ アプ ロス は アタ ラン テ に 対す る 好意 か ら か 、 

ある い は 単純 に 英 友 と し て そう ある べき だ と 思っ た の か 、 最 初 に 矢 を 当て た アタ ラン テ に 手柄 を 譲 ろ うと し た 。 


それ に 対す る 不満 を 抱い た 一 一 一 彼ら に と っ て は 、 女 が 自分 た ちよ り 優 れ た 腕前 を 持っ て いた と いう だ け で 我慢 な ら な 
か っ た の だ 一 一 親族 た ちと の 間 で 戦い が 勃発 し 、 メレ アグ ロス は 呪 殺さ れ て し まう 。 


アタ ラン テ が メレ アグ ロス に つい て 、 ど うい う 感 情 を 抱い て いた か は 定か で は な い 。 た だ 、 目 分 を 愛 そ うと し た 男 が 悲 
劇 に 巻き 込ま れ た の を 見 た せい だ ろう か 、 父 の 結婚 の 勧め に 対し て は 無理 難題 を 突き つけ て 逃れ よう と し た が 、 そ れ も 
果たせ な か っ た 。 


彼女 に と っ て 子供 と は 無垢 の 象徴 で ある の と 同時 に 、 か つて の 自分 自身 を 投影 し た 存在 だ 。 

自分 は 神 の 手 で 救済 され た も の の 、 他 の 子供 た こち は ほとん ど が 救 わ れ な い 。 

サー ヴァ ント と し て 現 界 し た 彼女 は 、 聖 杯 に 子供 た ちの 救済 を 託す 。 

遍 く 世界 中 の 子供 、 全 て を 。 

ーーー そ れ が 報 わ れず 、 不 可能 に 近い 難題 だ と 知っ て も な お 。 彼女 は 永遠 に その 夢 を 追い 続け る 。 


な お 、 ア ル ゴ ノ ー ツ と な っ た 彼女 は アキ レウス の 父親 で ある ペレ ウス と も 交流 が ある 。 ギリ シャ 神話 に お ける 英雄 の エ 
ゴイ ズム が 見 られ な い 、 謙 虚 な 青年 に は 、 そ こそ こ 思 うと ころ が あっ た と か 。 


Om 


アル ゴ ノ ー ツ の 一 員 。 最強 、 無 敵 、 万能 ! あま り に 強 す ぎ て 近寄り が た い 。 

メデ ィ ア 

アル ゴ ノ ー ツ の 一 員 。 自分 が 会 っ た と き は も うち ょ っ と こう 、 可憐 (リリィ ) だ っ た よう な 記憶 が ……。 と 、 た また ま 近 
くに いた 侍 に 話し て みる と 問 絶 し な が ら 大 笑い し て いた 。 

アル テ ミ ス 

信仰 し て いる 女神 。 大 丈夫 、 ス イー ツ 系 で も ホン ト 大 丈夫 。 問 題 な い 。 大 丈夫 だ っ て ば 。 面 える 。 頑 張る 。 


ここ だ け の 話 、 ケ モミ ミキ ャ ラ 描 く の 若手 な ん で す よ ね …。 皆 考 える と 思う けど 、 本 来 の 耳 の 部 分 どう な っ て ん の ? ! 耳 
よっ つ ? 穴 ? な ん も ね え の ? つ て ね …。 と か 考え て る と 、 な ん か この 子 、 獣 と いう より 虫 な ん じゃ な い ? と か 思っ て し まう 
DCF. そん な 虫 娘 の アタ ラン テ ( 口 悪 すぎ る ) で す が 、 な か な か か わい く か けた ん じゃ な いで し ょ うか 。 ( 輪 くす さ が ) 
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TN ERA RAENI/ Fr37I-FIT YEAR: RAR 
キャ ラフ ター デザ イン :AKIRA /CV :浅川 个 


主 な 登場 作品 : Fate/hollow ataraxia 


クラ スス キル 


HDI: A 
A ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 


Ae = 
本 動 A+ 

Mes 
女神 は 自由 で ある 。 


= ョ ーーー ーー 一 こ 


の e Wr, y — 
于 | 女神 O 神 核 :EX 
生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 現す スキ ル 。 
精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 あ ら ゆ る 精神 系 の 干渉 を 弾き 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 
摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 
神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 
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誰 の 血 で も 回 復 す る が 、 一 番 好 き な 血 は 妹 メ ドゥ ー サ の も の な の で 、 メ ドゥ ー サ の 血 を 吸う と 魔力 は 大 回 復 する 。 
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持っ て いれ ば 、 あ る 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 
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SO 
/ 女神 と し て 在 る が ゆえ の 性 質 が スキ ル と し て 頭 れ た も の 。 
さま ざま な 効果 を も た ら す が 、 必 ず し も 有効 な も の ば か り と は 限ら な い 。 
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アイ ・ オ ブ ・ ザ ・ エ ウリ ュ アレ 


アイ ・ オ プ ・ ザ ・ エ ウリ ュ ア し レ 。 

勇者 た ち を 一 撃 の 下 に 虜 と し た 女神 の 魅力 を 宝 具 と し て 形 に し た モノ 。 

艶 や か な 上 魅 力 を 弓 に 、 甘 い 甘 い 嘱 き を 鱗 に 。 神 で あろ うと 人 間 で あろ うと 、 あ ら ゆ る 男 の 心 (ハー ト ) を 撃ち 抜く 弓矢 。 
外観 は と て も 神々 し く 、 か つ 、 か わい い 。 ハ ー ト マー ク を あちこち に 象 っ た 黄金 の 弓 。 

それ 、 ク ピ ド 神 の アレ じゃ …… と 言い 掛け た 妹 は と て も 酷い 目 に あっ た と いう 。 


私 あな た BAT ※ ス テン ノ に つい て は 二 人 称 も [私 (ステン ノ )」 EET 


O 性 格 

無垢 と 純粋 を 形 に し た か の 如き 、 葵 し の 少女 。 
自由 放 放 な 性 格 、 屈 託 な い 仕 種 、 こ ぼれ る よう な 笑顔 、 無 垢 な 言動 。 

[理想 の 少女 ] と し て 完成 し た 女神 。 

と こと ん 甘え て 男 を その 気 に さ せる [可愛 い 少女 ] 。 綺麗 な も の 、 可 愛らしい も の を 無 条 件 に 惜しみ な く 愛 し 、 醒 いも の 
を 無 条 件 に 嫌う 。 

と 見 せ か け て 一 一 一 

事実 と し て 無垢 と 純粋 を 備え て は いる も の の 、 更に 踏み 込ん で 言え ば 極度 の 気分 屋 で 、 ズ ル い と ころ も ある 。 MOT 
れ ば 怒ら れ な い 、 パ レ な きゃ イカ サマ に は な ら な い 、 と いう 精神 の 持ち 主 。( で も 、 後 で 自己 嫌悪 も し て し まう ) 

も う ひ と り の 自分 (ステ ン ノ ) と は 違い 腫 病 な 性 質 が ある 。 


や や ツン デレ し 気味 。 
特に 、 妹 (メドゥーサ ) の こと は 、 こ と ある ご と に ステ ン ノ と 一 緒 に な っ て いじ め て し まう けれ ども 、 本 当 は 好き 。 BL 
て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 気 に 入 つた 風 に 笑顔 を 向け る 。 

u 実は これ は 、 破滅 し て いく 課程 を 見 て 楽し も うと 思っ て いる が 故 。 せっ か く 久 し ぶり に 目 に する 人 間 な の だ か ら 、 た 
っ ぷり 苦し お さま を 観察 し た い 。 な の で 当然 の よう に 無理 難題 を ふっ か け て くる 。 

この 無理 難題 の パー ゲン セー ル を 乗り 越え た 者 だ けが 、 彼 女 に 本 当 の 会 話 を 届け られ る の で ある 。 


聖杯 に か ける 願い は な い 。 


強い て 言え ば [姉妹 三 人 で か つて の 場所 へ 戻る こと ] だ が 、 そ れ が 叶わ な い 願 いで ある こと を 彼女 は 既に 知っ て いる 。 
O 台詞 例 

[私 は エ ウ リ ュ アレ 。 ARTO, 女神 さま よ 。 短い 一 生 だ ろう けど 、 せ いい っ ぱい 楽し ませ て 頂戴 ね ?] 

[私 は メド ゥ ー サ な ん て どう で も いい ん だ けど 。 …… ま あ 、 召 使い は 必要 だ し ] 

「 ほ ら 、 早く 出 て き な さ い 。 私 (ステ ン ノ ) が 素敵 な 贈り 物 を いた だ いた の よ 。 今日 は 特別 に 、 買 女 に も 分 け て あげ る わ ] 
「 う る さい ひと は 嫌い よ 。 乱暴 な ひと も 嫌い 。 …… い いえ 、 ヒ ト は 、 嫌 い ] 

[私 に 落と され る 覚悟 、 あ る ん で し ょ う ね ?] 


O 人 物 像 
戦う 力 は な く 、 一 人 で は 負え て し まう 。 
誰か の 手 を 借り ね ば 生き られ な い 永遠 の 少女 


ギリ シャ 神話 に お ける ゴル ゴン 三 姉妹 の 次 女 。 

男 の 憧 れ の 具現 、 完 成 し た 「 偶 像 (アイ ドル ) 」 と し て 生ま れ 落 ち た 女神 。 

長女 ステ ン ノ と 同じ く 古 代 ギ リ シ ャ に 於 ける 神 の 一 柱 で あり 、 本 来 は サー ヴァ ント と し て 召喚 され る も の で は な い 竹 が 
何故 か 現 界 し て し まっ た 。 そ の 在り 方 か ら 実に か 弱く 、 純 粋 な 戦闘 能力 は 殆ど な い が 、 宝 具 は ある 意味 で きわ め て 強力 。 
永遠 に 美しい 代わ り に この 世 で 最も 弱い も の …… と し て の 女神 で ある は ず が 、 サ ー ヴ ァ ン ト 化 に 伴っ て 幾ら か 頑丈 に な 
っ て いる 。 


存在 と し て の ゴル ゴン 三 姉 妹 は 元 来 「 同 じ ]」 も の で ある た め 、 自 ず と エ ウ リ ュ ア レ と ステ ン ノ は 永遠 に 同一 の 存在 で あり 、 
上 繋が っ つて いる 。 あ る 種 の 共同 体 の よう な 存在 と な っ て お り 、 呼 び 名 も 互い に [ 私 | と 呼び 合う 。 

( 三 女 メド ゥ ー サ は 例外 で あり 、「 成 長 ] し て し まっ て お り 背 丈 も スタ イル も 違う し 、 心 が 設 が っ て も いな い ) 

〇 コン セプト 

神代 アイ ドル 。 

正真正銘 の 偶像 (アイ ドル ) と し て 、 "戦力 と し て は 何 の 役 に も 立た な いけ れ ど 美 し さ だ け で 枠 を 埋め る " と いう 困っ つた キ 
ャ ラ 特 性 を 発揮 する 。 


O Bier 

ステ ン ノ 

も う ひ と り の 自分 。 

自分 自身 を 呼ぶ の と 同じ よう に 、「 私 ] と 呼 が 。 

メド ゥ ー サ 

愛す る 妹 。 本 当 は 大 好き 。 

表面 上 は 「 奴 隷 以 下 ] 「 駄 メド ゥ ー サ ] と 呼ん で いつ も 荷 め て いる し 、 妹 に は 恐れ られ て は いる けれ ど …… 
メド ゥ ー サ が オリ ュ ン ポス 十 二 神 の 一 柱 で あお る アテ ナ に よっ て 「 形 な き 島 」 に 追放 され た 際 も 、 当然 の よう に 一 緒 に 島 へ 
と 渡り 、 次 第 に 異形 の 怪物 へ と 変わ っ て いく 妹 を 恐れ ず 受け 入れ 、 共 に 最期 を 迎え た 。 

アス テリ オス 

怪物 に な っ て し まっ た 男の子 。 

その 在り 方 に メド ゥ ー サ を 思い 出し て し まっ て 、 な ん だ か 放つ て お け な い 。 


ve HAY SEA ( 4B) 


ずつ ずれ て いっ た ら …? と 上 姉 様 が 内 向き で こち ら は 外向 き な ノ リ の 衣装 で す 、 ヘ ッ ド ドレ ス の 花 に ニリンソウ と サン 
リン ソウ 、 後者 を 二 つ と ー つ に わけ て 使い た か っ た の で す が う まく 仁 込 お の が 難し く 単純 な 花 モ チー フ に な っ て いま す 、 比 


毛色 の 同じ 衣装 の 細部 違い も 考え つつ 「 本 来 な ら ず っ と 鏡 写 し の まま 時 間 を 過ごす は ず だ っ た 二 人 が ] [ 何 か ] の 結果 少し x 
較 的 スッ と 気持 ち を 出し て くれ そう な (基準 値 : 上 姉 様 ) 下 姉 様 の イメ ー ジ で す 。 (AK IRA) 


主 な 登場 作品 : Fate/Prototype 意 銀 の フラ ブ メ ン ツ 


クラ バズ キル 


視力 の 良さ 。 遠方 の 標的 の 捕捉 、 動体 視 力 の 向 


A ラ ンク 以上 で この スキ ル を 有 し て いる アー ラ シ ュ は 、 一 種 の 未来 視 (未来 の 予測 ) や 読 心 さ べ え 可能 と し て いる 。 


戦場 で わっ て も 傷も 受け ず 、 生来 より 病 を 受け た こと さえ な い 、 と いう 7 ー ラ シュ の 逸話 が スキ ル と な っ た も の 。 
耐久 の パラ メー タ を ラン クア ッ プ させ 、 攻撃 を 受け た 際 の 被 ダ メー ジ を 減少 させ る 。 
複合 スキ ル で あり 、 対 毒 ス キル の 能力 も 含ま れ て いる 。 


女神 アー ル マ ティ か ら 授かっ た 智 冊 た る [3] 
成す る 。 

弓 に は 物質 的 な 材料 が 必要 だ が 、 矢 で あれ ば 自ら の 魔力 を 削る こと で 作成 可能 。 こ れ に より 、 ア ー ラ シュ は 無数 の 矢 を 
断続 的 に 放つ こと が 可能 と な る 。 


計 者 で あり 作成 者 で も ある 彼 は 、 材料 さえ あれ ば た ち ま ち 弓 と 矢 を 作 


流星 一 条 


ステ ラ 。 

伝説 通り の 澤 身 の 一 矢 。 究極 射撃 

あら ゆる 争い を 終結 させ る 、 文 字 通り に 「 大 地 を 割る ] 極大 射程 速 隔 攻撃 。 

純粋 な エネ ルギー の 総量 と し て は 対 城 宝 具 に 及ぶ 。 

伝説 に お いて 、 ア ー ラ シュ は 究極 の 一 矢 に に っ て ペル シャ と トゥ ラン の 両国 に [国境 | を 作っ た 。 大 地 を 割っ た の で ある 。 
その 射程 距離 、 実 に 2500km。 人 な ら ざ る 絶 技 と 引き 替え に 、 彼 は 、 五 体 四散 し て 命 を た 失っ た と いう 
一 点 集中 で は な く 広 域 に 対し て 効果 を 発揮 する た め 対 軍 宝 具 に 分 類 さ れる が 、 範囲 と し て 考え る な ら は 対 国宝 具 に さえ 
相当 する だ ろう 。 

だ が 、 一 度 き り し か 使え な い 。 使 用 者 で ある アー ラ シ ュ は 必ず 絶命 する か ら だ 。 

宝 具 と 同時 に 使用 者 を も 壊す 、 あ る 意味 で [ 壊れ た 幻想 (ブロー クン ・ フ ァ ン タ ズ ム ) で ある 。 


| 〇 台 調 例 


回 あい つ / 奴 / 〇 C 


(呼び 捨て ) 


快活 で 、 義 に 篤い 勇士 。 

よく 人 に 笑い か け 、 よ く 人 を 励ま す 。 

平時 は 優し さと 包容 力 に 満ち た 人 物 だ が 、 戦 闘 時 に は 極め て 冷静 。 戦場 で 無数 に 撃ち 出さ れる すべ て の 弓矢 の 弾道 を 瞬 
時 且つ 精確 に 計算 する に 足る 冷静 な 気質 を 有 し て いる も の の 、 こ ちら の 顔 を 他人 に 見 せる こと は 多く な い 。 

や る べき 時 に や る べき こと を や る 男 。 

迷い は な い 。 

憂い も な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

誰 と で も 裏表 な く 接する 。 

特に 、 マ スタ ー に 対し て は 最初 か ら 腹 を 割っ つて いる 。 忠誠 心 と 言う より も 、 信 頼 すべ き 仲間 で ある と みな し て いる た め 
裏切る こと は 有り 得 な い 。 

親 し げ に 話し 掛け て くる が 、 無礼 や 失礼 に 当たら な い 程 度 の 距離 感 を 常に 保つ 。 


聖杯 に か ける 願い を 彼 は 持た な い 。 
生前 の 時 と 何ら 変わ る こと な く 、 無 牽 の 人 々 を 救う [英雄 | と し て 彼 は 在り 続け る 。 


人 類 史 を 取り 戻 そ うと する マス ター に 対し て 、 ア ー ラ シュ は 全力 を 以 て 応え る だ ろう 。 
人 々 を 救う 英雄 と し て 在 っ た こと を 、 

人 々 の た め に すべ て を 懸け た こと を 、 

今 も 、 彼 は 忘れ て いな い 。 


「 俺 は 、 あ れ だ 。 戦い を 終わ ら せ る 英霊 だ か ら な 

流星 を 見 せ て や る ぜ ] 

「 放 た れ た 矢 が 戻る こと は 二度と な い 。 

弓 に 矢 を つが えて 、 引 き 絞 り 、 撃 ち 放 っ ちまえ ば 、 後戻り な ん て 出来 る か よ ] 

「 や る べき 時 に や る 奴 が 、 英 雄 っ て 呼ば れる ん じゃ あな い の か ね 。 ま 、 よ く 分 か らん が ] 
「 俺 に 相応 し い マ スタ ー な ら 、 善 を 成せ 。 一 一 一 頼ん だ ぜ ] 


O 通常 武器 
自分 で 作っ た 弓矢 。 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

古代 ペル シャ に お ける 伝説 の 大 英雄 。 

西 ア ジ ア で の 神代 最後 の 王 と も 呼ば れる マヌ ー チ ェ フ ル 王 (古代 ペル シャ を 百 二 十 年 に わた り 統 治し た 伝説 の 王 。 ME 
アジ ・ ダ ハー カ の 化身 ザッ ハー ク こ と 戦っ た 英雄 王 フ ェ リ ドゥ ー ン の 孫 に あたる ) の 戦士 と し て 、 最 強 の 射手 と し て 、 六 
十 年 に 渡る ペル シャ ・ ト ゥ ルク 間 の 戦争 を 終結 させ た 。 

両国 の 民 に 平穏 と 安寧 を 与え た 救世 の 勇者 。 

澤 身 の 一 矢 を 放つ こと で 戦い を 終わ ら せ る も 、 人 智 を 超え た 絶 技 と 引き 替え に 肉体 の すべ て を 爆散 させ て 果て た と いう 
逸話 を 持つ 。 


ペル シャ の 伝説 に よれ ば 、 二 国 の 長く 続い た 戦争 の 終わ り に 、 敵 軍 ト ゥ ラン が マヌ ー チ ェ フ ル 王 の 軍 を 包囲 し 、 そ れ に 
よっ て 両国 の 王 は 和平 を 結び それ ぞ れ の 王国 の 境界 線 を 確定 させ る こと に 決め た 。 

それ は 、 誰か を ダマ ー ヴ ァ ン ド 山 へ と 登ら せ 、 そ こ か ら 東 へ 向け て 矢 を 放ち 、 そ の 矢 が 地 に 着い た 場所 を 両国 の 新た な 
境界 線 と する と いう も の だ っ た 。 

この 時 志願 し た の が 、 ペ ル シ ャ 軍 随 一 の 射手 アー ラ シ ュ で ある 。 

夏 の 最初 の 月 、 テ ィ ル ガン (Tirgan、 夏至 ) の よく 晴れ た 朝 に 、 アー ラ シ ュ は これ まで に 行っ た こと も な い 程 に 弓 を 引き 
絞っ て 矢 を 射 放 つた 。 

この 時 、 彼 の 体 は 四散 し た と いう 。 

多く の 伝説 で 語ら れる に は 、 矢 は 午前 中 ずっ と 飛び 続け 、 正午 に な っ て 2500km 苑 れ た 、 現在 の 中 央 アジ ア に ある オク 
サス 川 の 川岸 に 到達 し た と いう 。 

以後 、 十 世紀 に モン ゴル の 軍勢 が 侵攻 し て ペル シャ を 南方 に 押し や る まで 、 そ の 川 が 両国 の 境界 と な り 続け た この で ある 。 


矢 の 飛ん だ 距離 は 、 記録 に よっ て 様々 で ある 。 
ある 話 で は 1000 リ ー グ (farsakhs) で 、 別 の 話 に よれ ば 四 十 日 間 歩 き 続け た 距離 と いわ れる 。 いく つか の 話 で は 矢 は 夜 
明け か ら 正 午 ま で 飛ん だ と いい 、 ま た 別 の 話 で は 夜明け か ら 日 没 ま で だ と いう 。 


アー ラ シ ュ と いう 名 は 古代 ペル シャ 語 の 「 正 直 ] な いし は [快活 | の 意 と 予想 され る 。 

異名 は アー ラ シ ュ ・ カ マン ガー。 も し く は (MESH (swift archer)」。 

英語 表記 すれ ば アー ラ シ ュ ・ ザ ・ ア ー チ ャ ー、 西 ア ジ ア 世 界 に 於 いて 「 弓 兵 ] と は すなわち 平穏 を も た ら せ し アー ラ シ ュ 
を こそ 指し 示す 。 

イラ ン で は 、 夏 至 に あたる ティ ル ガ ン に 彼 の 存在 が 祝 われ る と いう 。 

現代 で も 、 英 雄 ア ー ラ シュ は 西 ア ジ ア の 人 々 に 愛さ れ て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 

オジ マン ディ アス 

同時 代 の 英雄 で あり 、 互 い の 存在 を 認識 し て いる 。 

静 議 の ハサン 

全身 が 毒 の 宝 具 で ある アサ シン は 本 来 「 誰 に も 触れ な い ] 存在 だ が 、 ア ー ラ シュ は 例外 的 に 彼女 に 触る こと が で きる 。 毒 
が 通じ な いか ら で あ る 。 

アル トリ アプ アー サー 王 

神代 の 残 津 の 象徴 で あお る か の よう な アー サー 王 に 対し て 、 幾 ら か 思う と ころ が ある 模様 。 


CHARACTER Profile 


古代 ペル シャ に お ける 大 英雄 … の は ず が 初見 は モ プ っ ぽい な ど と 散々 な 評価 に ( 汗 ) 当 時 は スマ ホゲ ー の キャ ラ を どう 描い 

て いい の カ 手 探り 状態 だ っ た の で レア 度 を 意識 し た デザ イン に し て いま し た 。 そん な 中 、 自爆 宝 具 の 存在 や 「 蒼 銀 の フラ 

グ メ ン ツ ] で 大 出世 。 桜井 さん 中 原 さん 達 の お 陰 で すね 。 と いい つつ も 装備 な どの デザ イン は 結構 気に入っ て ます 。「 ダ サ 

カッ コ い い 」 と いう / ス が 好き で 目 に し た ら 記 憶 に 残る よう な デザ イン を 意識 し て ます 。 弓 は どこ ぞ の 神木 を 切り 倒 

し て 作っ た と いう 感じ で デザ イン し まし た 。 そう いえ ば 最初 の 宝 具 演 出 は 弓 が 巨大 化す る っ て 話 で し た が 諸事 情 に より カ Y = 
ッ ト ( 笑 )(BLACK) 
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| mare rem 185cm [EXA 72k8 


Ende Ec EM) Edo Ed: Ele 


設定 作成 : RATDT/ 4159794 Y: BAR / CV ¡REE 
主 な 登場 作品 : Fate/stay night, Fate/hollow ataraxia、 ほか Y, 


劉 有 ラス ネス キル 4 
ETE. Ds \ PA 
cio nn ul 
FOBIA Res. 
AAU. BAUSBATRERUNN TRENNEN. 


ie IRRE. 、 

は を 持つ か どう か 。 

高い ほど 、 よ り 物 質 0 な 神霊 と の 混血 と され る 。 

クー・ フ ー リ ン は 、 ダ ー ナ 神族 の 光 の 神 ル 一 の 血 を 引い て いる 。 
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TAE. INIESENDTIERS, EUA WERO) NOKEOBHORESETHE. LO 
で も 戦闘 を 可能 と し 、 決 定 的 な 致命 傷 を 受け な い 限り 生き 延び る 。 


飛び 道具 に 対す る 防御 。 
狙撃 手 を 視界 に お さめ て いる か ぎり 、 ど の よう な 投入 武 装 だ ろう と 肉眼 で 捉え 、 対 処 で きる 。 た だ し 超速 距離 か ら の 直 
接 攻撃 は 該当 せ ず 、 | の 全体 攻撃 に も 該当 し な い 。 


戦闘 か ら 離脱 する 能力 。 
また 、 不 利 に な っ た 戦闘 を 戦闘 開始 ター ン ( 1 ター ン 目 ) に 戻し 、 技 の 条件 を 初期 値 に 戻す 。 


Bae an ES 


ゲイ ・ ボ ルク 。 

命中 補正 +100。 命 中 時 に ダメ ー ジ を 融 体 力 数 値 分 上 乗せ する 。 

突 け ば 必ず 相手 の 心 医 を 買 く 呪い の 槍 。 魔 槍 ゲ イボ ルク に よる 必殺 の 一 刺 。 

その 正体 は 、 檎 が 相手 の 心臓 に 命中 し た と いう 結果 の 後に 相手 に 放つ と いう 魔 技 。 即 ち 因果 の 逆転 で ある 。 

"この 檎 は 既に 心臓 に 命中 し て いる と いう 結果 を 持っ て いる 。 な ら ば 、 相手 が 何 を し よう が 最終 的 に は 必ず 心臓 を 買い て 
いる "と いう も の 。 

結果 を 作り あげ て か ら 行 われ る 為 、 防 御 も 回 避 も 不可 能 。 

ゲイ ボル ク を 回 避 す る に は 敏 控 の 高 さ で は な く 、 ゲ イボ ルク の 発動 前 に 運命 を 逆転 させ る 能力 、 幸運 の 高 が 重要 と な 
る 。 宝 上 発動 に 必要 と する 魔力 量 が 少な く 、 し か も 一 撃 一 殺 と いう 最も 効率 の いい 宝 具 。 


オレ WAT XI /BALE/OO (呼び 捨て ) Ed NAMES 


〇 性 格 
例え 相手 が 親友 で あろ うと 、 瑞 陣 に 回 っ た な ら ば 星 の 巡 り の 悪さ を 共に 笑い な が ら 命 の や り 取り を し 、 た と え 相 手 が 親 
の 敵 で あろ うと 、 味 方 で の る の な ら ば 碑 約 の 限り 守り 通す と いう ケル ト の 戦士 特有 の 考え 方 に 従っ て 生き て いる 。 
戦い に お いて は 非常 に 冷徹 で 、 背 後 か ら の 不意 打ち も 原 わ ず 、 命令 と あら ば 「 品 封じ ] と し て 一 般 人 で も 殺害 する 非情 さ 
を 見 せる 。 

防御 に 優れ 、 戦 闘 を 生き 延び る スキ ル に 関し て は 他 に 類 を 見 な い 。 

その いっ ぽう で 、 さ っ ぱり し た 気質 で 寿 放 な が ら も 面倒 見 が よく 兄 買 肌 。 

粗野 で 野 訟 で 人 懐 っ こく 、 根 は 正直 で 忠義 に 厚い 人 物 で あり 、 敵 味方 の 立場 に 分 か れ て は いて も 気に入っ た 人 間 に は 積 
極 的 に 話し か け 、 無 視 さ れ て も 決し て めげ な い 。 まさ に ケル ト 神 話 に お ける 、 物 語 の 主人 公 だ 。 

名 の 由来 お よび 生前 の ゲッ シュ ( 約 約 ) か ら 犬 を 特別 視 し て お り 、 作 蔵 の 意味 で 「 狗 ] と 言わ れる こと を 嫌う 。 

趣味 は 魚釣り と 素 潜り 、 山 登り と アウ トド ア 系 。 

好き な も の は 気 の 強 い 女 と 無茶 な 約束 。 嫌い な も の は 回 りく どい 方 針 と 無茶 な 約束 だ が 、 生 前 の 彼 に 縁 が めった の は 主 
に 後者 の 方 だ っ た 。 

力 を 解放 すれ ば 必ず 相手 の 心臓 を 買 く 彼 の 宝 具 "刺し 容 つ 死 東 の 槍 (ゲイ ・ ボ ルク ) "は 、 本 質 的 に は 魔術 に よる 闘争 で あ 
る 聖杯 戦争 の 特殊 性 を 象徴 する 宝 具 と も 言え る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

生前 の 彼 の 死に 様 は 、 第 三 者 の 目 か ら 見 れ ば 砺 劇 で の めった か も し れ な い が 、 彼 自身 は 納得 し て 死 を 迎え た 。 

その た め 、 聖 杯 に 託す 望み は 特に な い 。 強 いて 言う な ら 、 死 力 を 尽く し 、 強 者 を 相手 どっ た 英雄 に 相応 し い 戦 い を 挑む 
こと を 望ん で 召喚 に 応じ て いる 。 

た だ し 、 皮 肉 に も これ まで に 彼 が 参加 し た 聖杯 戦争 で は 、 彼 の 望ま な い 偵察 な どの 任務 を 与え られ る こと が 多い 。 こ れ 
は 、 マ スタ ー の 方 針 も さる こと な が ら 、 高 い 租 提 性 と 白 兵 能力 を 持つ ラン サー クラ ス の 特性 に よる も の だ ろう 。 

不満 も 不平 も 鳴ら す が 基 本 、 マ スタ ー に 忠実 で ある 彼 は 、 ぼ や きつ つも 地味 な 任務 を こなす の で ある 。 


〇 台詞 例 

「 そ の 心臓 、 貫 い 受け る ーー 一 

[行く ぞ 。 この 一 撃 、 手 向け と し て 受け 取る が いい ] 

「 テ メ ェ と 一 緒 に する な 。 も と より な 、 オ レ は 二 度 目 の 生 な ん ぞ に 興味 は な い 。 

et いや 。 英霊 な ん て 連中 は な 、 ど いつ も こい つも そん な 物 に 興味 は ね えん だ よ 。 

オレ た ち は こ の 世に 固執 し こる ん じゃ な い 。 果たせ な か っ た 未練 に 固執 する の み だ 。 ま あ 、 テ メ エ みて え に 飲 の 皮 が つ 


っ ぱっ た 録 霊 に は 分 か ら な い だ ろ う が な ] 


アイ ル ラ ンド の アル スタ ー 地 方 に 伝わる ケル ト 神 話 物語 の 英雄 で 、 光 の 神 ルー を 父 に 持つ た め 「 光 の 御子 ] と 呼ば れる こ 
と も 。 

幼名 は セタ ンタ 。 子供 の 頃 、 誤 っ て 鍛冶 師 ク ラン の 番犬 を 殺し て し まい 、 代 わり に 番犬 と な る と 区 つ っ た こと か ら [DS 
ン の 猟犬 ] を 意味 する クー・ フ ー リ ン の 名 で 呼ば れる よう に な っ た 。 

長 じ て か ら は アル スタ ー 王 コン ホ ヴ ォ ル ・ マ ク ・ ネ ッ サ に 仕え 、 赤 枝 の 騎士 団 随 一 の 勇士 と し て 勇 名 を 馳せ た 。16 歳 の 
頃 、 影 の 国 を 統べる 女 戦士 スカ サハ の も と に 赴き 、 彼 女 に 師事 し て 跳 曜 の 秘 奥 と 、 魔 の 槍 技 ゲイ ボル を 授かっ た 。 

『 フ クー リー の 和牛 争い ] と いう 物語 に よれ ば 、 コ ノー ト の 女王 メイ ヴ の 命 を 受け た アル スタ ー 侵 攻 軍 に た だ 一 人 で 立ち 向 か 
い 、 不 眠 不 休 で 戦い 続け た 果て に 、「 狗 の 肉 を 食べ な い ] 「 施 し を 断ら な い ] と いう 禁 戒 (ゲッ シュ ) の 矛盾 を 突 か れ て 左 
手 の 自由 を 喪っ た の みな ら ず 、 詩人 た ちの 要求 で 魔 槍 を も 手放さ ざる を 得 ず 、 英 雄 と し て 正 々 堂々 と 戦う こと を 許さ れ 


な い 状況 下 で つい に 命 を 落と し た の で ある 。 


〇 ゲー ム に お ける 役どころ 

序章 「 炎 上 汚染 都市 冬木 ]、 五 章 「 北 米 神話 大 戦 イ ・ プ ルー リバ パス ・ ウ ナム 」 に お いて 、 ラ ン サ ー ク ラス で は な い ク フー・ 
フー リン の 別 側面 が 登場 し て いる 。 

と り わ け 、 五 章 は クー・ フ ー リ ン と 因縁 の 深い コノ ー ト の 女王 メイ ヴ が キー パー ソン で あり 、「 ク ー リ ー の 和牛 争 い ] で も 
虎 か れる クー・ フ ー リ ン へ の 歪ん だ 愛憎 が シナ リオ 中 で 描か れ た 。 ま た 、 彼 の 師 で あり 、 魔 槍 ゲ イボ ルク を 授け た 影 の 
| の 女 主 人 スカ サハ も ラン サー と し て 参戦 し て お り 、 体 験 クノ エス ト で は クー・ フ ー リ ン が 生き て いた 頃 の 野 論 か つ 清 和 
な ケル ト の 戦士 た ちの 世界 が 描か れ た 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/stay night] で は 、 冒 頭 で 主 人 公 を 殺害 する と いう 衝撃 的 な 展開 を 担う 。 その 後 、 ル ー ト に よっ て は 心強い 味方 
に な る こと も ある が 、 こ れ は [Fate/stay night] の 原型 小説 で セイ バー、 ラ ン サ ー、 ア ー チ ャ ー の 三 騎 士 が 主人 公 と 共 
に 戦う 展開 か ら 引 き 継い だ も の 。『Fate/hollow ataraxia] で は 冬木 市 の 港 で 日 々 、 釣 り 糸 を 垂らし な が ら 主 人 公 を 相 
手 に 生前 の 彼 の 体験 を 聞か せ て くれ る 。 

[Fate/EXTRA] 


U—AICbSF Fy DIRECT Do 


RT SEE な の だ が 、“ こ の 女 、 こ の まま で いい の か ね ぇ ?" と 心配 し て し まう の は 内 緒 。 パレ た ら 八 つ 裂 き に 
され る 。 

ケル ト 系 サー ヴァ ント 

兄 買 分 で ある フェ ル ブ ス は も と より 、 自 分 の 次 の 世代 (サイ クル ) で ある フィ ン ・ マ ッ ク ー ル 、 デ ィ ル ムッ ド と も 縁 は 深 
We た だ 、 自分 の 時 より いく ぷん 紳士 的 に な っ て ん な 一 、 と 感じ て いる 。 

エミ ヤ 

そろ そろ 白黒 つけ た い 。 戦闘 的 に 。 

メイ ヴ 

[前 か ら 面 倒 く さい 女 だ っ た が 、 こ こま で 面倒 くさ か っ た か ぁ ?] 


| エミ ヤ と 同じ く 第 三 段 階 の シル エッ ト は オリ ジ ナ ル デ ザ イン か ら 大 きく 変え ず 、「 今 デザ イン する な ら 」 と いう コン セプト 


で 纏め まし た 。 見 な お し て みる と 、 も うち ょ っ と 変化 を 付け て も 良かっ た で すか ね 。 (HAR) 
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エリ ザ v= fe] \ー ト リー 
EEZI = 一 EI エリ ザ ベ ー ト - バ ー ト リー y 


El 女性 Ed+*: 区 ハン ガリ ー 
Edv.a ER 54m EXA 448 


EC Eu Ee Ea Es ED 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ CV: 大 久保 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA CCC 


TIXARN 【 


対 魔力 :A 
実は 本 当 に 竜 の 血 が 混ざっ て いた 。 
本 人 も 気づい て いな か っ た スキ ル で 、 そ の 力 は アル トリ ア (セイ バー) に 匹敵 する 。 


= 
A 
RT 
| を 作り 上 げ 、 少 女 た ち を 
本 来 は キャ スタ ー ク ラス の 能力 だ 


し 、 血 液 を 搾取 する 。 
が 、 生 前 の 経歴 か ら 特例 


獲得 し て いる 。 
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二 
197 


男性 に 対し て は 妙 に 潔癖 な と ころ が あり 、 器 具 越 し に 触る こと は 大 好き だ: 


が 、 直 接触 れる 事 は 滅多 に な い 。 


ニニ ーー ニー = = ニー 一 = A 


PBR AOKI X-VICPSAMIED DD'S. 
この サー ヴァ ント の 場合 、 対 女性 で さら に ダメ ー ジ 補正 が あがる 。 


= I = xr = 


¡Lo 
PCOS COMBE TAL LE. RETIENE REVD AERO, TOV DP Y NO 
場合 は * 何 度 負 け て も 懲り ず に 現れ る "能力 と な っ て いる 。 

「 戦 闘 続行 だ か ら 何 度 出 て き て も 恥ず か し く な い の よ ! | と は 本 人 の 弁 。 


== TN A 


Ea! 


バー トリ ・ エ ル ジ ェ ー ベ ト 


EXA E- AER 3-60 Bei 


パー トリ ・ エ ル ジ ェ ー ベ ト 。 

エリ ザ ベ ー ト が その 生涯 に 渡り 君 申し た 居城 を 召喚 し 、 己 を 際立た せる 舞台 (ステ ー ジ ) と する 宝 具 。 

城 の 名 は 監獄 城 チ ェ イ テ 。 か つて 彼女 が 何 百人 も の 少女 を 授 問 の 未 殺し た と され る 魔 城 そ の も の で ある 。 

城 を その まま 巨大 アン プ に 改造 し た 舞台 の 上 で 彼女 が 壊滅 的 な まで に 音痴 な 歌 を 歌う こと で 、 地獄 に も 等 し い ス テー ジ 
が 降臨 する 。 

要 は スー パー ソニ ッ ク プ レス 地獄 。 歌 が 酷い の か 、 衝 撃 が 凄い の か は 判断 に 困る と ころ 。 
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lo, 


人 物 


私 (アタ シ ) 
国 買 方 プチ イヌ ・ 子 ジ カ ( 主 人 公 の み ) / 子 ブタ ・ 子 リス (『Fate/Extra CCC] 主人 公 の み ) “OO (呼び 捨て )」 
回 買 方 達 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性格 

アイ ドル を 自称 する スイ ー ツ 系 サー ヴァ ント 。 

サー ヴァ ント は 全盛 期 の 姿 で 召喚 され る た め 、 エリ ザ は 彼女 に と っ て 最も 美しかっ た 頃 、 結 婚前 の 14 歳 の 肉体 と 人 間 性 
を 持つ 英霊 と し て 召喚 され た 。 

彼女 に ある も の は 結婚 前 まで の 恋 を 夢見 る 恋愛 脳 と 、 悪 磨 と し て 投獄 され 、 死 に 絶え る 寸前 の 悪夢 の 記憶 し か な い 。 そ 
の た め 買 族 令嬢 と し て の 在り 方 と 、 悪 夢 に 置 され た 狂気 が 混同 し て いる 。 

高 買 、 高 飛車 、 残 忍 、 無 慈悲 、 と 、 伝 説 通 り の 非 人 道 っ パ り を みせ る 。…… みせ る の だ が 、 本 人 が 恋 に 夢見 る 少女 で あ 
り 、 根 は 小心 者 な と ころ が 災い し 、 結 果 的 に は 仲間 を 助け た り 敵 を 見 逃し た り マ スタ ー と 恋仲 に 落ち た り と 、 ギ リ ギ リ 
の ライ ン で 「 ま あ 、 英 霊 と 言え な くも な い ] 人 の 良さ を 発揮 し て し まう 。 

本 人 は 、 そ の よう に 「 実 は いい 人 な ん で し ょ う ?』 と 言わ れる 事 を 嫌っ て いる 。 

また 、 自 分 の 美 し さ に し か 関心 が な かかっ た た め 、 実 の と ころ 性 知識 や 体験 に も の すご く 疎 い 。 

また サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 時 に 「 日 本 の アイ ドル ] と いう ジョ ブ を 知り 、 そ の 日 か ら ア イド ル の サー ヴァ ント を 
自称 し て 本 気 か つ 真 剣 に 、 全 身 全霊 で アイ ドル を 演じ て いる 。 

まわ り は 痛い 子 を 見 る 眼差し で あっ た が 、 ア イド ル と いう 存在 は エリ ザ に 初め て の 「 少 女らしい 喜び 」 を 与え て くれ た の 
だ 。 自身 の 歌声 に 絶対 的 な 自信 を 持っ て いる エリ ザ だ が 、 そ の 音楽 セン ス は 一 般 常識 と か け 離 れ す ぎ て いる た め 、 人 々 
に と っ て 彼女 の 歌 は 扶 問 に 等 し いも の に な っ て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

サー ヴァ ント と し て は 友好 的 で 、 自分 と いう スー パー アイ ドル を 召喚 し た 違い の 分 か る 魔術 師 だ と マス ター を 認定 し 、 せ 
っ せ と 手 助け を し て くれ る 。 

与え られ た 仕事 へ の 責任 感 が 強く 。、 マ スタ ー の 目的 な ど に も 協力 的 。 

こう し た 態度 は 、 彼 女 が 生ま れつ いて の 買 族 で あり 、 民 衆 の 支配 ・ 管 理 に 真剣 に 取り 組ん で きた こと に 由来 する の だ が 、 
エリ ザ に と っ て の 支配 ・ 管 理 と は 即ち 扶 問 の こと で も ある 。 

人 間 を 傷つけ る こと は 呼吸 する こと と 変わ ら な いと 常 より 考え て お り 、 瑞 に 対し て は 残忍 ・ 無 慈悲 その も の 。 他 人 の 痛 
み が ま っ た くわ か ら な い が 故 に 、 痛 が る 他人 を 見 て 初め て 「 こ の 生物 は 人 間 だ ] と 認識 する 性 質 は 、 彼女 の 血筋 の 故 で も 
ある だ ろう 。 


O 台詞 例 

[ 頭 が 高い わ 、 さ っ さと 貴 い て アタ シ の 美貌 を 見 上 げ な さい ! 人 類 史 が 生ん だ スー パー アイ ドル 、 鮮 血 魔 譲 エ リザ ベー 
ト ・ バ パー トリ ー の 登場 よ 

「 ア イド ル ! ああ 、 な ん て 素敵 な 橋 き な の ! 可愛 い コ ト だ け 求め られ て 、 ち や ほや され る コト が お 仕事 な ん て 日 

' そ こま で 謝ら れる と 、 逆 に 申し 訳 な いつ て いう か …… ほ ら 、 私 も 悪かっ の た ん だ し …… む し ろ 、 善い と ころ な ん て 
」 

、 で も 、 反 省 し た の は ホン ト よ !? 許さ れ な い の は 当然 だ けど 、 ち ょ っ と 力 を 貸し て あげ た い の っ 日 

「 だ か ら 、 そ ん な に 居 え な いで よう ……! 私 、 一 生 懸 命 歌 うか ら ! も う あ ん まり 血 も 抜か な いか ら 


実在 の 人 物 。1560 年 生 、1614 年 没 。 ド ラゴン の 歯 を 紋章 と する ハン ガリ ー の 名 家 、 バ パー トリ 家 に 生ま れ 、[ 踊 血 鬼 ド 
ラキ ュ ラ 」 の モデ ル と な っ た ワラ キア 公 ヴ ラド 三世 の 親類 筋 。 自身 、 シ ェ リ ダン ・ レ ・ フ ァ ニ ュ の 怪奇 小説 I MAA— 
ミラ 」 の モデ ル の ひと り で ある 。 

パー トリ 家 は 東欧 圏 の ほとん ど に 勢力 を 持つ 名 家 で 、 彼 女 は それ に 加え て ハプスブルグ の 血 を も 引い て お り 、 ま さ に 買 
族 の サラ ブレ ッ ド と も 言え る 血筋 だ っ た 。 

し か し 、 パ バート リ 家 は 近親 婚 や 肖 蒼 と し た 生活 環境 の 影響 か ら か 狂気 と 残忍 さ に 彩 ら れ た 者 が 多かっ た 。 

エリ ザ ベ ー ト も 例外 で は な く 、 残 虐 行 為 に よっ て その 名 前 を 世界 的 に 知ら し め た 。 

彼女 は 己 の 美貌 を 保つ べく 、 現 在 の スロ バキ ア に あっ た 目 領 の チェ イ テ 城 に て 600 人 以上 の 娘 た ち を 殺害 。 その 搾り 取 
RITO ' ぞ まし い プ ラッ ド バ ス を 嗜 ん だ の で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
並み いる サー ヴァ ント た ち を 押し の け 、 1 章 、2 章 、5 章 と 都合 3 度 に わた っ て メイ ンス トー リー に 登場 を 果たし た 。 
の みな ら ず 、 ハ ロウ ィ ン イ ベン ト 「 歌 う カ ボ チ ャ 城 の 冒険 ] で は 別 サー ヴァ ント 扱い で は ある も の の キャ スタ ー ク ラス で 
メイ ン を 張り 、 も は や 作 中 で は 彼女 の 登場 その も の が いわ ゆる 天 寺 と 化し て いる 。 

[Fate/EXTRA CCC] の 主人 公 同 様 、 こ ちら で も 主人 公 の み を 「 仔 イヌ ノ 仔 ネコ ] と 特別 な 名 前 で 呼ん で いる 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/EXTRA CCC] に お いて 、 遠坂 凍 を マス ター と し て 登場 …… す る の だ が 、 主人 公 相手 に 敗北 を 重ね な が ら マ スタ 
ー、 ク ラス を 変え な が ら 幾 度 も 再 登場 し つい に は 一 時 的 な も の で は あっ た が 主人 公 と サー ヴァ ント 契約 すら し て の け 
その 出番 に 対す る ガッ ツ は FateGO 〇 で も 遺 憎 な く 発揮 され て いる 。 


アイ ドル と し て 共に 高見 を 目指 す 理解 者 で あり ライ バル 。 つ まり ドル 友 。 
ヴ ラ ド 三世 

IFate/Apocrypha] 版 の 方 。 実は 親戚 で 、 吸 血 史 つ な が り で も ある 。 
貴族 と し て の 品位 漂う こちら の ヴ ラ ド 三世 に た い へ ん 懐い て いる 。 


CHARACTER Profile 


h 
第 三 段 階 は エリ ザ ベ ー ト の 考え る 自分 の 卒 コン 衣装 みた いな 感じ で ちょ っ と 悪 趣味 で ド 派手 な や つ に し た か っ た の で 描い 
た 時 は 満足 だ っ た の で す が 、 実装 され た 時 は 戦闘 キャ ラブ ラ が 進化 比例 で 選べ な か っ た の で 、 や ベー これ や ベー こと し て 
し まっ た や ベー これ は や ベー と 焦り まし た 。 さる よう に な っ て 本 当 に よかっ た で す 。 開発 の 皆さん あり が と う ご ざ いま 
し た 。 (ワダ アル コ ) 
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あく 3 rn 
312% 399 


武蔵 坊 弁 鹿 


EE テンサ - EE bane eens) 
Fils: EN asc aa) E 日 本 
| 属性 | = EN 99m [EXA 88ks 


Ed) EI+ EI: Eo Etc Edo 


ASE a #r 379 -FYUTIAR Set 
デザ イン : 真 じろう /CV: RER 


Bey 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


all ul 
DDAAF Ib 
jah A NEN a 5.0200 
第 二 節 以下 術 を 無効 化す る 。 大 魔術 、 儀礼 呪 法 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 
日 本 の 呪術 関係 に は 特筆 すべ き 抵抗 力 を 持つ 。 
f 


Y 多 
e LENA : A 
RNE DAFT. BRAK. MTINITROMMEN LADSNS, 
ーー 
ps に 有名 な エピ ソー ド の 再現 スキ ル 。 
も ちろ ん 、 借 鹿本 人 で は な い の で 宝 具 に 昇華 する ほど の 能力 は な く 、 単純 な 防御 力 向 上 と ター ゲッ ト と し て 認識 され 、 攻 
員 集 中 状態 に 陥る の み 。 
4 3 a 4 ; u : ‘ie 
| SOREN 


か つて 弁慶 が 成 し 得 た 有名 な エピ ソー ド の 再現 スキ ル 。 
宝 具 3 封 ED の 命令 を 強制 的 に 執行 する が 、 そ も そ も が 弁 鹿 で は な いた め 、 封 の 確率 は 低い 。 


、 と いう エピ ソー ド の 再現 スキ ル 。 マス ター の 耐久 力 を 向上 させ る 。 
| | (iFateGOl で は 使用 され な い ) 


Lal a WA N 


Su CHARACTER Profile 
= 


ご ひゃく 5 か ん ふ だ らく < と か い 


IEEE 


ご ひゃく ら か ん ふ だ ら く と か い 

遊行 聖 の 大 行列 を 呼び 出す 。 彼 ら は 補 陀 落 渡 海 ( 西 方 浄土 を 目指 し 、 桶 の よう な 舟 に 封じ 込め られ 、 流 され る 即 身 成 
仏 の 行 ) の 旅 に 出る 者 た ち で ある 。 

その 場 に いる も の は 抵抗 判定 に 失敗 する た び 、 強 制 的 に 移動 させ られ 、 最 終 的 に は 浄土 べ 連れ て 行か れ 成 仏 する 。 
南無 。 

つま り は 半 強 制 的 な 即死 魔術 な の だ が 、 ゲ ー ム 中 で は 確率 で スタ ン と 呪い を 付与 する の み に 留 まる 。 


基本 的 に 無骨 な 武人 と し て 振る 舞っ て いる …… が 、 その 内 実は 結構 な ひよ うき ん 者 で あり 、 同 時 に 戦闘 を 嫌う 腰 病 さ ( あ 
る い は 平和 主義 ) も 持ち 合わ せ て いる 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
そもそも が 弁 鹿 で な い 、 と いう こと に 罪悪 感 が め る の か 、 ど こ か 堅苦しい 。 信 頼 し こく れれ ば 彼 は 自分 の 真名 を 自ら 明 
か し 、 哉 蔵 坊 弁 鹿 と し て 戦っ て くれ る だ ろう 。 


〇 台詞 例 
武蔵 坊 弁慶 、 槍 兵 と し て 顕現 し た 。 よろしく お願い する 」 

「 な に 、 義 経典 と 戦え ? 構い ませ ん ぞ 。 抽 僧 に 勝機 が ある か どう か は 別 問題 で す が ] 
「……: 提 者 、 名 を 海 尊 と 申す 。 弁 鹿 で は ある が 、 こ の 名 を 預かっ て ほし い ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

MER (FEN) の 一 番 の 部 下 で あり 、 日 本 史上 最も 有名 な 僧兵 。 現代 に 至る まで も 、 歌 舞 伎 や 浄瑠璃 な ど 幅 広い 物語 で 
愛さ れ て いる 。 弁 鹿 の 仁王 立ち 、 弁 鹿 の 泣き 所 な ど 現 在 に 伝わっ て いる 故事 も 多い 。 

義経 に 最後 まで 付き 従い 、 遂に は 無数 の 矢 を 受 けけ ながら 一 歩も 退 か ず に 仁王 立ち する と いう 凄絶 な 最期 を 遂げ た 。 
一 一 召喚 され た の は 武蔵 坊 弁慶 で は な く 、 同じ く 義経 の 部 下 で あっ た 常陸 坊 3 ECHO. 

AIR AE ERES SHOE, BRARINTEISBUT LEITUNG 

その 償い と し て 海 尊 は 真名 と し て 弁慶 を 名 乗る 。 彼 の 名 を 永遠 の も の に する た め 、 本 来 の 性 格 で ある ひよ ょ うき ん さ を 封 
じ て 。 

一 説 に よる と 、 彼 は 仙人 に な っ て 数 百年 を 生き た と も 伝え られ て いる 。 
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第 二 段 階 


キャ ラ デ ザ は 、 か の 寺田 売 也 大 先生 で す 。 作画 に あ だ り デザ イン 画 を じっくり # 


異 的 か を 改め て 思い 知ら され まし た 。 で き 
( 真 じろう ) 


ジジ ー $302 
EN ケル ト 神 話 欧州 
秩序 PIM 184m EXA 71k8 


Ed). EI Ed De Edo Eis 


設定 作成 : 桜 井 光 ・ 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 : RAR ETA 
キャ ラフ ター デザ イン : 中 原 /CV : 中 井 和哉 


主 な 登場 作品 : Fate/Prototype 


チー ・ 


DSR REN = 
詠唱 が 一節 以下 の 魔術 を 無効 化 。 大 魔術 や 儀礼 呪 法 な ど 、 大 掛か りな 魔術 は 無効 化 で き な い 。 

y で 
神 性 :B 


Bar SM HA — N 


NED) en Dres TA A. es) 
師 ス カサ ハ か ら 与 えら れ た 北欧 の 魔術 刻 E ル ー ン の 所 持 。 ルー ン を 使い 分 ける こと に より 、 強 力 か つ 多 様 な 効果 を 使い 
こなす 。 攻撃 以外 で 主 に 使用 する の は 対 魔 カ スキ ル 相 当 の 効果 、 千 里 眼 スキ ル の 効果 、 パラ メー ター を 上 昇 さ せる 効果 、 


等 。 これ ら は すべ て 一 時 的 な も の で あり 、 同 時 複数 の 使用 は で き な い 。 i 


REINE : B 
ROBINS Sit 


vy = = = = = 3 
GH RL 
PEORES HS 


ン B+ Ete 


果 逆 転 の 槍 。 師 ス カサ ハ よ り 授 か っ た 朱色 の 槍 、 お よび 必殺 の 槍術 。 
対人 刺 突 、 対 軍 投 部 、 の 二 種 の 攻撃 法 を 持つ 。 

封印 され て いる 訳 で は な い に も 関わ ら ず 、 如何 な る 理由 か 、 通常 攻撃 の 際 に は この 槍 を クー・ フ ー リ ン は 使用 し な い 。 対 
象 に 止め を 刺 せ る と 確信 し た 際 の 「 奥 の 手 ] と し て の み 、 彼 は 全力 の 真名 解放 と 共に 朱 槍 を 振る う 。 


荒っぽい が 気持 ちの いい 男 。 善人 も 悪党 も 「 ど ちら が 上 か ] な ど と 口 に し な い が 、 根 は 正義 寄り 。 世 の 理不尽 、 善悪 の 等 
価値 さ な ど を 飲み 込め る ほど 、 大 人 で は な い 。 動物 使い で も ある 。 特 に 犬 や 狼 と は 相性 抜群 。 

同じ 真名 で 召喚 され る ラン サー に 比べ て 重 装 な 負 を 装備 。 それ で も 拘 挿 パラ メー ター は 「 あ ちら 」 を 上 回 る AT。 体 の 性 
能 差 で は な く 、 年 若い が 故 の 前 の め り な 精神 性 が 幾ら か の 差 を 導く も の と も 考え られ る 。 


師 ス カサ ハ に 対す る 感情 、 想 い に つ いて は 、「 あ ちら 」 の ラン サー より も 心 の 内 を 幾 分 か 大 きく 占め て いる 。 若 さ 故 か 、 
時 期 故 か は 不明 。 ま さ し く 世 の 理 不 尽 、 善悪 の 等 価値 さ を 認め る こと が 出来 ず に いる の が 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
人 類 史 の 修復 に 挑 で マス ター の 存在 を 、 彼 は 好ま し く 思 うだ ろう し 、 力 を 貸す の に も や ぶさ か で は な い だ ろ う 。 
真名 を 有する 「 あ ちら 」 の ラン サー も 完全 


「 ア ルス ター の クー・ フ ー リ ン 。 ラ ン サ ー だ 。 ひ と つ 、 よ ろ し く 頼 む ぜ ] 
「 フ クラ ン の 猟犬 と は 俺 の こと だ 。 あ あ 、 噛 み 殺 す ぜ 。 Mita] 
同じ 英雄 の 英霊 だ か ら っ て 、 毎度 同じ の が 来る と は 限ら ん さ 。 な あ に 、 す ぐ 俺 に 乗り 換え る さ ] 


「 お 前 、 好 き な 動 物 は いる か ? 俺 は そう だ な 犬 、 だ な 。 特 に 猟犬 が いい ] 
「 苦 手 っ て ほど で も な い が 、 女 っ て の は 悪 運 し か 運ん で こね え 。 だ が 、 い い 女 っ て の は そん な と ころ も 含め て 魅力 的 だ 。 
ほん と 、 厄 介 な コト この 上 な いよ な ?] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
同じ 真名 で 召喚 され る ラン サー と は 同一 人 物 の よう で は ある が 一 肉体 も 精神 も 、 若干 「 あ ちら ] より も 年 若い と 目 さ れる 。 


O 因縁 キャ ラ 

スカ サハ 同名 の 英霊 に 比べ る と 、 此 か 彼女 へ の 拘り が 強い 。 
メイ ヴ つき ま と わ れ て 迷惑 する と いう 実感 が 薄い た めか 、 彼 女 を 前 に し て も 嫌 な 顔 を し な い 。 
EWRUF == 女 な の か ? 聖 剣 使い が ? 


| 第 二 段階 


FER Profile 


x 


描く 前 に 線画 数 ヤ ベ ー と 思い まし た が 、 や は り ヤ ベー で し た 。 鎧 デザ イン は 近衛 さん な の で す が こ こ は つ まり どう いう こ | 


と な ん だ 近衛 さん … | と 脳 内 で 語り か ける こと が 多々 あり まし た 。 ( 笑 )( 中 原 ) 


サー E L1A-97 . 
Eq EE] 史実 (テル モビ ュ ライ の 戦い ) スパ ル タ 


中 市 ER 188cm Oke; 
| 属性 | Esscm EA SSsN 
Edo EM4EJI Els 


‘ 


第 一 節 以 下 の 詠唱 に よる 魔術 を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 


の  、 アア 


撤退 戦 、 防 衛 戦 な ど で 有 用 な 効果 を 発揮 する 。 
宝 具 と の 組み 合わ せ で 、 対 軍 宝 具 す ら 防 ざき る 。 


y N 
| の MO | 
N TALAR, 空手 で 言う と ころ の 呼吸 法 - 息吹 の ひよ うな も の で あり 、 ki 

る 。 


CHARACTER Profile 


テル モビ ピュ ライ ・ エ ノ モ タ イア 。 

テル モ ピ ュ ラ イ の 戦い を 共に し た 三 百人 の スパ ル タ 軍 の 召喚 。 

攻勢 で は な く 、 守 勢 と いう 面 に お いて 凄まじ い 力 を 発揮 する 。 

歴史 的 事実 の 再現 を 瞬時 に 行う た め 、 相 手 の 攻 撃 後 で も 発動 可能 。 

レオ ニダ ス 自 身 だ け で は な く 、 マ スタ ー も 守護 する 。 

本 来 は 三 拍 人 に それ ぞ れ て 一 E ラ ンク の 耐久 ステ ー タ ス が 存在 し 、 攻 撃 に 耐え さっ た 人 数 が 多けれ ば 多い ほど 、 次 ター 
ン 時 の 反撃 の ダメージ が アッ プ す る と いう カウ ンタ ー 宝 具 。 
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AM 


Bo BI 5/0 、 彼女 


スパ ル タ の 脳 筋 軍団 を 率い る 、 イ ン テ リ マッ チョ 。 

「 自 分 以外 に マト モ に 戦術 を 考え る 人 間 が いな か っ た の で す ] と 嘆く 。 

体育 会 系 の 会 社 に 入社 し こし まっ た イン テリ の よう に 、 日 々 頭 を 痛め て 暮らし て いた と か 。 

と は いえ 、 仮 に も スパ ル タ で 生ま れ 育 っ た 男 で ある た め 、 彼 も また 脳 筋 努力 や 根性 、 そ し て 野 秦 な 戦い を 好 ん で 
いる こと は 否め な い 。 

努力 、 研 負 、 鍛 錬 が 勝利 へ の 近道 で あり 、 引 いて は 人 間 ら し い 人 生 へ の 獲得 に 繋が る と 信じ て いる 。 キミ よ 、 筋 肉 (お 
ON) を 鍛え よ 。 さら ば 報 わ れん 。 だ が 幽霊 は 筋肉 が な い の で 駄目 な の で す y! 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

Sy 王 で ある が 現状 を よく 把握 し て お り 、 丁 寧 な 態度 で 接する 。 
マス ター が 余 程 無 礼 な 態度 を 取ら な い 限 り 、 忠 実 な サー ヴァ ント と し て 仕え る 。 

積極 的 に 献策 する も の の 、 微 妙 に 脳 筋 作戦 で ちる 。 た だ し 、 ス パル タ を 蛇 さ れる と プチ 切れ る 。 


O 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ラ ン サ ー。 真名 を レオ ニダ ス 。 こ れ よ り 買 方 に お 仕え し ます 」 
「 キ ャ スタ ー へ の 対策 で すか 。 HC. 殴 れ ば いい の で は ? | 

「 た だ 何 も 考 え ず に 、 戦 い 続 ける こと が で きれ ば どれ ほど 幸福 か 」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
レオ ニダ ス 一 世 は スパ ル タ の 王 で あめ っ た クレ オメ ネス 一 世 の 異 母 弟 で あっ た が 、 本 来 王 位 を 継ぐ べき クレ オメ ネス の 子 
ら が いずれ も 死亡 し た た め 、 新 王 の 座 に つい た 。 


だ が 、 都市 国家 スパ ル タ の 周辺 に は 既に 不穏 な 空気 が 漂い 始め て いた 。 そ の 最も た る も の は 、 ス パル タ と アテ ネ を 除く 
全都 市 国家 へ と 送ら れ た アケメネス 朝 ペ ル シ ャ 大 王 フ セル フ セ ス 一 世に よる VEAS の 要求 一 一 領土 及び その 収穫 物 
の 権利 全て を 譲り 渡せ 、 と いう 実質 的 な 全面 降伏 を 意味 する も の で あっ た 。 


都市 国家 の 多く は 強大 な ペル シャ に 隷属 する 道 を 選ん だ も の の 、 ス パル タ と アテ ネ が 中 心 と な っ た 連合 軍 は 対決 を 選択 
し た 。 

だ が ペル シャ が 侵攻 を 開始 し た と き 、 折 り 悪 く ス パル タ で は 神聖 な カル ネイ ア 祭 が 開か れ 、 ギ リ シ ャ 全 体 で も オリ ン ピ 
ア 祭 が 重なっ た こと も あり 、 大 軍 を 動か す の は 不可 能 な 状況 に 陥っ た 。 


ーーー ペ ル セ ウ ス の 未 商 に 滅ぼさ れる か 、 ヘ ラフ クレス の 血 を 引く 王 が 死ぬ か 。 


預言 者 の 神託 に し オニ ダス は な る ほど と 納得 し た 。 

「 つ まり 、 私 が 命 を 惜しん で 逃げ れ ば この スパ ル タ は 減 び る 訳 だ ] 
レオ ニダ ス は 迷わ な か っ た 。 彼 は 三 百人 の 精鋭 を 率い て 「 熱 き 門 ] と 呼ば れ た テル モ ピ ュ ラ イ の 谷 に 陣 を 配置 し 、 三 日 の 
間 総 勢 数 十 万 と 語 わ れ た ペル シャ 軍 を 相手 に 戦い 抜い た 。 

だ が 内 通 者 に よっ て 陣 の 裏手 を 突 か れ た スパ ル タ 軍 は 、 失 明 し て 軍 を 苑 脱 し た アリ スト デモ ス た だ 一 人 を 除き 、 全 滅 し 
た 。 

この と き ス パル タ の 兵士 た ち は 武 器 が 無く な れ ば 素手 や 噛み つき で 対抗 し た と いう 。 

レオ ニダ ス の 槍 は クセ ルフ セス に 届か な か っ た が 、 彼 と 三 百人 の 部 下 が 稼い だ 三 日 間 の 時 間 に よ り 、 ギ リ シ ャ 連 合 軍 は 
ペル シャ 軍 を 撃退 する 準備 を 整え た 。 

た っ た 三 百人 と その 王 が 、 紛れ も な く ギ リ シ ャ 世 界 を 救っ た の で ある 。 


三 拍 人 の スパ ル タ 兵 士 の 墓 に は 、 シ モニ デス と いう 詩人 に よっ て 次 の よう な 言葉 が 刻ま れ た と いう 。 


* 旅 人 よ 、 ど うか スパ ル タ 人 に 伝え て 欲し い 。 
控 を 守り 、 散 っ た 我ら は 此処 で 眠り に 就 い て いる の だ と " 


ヘクト ー ル 
状況 の 差違 は あれ ど 、 同 じ く 防 衛 戦 を 戦っ た 者 と し て の 共感 。 だ けど トレ ー ニ ング に は あま り 付き 合っ て くれ な い の で 
寂し い 。 


マシ ュ ・ キ リエ ライ ト 
同じ 慎 持ち サー ヴァ ント と いう こと で 、 妙 に 尊敬 の 眼差し で 見 られ て いる 気 が す る ……。 彼 女 に 失望 され ぬ よ う 鍛 えな 
けれ ば ッッ ッ ! 


188 


CHARACTER Profile 


デザ イン 当初 は 、 レ オニ ダス 一 世 が 主役 の 某 有 名 映画 を 意識 けず 、 囚われ な い デ ザイ ン を 心がけ よう と 意識 し すぎ て 大 変 
悩み まし た 。 し か し 結局 の と ころ 誰 に で も わか りや すく 、 シ ンプ ル に 伝わる 今 の 形 に な り ま し た 。 あ と 簡単 な 台 計 し 
か 資料 に 無かっ た の で 少し 便 派 な イメ ー ジ で デザ イン させ て も ら っ た の で す が 、 サ ービス 開始 し て プレ イ す る と 自分 の 想 
像 を 超え た 愉快 な 性 格 で 凄く 驚き まし た 。 で す が 、 そ の 硬派 な デザ イン と 愉快 な 性 格 の ギャ ッ プ が 皆さん に 好感 を も ら え 
た よう で 、 と て も 安心 し まし た 。 今 考え た ら 、 仮 面 用 の 表情 差分 を 作れ ば よかっ た か な 、 と 思っ て お り ま す 。 筋肉 を 描く 
の は 好き な の で 、 違 っ た 形 で も 良い の で 、 ま た 作画 し た い キ ャ ラク ター で すね 。( 縮 うど ん ) 


@ 
© 
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ロム ルス 


ラン サー 用 ロム ルス 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DIA AL 
| 対 魔力 :B 
詠唱 が 三節 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 で あっ て も ダメ ー ジ を 殆ど 受け な い 


aw 


皇帝 特権 EX 
本 来 所 有 し て いな い ス キル を 短期 間 獲 得する こと が 出来 る 。 神 祖 は 万 能 な り 。 
該当 する スキ ル は 騎乗 、 合 術 、 芸 術 、 カ リス マ と 多岐 に 渡る 

A ラ ンク 以上 で ある た め 、 肉 体面 の 負荷 ( 神 性 な ど ) を も 獲得 する 

本 スキ ル を 有する に あたり 、 ロ ムル ス は 本 来 有 し て いた 高 ラ ンク の 神 性 スキ ル を 自ら 封印 し て いる 。 


天性 の 肉体 :C 
生ま れ な が ら に 、 生 物 と し て 完全 な 肉体 を 持つ 。 

一 時 的 に 筋力 の パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る こと が 可 な る 。 

更に 、 鍛 えな く て も 筋肉 ムキ ムキ な 上 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 摂取 し て も 体型 が 変わ ら な い 。 


も っ gg:A 


自ら が [BNE] と 認め た 者 た ち に 加護 を 与え る 。 


A — on; 


すべ て は 我 が 槍 に 通ずる 


マグ ナ ・ ウ ォ ル イッ セ ・ マ グ ヌ ム 。 

国造 り の 槍 。 母 シ ルウ ィ ア が 負 女 懐胎 に より ロム ルス を 生み 落と す 以 前 に 見 た 夢 に 登場 する 、 ロ ー マ そ の も の を 象徴 す 
る 大 樹 と 結び 付け られ て 伝え られ る 。 ロ ー マ 建 国 の 折 、 ロ ムル ス は この 槍 を パラ ティ ウム に 突き 立て た と いう 。 

宝 具 と し て は 樹木 操作 の 能力 を 有 し て お り 、 真名 解放 の 際 に は 槍 が 大 樹 と し て 拡大 ・ 変 容 し 「 帝 都 ロ ー マ の 過去 ・ 現 在 
“未 来 0) 姿 | を 造成 、 怒 潮 の 放流 に よっ て 対象 を 押し 流す 。 質量 兵器 ロー マ 。 


すべ て は 我 が 愛 に 通ずる 


| ラン ク | 
モレ ス ・ ネ チェ サー リエ 。 
愛す る 弟 レム ス を 自ら の 3 


上 で 計 し た 逸話 を 具現 化し た 、 血 塗ら れ た 愛 の 城壁 

空間 を 分 断 す る 城壁 を 出現 させ る こと で 壁 の 内 側 を 守る 、 結 界 宝 具 。 城壁 の 出現 は 地面 か ら 瞬 時 に 湧き 上 が る た め 、 出 
現 位置 の 調整 次 第 で は ギロチン の よう に 対象 を 切断 する こと も 可能 。 

(TFateGO] で は 使用 され な い ) 
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生ま れ な が ら に 超人 で ある た め 、 余 容 と 落ち 着き が ある 。 

その 人 間 性 は 世界 に 君 障 す る ロー マ そ の も の 。 

ザ ・ ロ ー マ 。 

ロー マ の すべ て は 上 自分 自身 の 血 肉 と 意思 と 運命 の 結実 で ちり 、 ロ ー マ に 生ま れ ロ ー マ に 死 し た 者 た ち は 等 し く 自 ら の 子 
で あり 、 す な わ ち ネロ や カエ サル 、 カ リ ギ ュ ラ と いっ た ロー マ に まつ わる 旦 帝 系 英霊 た ち を 「 我 が 子 と 呼び 、 愛 する 。 


ロー マ 人 に 対し て は と て も 優し い 。 
ロー マ 人 で な い 相 手 に も 「 世 界 と は すなわち ロー マ を 示す 」 と 自然 と 解釈 する の で 、 や が て 優し く 対応 し て くれ る 。 
つま り 誰 に で も 優し い 。 


普段 は 悠然 と し て いる が 、 いざ 戦闘 と な れ ば 我 を 忘れ る ほど に 血 の 熟 狂 に 身 を 委ね て し まう 。 パー サー カー 適性 あり 。 ひ 
と た び 狂 乱す る と 手 が 付け られ な い 。 

あま ね く 動 物 と 語り 合う こと が 可能 で あり 、 特に 共に 育つ た 兄弟 で ある 狼 た ちと は 明確 に 言葉 が 通い て いる 模様 。( 銀 以 
外 の 動物 に 対し て は 、 た だ ノリ で 話し 掛け て いる だ け の 可能 性 も 否定 し きれ な い ) 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

ロー マ と は 世界 で あり 、 す な わ ち 世界 と は ロー マ に 他 な ら な い 。 

な ら ば 、 人 類 史 と は ロー マ の 歴史 に も 等 し い 。 な れ ば こそ 、 神 祖 は 人 類 史 の た め に 戦う マス ター を 友 護 し 続け る 。 
「 お 前 も 、 ロ ー マ だ ] 


O 台詞 例 

[私 (ロー マ ) が 、 ロ ー マ だ ] 

「 た と え 世 界 の 果て さえ も 、 私 (ロー マ ) の 手 は 届く の だ ] 

「 そ うか 。 お 前 が ネロ か 。 何と 愛らしく 、 何 と 美しく 、 何 と 絢 剛 た る こと か 。 その 細腕 で ロー マ を 支え て みせ た の も 額 け 
よう と いう も の 。 さ あ 、 お いで 。 過去 、 現 在 、 未 来 、 す べ て の ロー マ が お 前 を 愛し て いる と も 」 

「 見 る が いい 。 我 が 槍 、 す な わ ち 一 一 一 私 (ロー マ ) が ここ に 在 る こと を ] 

「 お 前 の 誕生 。 それ も また 、 ロ ー マ よ り 生 ずる も の ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
古代 ロー マ 建 国 神話 に 登場 する 国造 り の 英雄 。 
軍神 マル ス と 美しき 姫 シ ルウ ィ ア と の 間 に て 生ま れ 、 神 の 獣 た る 狼 を 友 に 育つ た 。 


母 シ ルウ ィ ア を 虐げ 祖父 ヌ ミ ト ル を 陥れ た アル パ ・ ロ ン ガ 王 ア ムリ ウス と の 戦い に 勝利 し た 後 、 ア ル バ を 統治 する こと 
な く 、 イ タリ ア 半 島 に 都市 国家 ロー マ を 建設 。 

共に アル バ 戦 争 を 戦っ た 弟 レ ム ス を 建国 の 折 の 康 いで 手 に 掛け る と いう 悲劇 を 乗り 越え た 後 、 た ち ま ち の うち に 地中海 
周辺 国家 を 併合 し 、 長 き に 渡る 栄光 を 誇る 大 帝国 た る ロー マ の 礎 を 築い て みせ た 。 


偉大 な る 建国 王 。 その 最期 は 死 で は な く 「 消 失 ] だ っ た 。 

カプ ラ 沼 の ほとり の 野 で 突如 と し て 発生 し た 慮 と 雷 の 後 、 彼 は 姿 を 消し た 。 

ロー マ の 人 々 は この 超常 の 現象 を 「 偉 大 な ロム ルス は 父 た る 軍神 マル ス の 意思 に よっ て 神々 の 列 へ と 至っ た ] と 解釈 し 、 
後に ひと り の 農夫 の 語っ た 言葉 に より 、 そ の 解釈 は 決定 的 な も の と な っ た 。 

農夫 は クイ リナ リス の 丘 で 「 消 失 ] 後 の ロ ムル ス と 甘 遇 し 、 偉 大 な る 建国 の 王 の ロ か ら 、 い まや ロム ルス は クイ リ ヌ ス と 
呼ば れる 神 と 化し た ーー 一 一 と 知ら され た の だ と いう 。 


クイ リ ヌ ス 。 
それ は 、 ロ ー マ 神 話 に 語ら れる 最高 存在 ユピテル 、 そ し て 軍神 マル ス と 並び 称 され る 古き 神 の 名 。 こ の 人 逸話 が ロー マ の 
人 々 へ と 広まり 、 古 き 神 は 、 建 国 の 王 と 一 体 と な っ て 新しき 神 へ と 生ま れ 変わ っ た の で ある 。 


O 団 縁 キャ ラ 

ネロ 

愛し い 我 が 子 た る ロー マ の 子 。 

輝 か し く も 生ま れ お ち た る ロー マ の 栄光 その も の 。 
真 の ロー マ を 体現 は せしめ る 才 を 有する 子 。 

カリ ギュ ラ 

カエ サル 

愛す べき 、 我 が 子 た る ロー マ 人 た ち 。 

アル テラ 

O-NABEMEALTSON. 

だ が 、 そ の 神 に は きっ と ロー マ を 秘め て いる 。 
「…… 私 が 言う の も 何だ が 、 ロ ー マ 神 祖 の 懐 は 深 す ざる の で は な いか ?」 アル テラ 談 。 
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「 筋 肉 が 描き た い ] と 要望 し た 所 、 担当 が 回 っ て きま し た 。 


の ポー ジン グ が イン パク ト 絶 大 で 、 思い の ほか 普通 に 受け 入れ て も ら え た ( ? ) よ う で 安心 し まし た 
所 も 描い て ある ん で す よ ? (こやま ひろ か ず ) 


2 章 で ボス キャ ラ に な る と 聞い て いた の で 、 単 な る イロ モノ に 
な ら な いよ う 尊 大 さ を 前 面 に 出す よう 心がけ まし た 。 第 三 段 階 で 全身 金色 と いう の は 武内 案 。 上 が っ て きた パト ルキ ャ ラ 


。 巨大 な 槍 で 見 えな い 
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ETER Profile 


マグ ナ ・ ウ ォ ル イッ セ ・ マ グ ヌ ム | 


y 
メド ウー サ 
| クラ ス = 一 ES) -> 
EN EN +0 EI] usr Boss 
| mr: 混 池 ・ 普 ol 720m EE 578 
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設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 武 内 宗 CV 
主 な 登場 作品 : Fate/stay night, Fate/hollow ataraxia、 ほ か 


魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


je = 
es AS A Le AM ee a 
| BROTH. MCSSGDASIOR - MMOEOR CRN CAES. 

た だ し 、 意 箇 は 該当 し な い 。 


ンー 
単独 行動 :C a en 
マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
mn ラン ク C な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も ー 日 間 現 界 可 能 。 


= = === ー 


、 退化 し て し ま 
霊 自 身 の 魔物 、 魔 獣 と し て の ラン ク が 上 が る 度 に 減少 し て いく 。 


魔力 が C 以 下 の 者 は 無 条 件 で 石化 。B の 者 で も セー ブ 判 定 次 第 で 石化 を うけ る 。 
A の 者 に は 石化 判定 は な い が 、 全 能力 を ワン ラン ク 下 げ る “重圧 "を か けら れる 。 


= m 


ベル レフ ォ ー ン 。 
使用 時 は 全て の 能力 値 が 1 ラン クア ッ プ 。 アー マー クラ ス も +100 さ れる 。 

神代 の 獣 を 使役 し 、 そ の 超 突 進 を 以 っ て 対象 を 粉砕 する 物理 攻撃 。 

も と も と ペガサス は 海 社 か ら メ ドゥ ー サ に 贈ら れ た も の で あり 、 メ ドゥ ー サ が ペル セ ウ ス に 退治 され た お り 、 そ の 断ち 
切ら れ た 首 か らし た た りお ち た 血 か ら 生 まれ た も の と も 言わ れ て いる 。 

使用 中 は 天馬 の 加護 に より 、 防 御 力 も 上 昇 す る と いう 攻守 と も に 最高 レベ ル の 宝 具 。 な お 、 ベ ルレ フォ ー ン は ギリ シャ 
神話 に お いて ペガサス を 乗り こなし た と され る 青年 の 名 前 で ある 。 


iba «ahnen 


プラ ッ ド フォ ー ト ・ ア ンド ロメ ダ 。 

ゴル ゴン 三 姉妹 が 追放 され た 「 形 の な い 島 ] に 作ら れ た 魔 の 神殿 。 

訪れ る も の を 石 に し 、 ま た 真 り 食 っ た と され る 神殿 は 、 メ ドゥ ー サ の 持つ 魔 眼 が 作り 上 げた 結界 だ っ た 。 

魔 眼 を 拡大 投 抽 す る 事 で 一 定 の フィ ー ル ド を “自ら の 眼球 の 中 "に 置換 し 、 中 に いる も の た ちか ら 生 命 力 を 奪い 取る 。 
対 魔力 の な い 一 般 人 で は 文字 通り * 体 が 浴 け て し まう "ほど の 吸収 力 で あり 、 

英 寺 に あめ っ て も この 結界 内 で は 生命 力 を 奪わ れ て し まう 。 

[FateGO] で は 第 三 ス キル と し て 使用 され る が 、 真名 解放 で ご は な い の で 出力 は 落ち て いる 。 


IH 


私 四方 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 四方 た ち / 足 方 が た / 〇 O (呼び 捨て ) 


〇 性 格 
無口 で 無愛想 。 
目元 が マス ク で 隠さ れ て いる 事 も あっ て 分 か り に くい が 、 感情 が 薄い 訳 で は な く 、 お し ろ 考 え 過 ぎ て 内 に こも っ て し ま 
う 性 格 。 

な お 、 こ の マス ク は た だ の 眼 隠し で は な く "暗黒 神殿 (プレー カー・ ゴ ル ゴ ー ン ) "と いう 魔 眼 殺 し の 宝 具 で 、 見 た も の を 
全て 石化 し て し まう “ 魔 眼 キ ュ ペ レイ "を 封じ る た め の も の で ある 。 

戦闘 に お いて は 冷酷 か つ 非 情 で あり 、 マ スタ ー か ら の 命令 が あれ ば 聖杯 戦争 と は 無関係 な 無 謗 の 一 般 人 を 跡 路 な く 遂 食 
に する こと も で きる 。 

その 一 方 で 、 マ スタ ー と 敵対 関係 に な い 相手 に は 多少 の 温情 も 見 せる 。 

冷淡 、 冷 血 に 見 える の は た ん に も の ぐさ な だ け で は 、 と は アル トリ ア の 弁 。 

好き な も の は お 漂 で 、 趣 味 は 読書 。 

ライ ダー の クラ ス で 召喚 され た こと で 、 自転 車 好き と いう 属性 も 手 に 入れ た よう だ 。 

生前 は 残酷 で 気仙 な 二 人 の 姉 ス テン ノ と エ ウ リ ュ ア レ に こき 使わ れ て いた た め 、 す っ か り 苦 労 性 が 染み つい て いる 。 
この 用 関係 は 英霊 に な っ た 後 も 変わ ら な いよ う で 、 カ ル デ ア で も 二 人 の 無理 難題 に 振り 回 され て いる よう だ 。 

長身 で スタ イル 抜群 の 美女 で ある が 、 彼女 に と っ て 美 し さ の 基準 と は 「 小 さく か わい らし いこ と 」 で ある た め 、 自 分 の 長 
身 で 大 人 び ぴた スタ イル は コン プレ ックス と な っ て いる 。 現世 で は アル トリ ア な どの 小柄 な 少女 に その コン プレ ックス を 
刺激 され て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は と に か く 忠 実 。 自暴自棄 に さえ 見 える ほど に 。 

主人 の 置か れ て いる 立場 や 命令 に つい て 何かしら 思う と ころ が あっ た と し て も 、 私 情 を 殺し て 仕え て いる 。 
独 狐 で 頂 ろ し い が 美しい 、 と いう 在り 方 は ドー ベル マン の よう で も ある 。 

マス ター 以外 の 人 間 に は 基本 的 に 無関心 だ だ が 、 マ スタ ー の 害 に な ら な いと 判断 し た 相手 に は 胸 接 を 開く こと も 。 


O 台詞 例 

[腹立たしい 事 で す が 、 兵 は 上 官 を 選べ な い 。 こ こ は 不 満 を 口 に する より 長所 を 探す 方 が 前 向き で し ょ う 。 …… まあ 、 そ 
ん な も の が あれ ば 、 の 話 で す が 。」 

「 何 気 無 い 仕草 で すら 、 疾 に 障 り ます ] 

「 ふ ふっ 。 凛 、 腰 が 入っ て いま せん よ 、 腰 が ] 


CHARACTER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ギリ シャ 神話 に 登場 する ゴル ゴン 三 姉 妹 の 未 子 、 メ ドゥ ー サ 。 

正統 な 英霊 で は な く 、 お し ろ 反 英雄 と 呼ば れる 人 類 の 瑞 対 者 で ある 。 

も と は 土着 の 地 母 神 だ っ た が 、 オ リン ポス の 神々 の 策略 、 人 々 の 狂信 に よっ て 二 人 の 姉 と 共に 形 の な い 島 に 逃げ 延び た 。 
戦う 力 の な い 姉 た ち を 守る た め に 強く な ろう と 努力 を 続け た 果て に 、 見 た も の を 石 に する 蛇 の 怪 物 に 成り の 果て た メド ゥ 
ー サ は 、 英 雄 ペル セ ウ ス の 多種 多様 な 宝 具 に よっ て 追い 詰め られ 、 そ の 首 を 断 た れ た と いう 。 

二 人 の 姉 は 生ま れ な が ら に 「 完 全 な 」 女神 だ っ た の で 成長 し な い が 、 メ ドゥ ー サ は 「 不 完全 な ] 女神 で あっ た た め 、 成 長 
し て し まう 。 彼女 が 姉 た ちよ り 年 上 に 見 える の は その た め だ 、 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
五 章 まで で は 目立っ た 出番 は な い が 、 姉 の ステ ン ノ が アサ シン と し て 二 章 [永続 狂気 帝国 セ プ テ ム 」、 エ ウリ ュ ア レ が ア 
ー チ ャ ー と し て 三 章 「 封 鎖 終局 四海 オナ アノ ス 」 に それ ぞ れ 登場 し て いる ほか 、「 幕 間 の 物語 ] な ど で 三 姉妹 の 心温まる 
\ 描 か われ て いる 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 


[Fate/stay nightj に 、 間 桐 家 の 魔 術 師 の サー ヴァ ント と し て 登場 。 すぐ に 退場 する 場合 も ちる が 、 ル ー ト に よっ て は 
主人 公 と 共闘 する 展開 も 。『Fate/hollow ataraxia] で は 、 マ スタ ー と 共に 主人 公 宅 に 居候 し て いて 、 骨 董 品 屋 で アル 
パイ ト す る な どす っ か り 各 木 市 の 生活 に 順応 し て いる 。 また 、 同 作 の 「 ゴ ル ゴ ン の 蔵 ] で は 、 二 人 の 姉 と 暮らし て いた 頃 
の 弄 ら れ 妹 っ パ り が 描か れ た 。 


O 因縁 キャ ラ 

メデ ィ ア 

直接 対決 こそ な か っ た も の の 、 陰 湿 な 手段 は 知っ て いた の で いけ 好 か な い 。 同 属 嫌悪 的 な と ころ は ある 。 
ステ ン ノ 、 エ ウリ ュ ア レ 

また こき 使わ れる 日 々 で あっ て も 、 幸福 な 毎日 。 

ペル セ ウ ス 

SEA 


スチ ュー ム に は し た く な か っ た の で す が 、 結 果 的 に は あま り 変わ ら ず 。 (HAR) 


メド ゥ ー サ の 第 三 段 階 は 、 オリ ジ ナ ル デ ザ イン の 踏襲 し つつ 、 も っ と 露出 を 増やす と いう コン セプト で す 。 ーー E 
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ゲオ ル ギ ウ ス 


EEII >.>- EE ゲオ ル ギ ウ ス 
El si: EN asas! 1771402684 E 3-01 
| Er EX 180cm [EXA 95ke 


eg 
グ クタ スズ キル 
eRe A 7 デー 
A 以 下 の 魔 術 は 全て キャ ン セ ル 。 事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は ゲオ ル ギ ウ ス に 傷 を つけ られ な い 。 
魔術 師 の 呪文 や 儀式 に よっ て 散々 に 攻撃 され た も の の 、 傷 一 つ な く 生き 残っ た 。 

その 能力 は 「 魔 術 師 殺し ] と 呼称 し て も 差し 支え は な い 。 


Sa A A \ 


A (AAA ORO 
SE ASS A ES A 
ライ ダー と し て の 才能 は それ ほど な く 、 彼 が 与え られ た 名 馬 ベ イヤ ー ド の 能力 が 傑出 し て いる と 思わ れる 。 


all ESA 


SN 
守護 騎士 A+ 
8 な 騎士 に し て 、 数 多 の 国々 で [FH] を 期待 され る 聖人 、 ゲオ ル ギ ウ ス に 与え られ た 稀少 スキ ル , 
他 者 を 守る 純粋 な 使命 感 に よっ て 、 そ の 防御 力 は 短 時 間 で は ある が 、 凄 まじ い 上 昇 を 見 せる 。 


高 


AO O So 
精神 画 へ の 干渉 を 無効 化す る スキ ル 。 
秋 教 を 迫 ら れ 、 あ ら ゆ る 扶 問 を 受け な が ら も その 信条 は 最後 まで 変わ る こと が な か っ た 。 


A i: O er ee 
FORECAST. MTOGCOMMETE LARES) TRUE SEOS, 


戦闘 時 、 つ ね に 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


聖人 と し て 世界 全土 で 崇 表 さ れ て お り 、 小 宗教 や 古代 の 神 の 一 部 な ど を 潜 騙す る 信仰 を 誇る 
また 、 ゲ オル ギ ウ ス の 由来 は 中 東 に お ける 豊 節 神 パー ル に まで 遡る 。 
(IFateGOI で は 使用 され な い ) 


NA 


力 居る 祝福 の 侯 


アス カロ ン 。 
害 意 と 悪意 か ら 担い 手 を 遠ざけ る 聖 刻 如何 な る 瑞 か ら も 守護 する 、 と いう 意味 合い な ら ば まさ し く 無 敵 を 誇る 侯 。 
また 、 別 の 宝 具 に より 竜 属 性 を 付与 させ る 。 


ス ・ ド ラコ ー ニ ス 


竜 な り 


アヴィ スス ・ ド ラコ ー ニ ス 。 

赤い 十字 ( 聖 ジ ョ ー ジ 十字 ) が 描か れ た サー コー ト 、 ま た は パル ダメ ント ゥ ム ( 鎧 の 上 に つけ る マン ト や 外食 ) 。 対象 の 善 
悪 を 定め 、 対 象 を 一 時 的 に 竜 種 へ と 変え る 。 

[FateGO! で は 使用 され な い が 、 上 記 の 通り 「 力 居る 祝福 の 人 刻 ] に その 能力 が 付与 され て いる 。 


人 ン 閉 717198・ ド ラー コー 


イン テル フェ クト ウゥ ム ・ ド ラー コー ネー ス 。 

アス カロ ン の も う ひ と つの 姿 。 と 言う より も 、 ア スカ ロン と 言う 剣 の 力 と ゲオ ル ギ ウ ス の 竜 殺 し の 聖人 と し て の 力 を 複 
合 し て 発動 させ る 宝 具 で ある 。 竜 種 に 対し て 大 ダメージ を 与え る 。 

近 距離 に は 剣 の 姿 で 親 り か か る こと に な る が 、 遠 距離 に は 剣 の 弾い た 光 が 投げ 槍 の 姿 を 取っ て 敵 を 討ち 買 く こと と な る 。 
[FateGO] で は 使用 され な い が 、 上 記 の 通り 「 力 居る 祝福 の 侯 ] に その 能力 が 付与 され て いる 。 
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ベイ ヤー ド 。 


「 キ リス ト 教 圏 の 七 勇士 に 登場 する 、 ゲ オル ギ ウ ス ( 聖 ジョ ー ジ ) を 誘拐 し た 魔女 が 、 彼 に 恋 を し て 贈っ た と いう 魔法 の 
白馬 。 また が っ た 者 を 無敵 に する と いわ れ て お り 、 一 度 だ け 致 命 の 一 撃 を 受け て も それ を 無かっ た こと に する こと が で 
きる 。(「FateGO] で は 使用 され な い ) 


AM 


Bose Bi Kt 


O 性格 

極め て 真面目 、 温 厚 篤 実 、 ど こ を どう 取っ て も 理想 的 な 聖人 。 

面白 味 が な い 、 と 毒 突 く 人 間 で すら も 彼 の 人 柄 に つい て は 信頼 を 置き 、 嘘 を 吐く こと な ど な い と 信じ 抜く だ ろう 。 
趣味 は カメ ラ 。 近 現代 に 召喚 され た 場合 、 必 ず と いっ て いい ほど カメ ラ を 持ち 歩く と か 。 

ノン | OM ZAS 

その 温厚 な 性 格 も マス ター に よっ て 、 当 然 態 度 は 変化 する 。 

oo と は いえ 、 そ も そ も ゲ オル ギ ウ ス を 召喚 で きる と いう 事実 その も の が 、 マ スタ ー の 人 柄 を 表し て いる よう な も の だ 
ろう 。 

マス ター に 対し て 忠実 で ある が 、 ヵ 
言え る 。 


言 を 控え る よう な 性 格 で は な い 。 時 に 厳し く 、 時 に 甘く 。 理想 的 な 教師 役 の 一 人 と 


台詞 例 

「 こ れこ そ が アス カロ ン の 真実 。 汐 は 竜 、 罪 あり き ! アス カロ ン ! !」 

* 「 ラ イダ ー、 ゲ オル ギ ウ ス 。 召喚 に 応じ 、 推 参 し まし た 。 さあ 、 が ん ば り ま し ょ う ] 

[趣味 で すか …… 召 喚 さ れ て か ら 譲っ て いた だ いた カメ ラ 、 で し ょ うか 。 ええ 、 行 く 先々 で 写真 を 撮影 する の は ひそ か な 
楽し み で すね ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ゲオ ル ギ ウ ス ( 聖 ゲ オル ギ ウ ス 、 聖 ジョ ー ジ 、 聖 ゲオ ルプ ブ 、 サ ン ・ ジ ョ ル ジ ュ ) 。 キ リス ト 教 の 聖人 。 

アス カロ ン と いう 魔法 の 剣 を 持ち お 、 ド ラゴン 退治 の 逸話 で 有名 。 

キリ スト 教 の た め に 独 教 を 遂げ る 勇者 で も ある 。 

主 な 逸話 に 、 原 典 に 近い で あろ う [黄金 伝 説 ] と 、 魔 法 の 武具 な ど が 登場 し 、 物 語 的 な 「 キ リス ト 教 圏 の 七 勇士 が 存在 
する 。 

ま 


十字 軍 遠 征 の 際 に 援軍 と し て 天 の 軍 勢 を 率い て 現れ た と いう 説 も ある 。 


〇 因縁 キャ ラ 

マル タ 

仲良 し 聖人 組 。 マ ル タ に は 絶大 な 信頼 を 寄せ て いる 。 
「 ま あ 、 私 の 方 が 有名 で す が ] 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

分 野 は 違え ど 仲良 し 聖人 組 。 知名 度 で も ほぼ 対等 、 あ る い は ジャ ン ヌ の 方 が 上 か 、 と いう 事 で 同じ 聖人 と し て 鼻 が 高い 。 
「 ま あ 、 私 の 方 が 強い の で す が ] 

ジャ ン ヌ オル タ 

聖人 の 名 を 汚す 何 か の 間違い 。 あま り の ショ ッ ク 故 か 、 ゲ オル ギ ウ ス に は ジャ ン ヌ オル タ が 見 えな い 。 

「 ま あ 、 私 の カメ ラ の ピン ト が ズレ て いた 訳 で す が ] 


4 RY RY — 

エド ワー ド ・ テ ィ ー チ 
1957 LN 1 エド ワー ド - テ ィ ー チ 
Elsi: Ess EN ps 
Er. ER 2100m EX 114ke 


クラ スズ キル 
| 騎乗 :- 
騎乗 スキ ル は 「 益 の 航海 者 」 に より 失わ れ て いる 。 


I PIemp 


E : 
対 魔力 :E _ A 
魔術 に 対す る 守り 。 AMS CES, SX OMBESIMIMS 5. 


| 


EHENSEDEN 
集団 の リー ダー と し て の 能力 も 必要 と な る た め 、 軍 店 、 カ リス マ の 効果 も 兼ね 備え た 特殊 スキ ル 。 
カリ ブ 洛 で 最も 怒れ られ た 海賊 で ある 黒 能 は 極め て 優れ た 船乗り で あり 、 図 太く 立ち 回 っ た 。 恐れ られ た ん だ っ て ば 。 


低 ラ ンク の 精神 汚染 、 勇 狂 、 戦 闘 続行 な ど が 複合 され て いる 。 部 下 に 何 の 前 触れ も な く 暴 力 を 働く 一 方 で 合 林 弾 雨 に 向 
け て 猛然と 突進 する 勇猛 さ を 持つ 。 


クイ ー ン アン ズ ・ リ ベン ジ 。 

黒 能 が 実際 に 乗船 し て いた 船 。 元々 は フラ ンス 船 で あっ た が 奪い 取っ た 黒 台 に よっ て 、「 ア ン 女 王 の 復讐 」 と 名 付け られ 、 
海賊 船 と な っ た 。 

敵 船 に は まず 四 十 門 の 大 砲 を 撃ち 込み 、 そ の 後 で 低級 寺 と な っ た 部 下 た ち (名 は な く 、「 黒 能 の 部 下 ] と し か 本 人 た ち に 
も 分 か ら な い ) と 共に 猛然と 舞い 掛か る 。 

奪い 去る 、 と いう こと に 特 化し た 怪物 船 。 

その 圧倒 量 の 暴力 は 数 多 の 宝 具 で も 極め つけ だ ろう 。 


また 、 こ の 船 | 


は 海 に 限っ て な ら ば [常時 展開 宝 具 」 と し て 顕現 する 。 空 や 陸 も 進む こと が で きる が 、 そ の 場合 は 魔力 を 大 


量 に 消費 する 。 


そし て この 船 は 黒 胎 以 外 に 同乗 し て いる サー ヴァ ント が 存在 する と 、 ダ メー ジ を 飛躍 的 に 向上 させ る 力 を 持つ 。 


148/68 お キノ お 前 店 あい つ 


〇 性 格 
まさ に 皆 が 思い 浮か べ る 海賊 その も の 。 

奪い 、 殺 し 、 振 め 取 り 、 一 時 は カリ ブ 海 を 支配 下 に 置い た 大 海賊 で ある 

黒 能 は 酒 と 金 と 女 と 暴力 が 好き で は ある が 、 海 賊 と し て の 気風 も よく 、 

海賊 らし い 海賊 と 呼 宙 に 相応 し い 人 物 だ っ た 。 

大 人 た ち に は と こと ん 厳し く 荒 々 し い が 、 彼 に 憶 れる よう な 子供 た ち は 例外 で あり 、 彼 ら に は 暴力 を 振る わな い 。 


De ENSOHNZIENRETEN, ARSHSMURBONTVSAIBUBUKSB. EREANTED. 
常に \ ざ け て いる よう な 状態 な の は 、 生 前 と 変わ っ て いな い 。 

怒り な が ら 人 を 殺す の で は な く 、 笑 いな が ら 、 あ る い は 悪ふざけ を し な が ら 人 を 殺す こと も で きる 。 
残酷 と いう より は 和楽 的 。 そ の 場 そ の 場 が 楽し けれ ば 、 そ れ で いい の だ 。 

妻 は 大 勢い た が 、 そ の すべ て が 時 宝 目当て の 強欲 女 た ち だ っ た の で ティ ー チ 自身 、 あ の ハー レム が リア ル に 充実 し て い 
た な ど と 思っ て いな い 。 真実 の 愛 。 それ は ネッ ト の 海 に し か な いも の だ と 、 サ ー ヴ ァ ン ト 化し た 黒 能 は 思う の で あっ た 。 
まる 。 
O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

[fil マス ター に 対し て は 恭 し い 態 度 を 取る が 、 ほ と ん どの 場合 、 早 々 に マス ター の 意図 を 無視 し て 思う が まま に 聖杯 
戦争 に 興じ 始め る 。 

彼 と 同じ 性 質 の 人 間 で な けれ ば 、 指示 に 従う こと は な い 。 

彼 と 同じ 属性 (フェ チ ) を 持つ 人 間 で あれ ば 、 割 と 気 が 合 うか も し れ な い 。 


O Amb 

「 い く で ご ざる ! いく で ご ざる ! 

抽 者 自慢 の 大 砲 も 大 変 な こと に ! フ クィ ー ン ・ ア ンズ ・ リ ベン ジ ! 

ん ー、 一 方 的 で す ぞ 中 

「 せ め て 首 は 残し て くれ る と あり が た いな あ 、 と 思い つつ 黒 胎 は 倒れ る の で あっ た 、 ま る ] 

「 マ スタ ー! 抽 者 と 共に 、 同 人 で 夢 を 叶え まし ょ う ぞ ! 押 者 ディ レク ター と 主人 公 役 の 声 を や る の で 、 マ スタ ー が 原画 
と シナ リオ お 願い し ます ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
大 航海 時 代 が 終わ っ た 直後 、 カ リブ プ 海 に お いて 空前 の 「 海 賊 時 代 ] が 始ま っ た 。 
数 多 の 荒く れ 者 た ち が 船 を 出し 、 植 民 地 綿 易 で 繁栄 する 船 の 擦 故に 走っ た 。 
当時 、 分 け 前 を 考慮 し て も 海賊 と し て 皇 奪 する 方 が 普通 の 船 で 稼ぐ より 、 遥 か に 大 きい も の だ っ た こと も あっ て 、 数 多 
の 人 間 が 手 っ 取り 早い 一 握 千 金 を 夢 見 て 、 海 賊 と し て 名 を 上 げた 。 
そし て 、 そ の 中 の 一 人 が 海賊 と し て 伝説 を 打ち 立て た 黒 能 一 一 ー エ ド ワ ー ド ・ テ ィ ー チ で ある 。 
も っ と も 、 エドワード ・ テ ィ ー チ と いう 名 が 本 名 か どう か は 定か で は な く 、 海 賊 に な る 前 の 素性 も 明らか に な っ て は い 
な い 。 
確実 と され て いる の は 、 当 時 有力 な 海賊 の 一 人 で あっ た ベン ジャ ミン ・ ホ ー ニ ゴー ルド の 下 で 働い て いた と いう こと だ 。 
人 の 下 に つく 、 と いう の が 性 に 合わ な か っ た の か 人 彼 は 間もなく ホー ニ ゴ ー ル ド の 傘下 か ら 離 脱し 、 自身 を 船長 と し て 海 
賊 団 を 立ち 上 げ る 。 
そし て ある 時 、 強 奪 し た フラ ンス 船 「 ラ ・ コ ンコ ルド ] に 四 十 門 の 大 砲 を 備え 付け 、「 ア ン 女 王 の 復讐 写 ] と 命名 し た 。 お 
お よそ カリ ブ 海 で も っ と も 強力 な 船 を 手 に 入れ た 彼 の 海賊 稼業 は 、 ま さ に 全盛 期 を 迎え た の で ある 。 

衣 の 異名 は カリ ブ 海 中 に 知れ 渡り 、 一 般 の 船 人 は お ろか 他 の 海賊 や 部 下 た ち で すら 彼 の 暴虐 を 恐れ た 。 豊 か に 蓄え た 
能 に は 、 と ころ どこ ろ に 白い 導火線 が 編み 込ま れ て いて 、 
糞 々 と 光る 眼 は 獣 そ の も の 一 地獄 の 女神 の 化身 と まで 謀 わ れ た の も 、 当 然 の こと だ っ た と 言え よう 。 


ある 夜 、 彼 は 部 下 た ちと 共に 酒 を 前 み 交わ し て いた 。 

だ が 突然 テ ー ブ ル の 下 で 気付 か れ ぬ よう 銃 の 装填 を 始め た か と 思う と 、 向 か い 側 に 座っ て いた 部 下 の 膝 頭 を 撃ち 抜い た 。 
「 た ま に 手 下 の 一 人 で も 殺し て お か な いと 、 お 前 ら は 俺 が 船長 だ っ て こと を 忘れ ちまう か ら な ] 

その 残忍 さか ら 、 黒 能 は 部 下 た ち に 悪魔 の 化身 だ と 信じ られ て いた と いう 。 

残酷 と 奇 矯 さ を 併せ 持っ た 彼 だ が 、 世 界 各国 の 海賊 対策 が 打ち 立て られ る に つれ て 、 彼 の 活動 に も 影 が 差し 込み 始め る 。 
英国 王 の 恩赦 に より 一 旦 は 海賊 稼業 か ら 引退 し た も の の 、 全く 悪びれ る こと な く 別 の 場所 で 海賊 稼業 を 再開 し た 彼 に 、 と 
うと う 討 伐 の 命令 が 下っ た 。 

軍船 に よる 奇襲 を 受け た 黒 能 は わずか 二 十 人 の 部 下 た ちと 共に 、 果 敢 に 迎え 討っ た 。 二 十 箇所 以上 の 刀 傷 、 五 発 の 銃弾 
を 受け て も な お 、 慎 怒 の 形相 で 戦い 続け た が 、 銃 の 装填 中 に と うと う 力尽き て 弊 れ た と いう 。 


伝説 に 曰く 。 

黒 能 は 首 を 切り 落と され た 。 首 は 船 莉 に 吊 され た が 、 胴体 の 方 は 海 に 放り 捨て られ た 。 す る と 三 日 三 晩 の 間 、 胴 体 が 首 
を 探し て 船 の 周り を 泳ぎ 続け こと か ーー 一 

そん な 勇猛 、 残 忍 な エピ ソー ド に は 事欠か な い 黒 能 で ある が 、 一 体 どこ で どう や っ て そん な 知識 を 手 に 入れ た の か 、 E 
付け ば ダメ っ ぽい オタ クロ 調 で 喋る 奇人 と 化し て し まっ た 。 

な お 、 元々 の ノリ か らし て こん な も の で あり 、 オ タク 知識 が 加わ っ た こと で 手 が 付け られ な い 問題 児 と 化し た だ け で あ 


抽 者 の ハー レム 要員 で ご ざ (UF, 文章 は 血 に 塗れ て いて 判別 不能 ) 


フラ ン シ ス ・ ド レイ フク 
抽 者 に と っ て 宿命 の ライ バル 。 抽 者 が ジョ ナ サ ン な ら ば 、BBA は D の つく 吸血 鬼 。 抽 者 が ジョ セ フ な ら ば 、BBA は イ 
タリ ア の ナン パ 和 師 。 提 者 が モッ ツァ レラ チー ズ な ら 、BBA は 輪切り の トマ ト 。 
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ブー ディ カ 

ジー プー ディ カ 
Elo Ess Edu 

| 属性 gi 174cm EXA 62ke 


Edc EE4B+ Ec EI Edo EJe+ 


A Er BR +5 09794 7:92 / CV: TA 
DÍA 主刀 名声 作品: Fate/Grand Order PI 


DERAAYIWY, | 


対 魔力 DD nu.. 
該 目 が ー 工 程 の 鹿 術 を 無効 に で きる 。 


ae: A Be 
SK URS DER TN TOM, FUE 


Gea 


保 E ズ + ル 

戦闘 続行 :A 
戦闘 を 続行 する 能力 。 

決定 的 な 致命 傷 を 受け な い 限 り 生き 延び 、 瀬 死 の 傷 を 負っ て も 戦闘 が 可能 。 

不屈 の 闘志 で 強大 な ロー マ 帝 国軍 と 戦い 続け た ブー ディ カ の 逸話 が スキ ル 化 し た も の 。 


ーー ニン ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー Se 


ZRNDEN : B ; 
古代 ブリ タニ ア に お ける 勝利 の 女神 アン ドラ スタ へ Cc 
勝利 すべ き 仙 、 と 定め た 相手 へ の 攻 軟 に プラ ス 補 正 が か か る 。 ブー ディ カ の 場合 、 ロー マ に 属す る 相手 に 対し て の み 補 


正 が 働く 。 ロー マ 特 効 。 


集団 戦闘 の 際 、 ブ ー ディ カ と その 仲間 の 全 判 定 に プラ ス 補 正 が か か る 。 特 に 防御 の た め の 戦 闘 で 最大 の 効果 を 発揮 する 。 


> ET I 


チャ リオ ッ ト ・ オ ブ ・ プ ディ カ 。 
戦車 。 チャリオット 。 本 来 の 姿 は 名 馬 に よる 二 頭 立て 。 

プリ タニ ア 守 護 の 象徴 で あり 、 高 い 面 久 力 を 誇る 。 

真名 解放 する と 戦車 が 出現 し て 、 ブ プー ディ カカ と その 仲間 を 守る 。 

ケル ト の 神々 の 加護 を 受け る こと で 飛行 能力 こそ 得 て は いる も の の 、 突 進攻 撃 力 は さほど 高く な い 。 仲 間 を 守る IE] 
と し て 機能 させ る の が 正しい 運用 方 法 。 

彼女 が 戦車 を 駆る 姿 は 、 ロ ンド ン は ウェ スト ミン スタ ー エ リア の テム ズ 沿 道 に て 、 銅 像 と し て 現代 で も 目 に する こと が 
で きる 。 


ド ・ オ ブ ・ ブ ディ カ 。 
自ら と 同じ [BL 0483 55 FAL 

FER. AUTEDERTIIISS, BRUDIRIIVEN. 完全 な ら ざ る 願い の 剣 。 
能力 は 、 小ぶり な 魔力 の 塊 を 撃ち 出す も の 。 サー ヴァ ント を 一 堅 必 殺 で きる ほど の 威力 は な い が 、 連 発 可能 で 消耗 も 少 
な いた め 割 と 使い 勝手 が 良い 。 こ の 力 は 真名 解放 し な く て も 発動 で きる 。 
真名 解放 する と 、 一 度 に 魔力 塊 を 複数 連射 する 。 

([FateGO) で は 使用 され な い ) 


(6) Se 

快活 で 、 明 る い 。 誰 と で も 友人 に な る (た だ し ロー マ 人 以外 ) 。 

母性 に 溢れ 、 気 に 入っ た 相手 は 男女 を 問わ ず 我 が 子 の よう に 慈 し お 。 

戦い を 誇り と する ケル ト の 流れ を 波 む 戦士 で は ある も の の 、 本 来 は 温厚 。 必 要 に 迫 ら れれ ば 女 戦士 と 化す 。 
英 路 で わる た め 肉 体 年 齢 は 若い 頃 の も の で 、 性 格 に も 少女 性 が 多少 生じ て いる 。 


する 言葉 で ある こと を 


自分 の 名 前 が 勝利] ER 


誇り に 思っ て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
年 の 近い お 姉さん 的 に 接し て くる 。 
に こ や か 。 優 し い 。[ 無 理 し て な い ?] と 心配 も し て くれ る 、 優 し い サ ー ヴ ァ ン ト 。 


A 


ug 


聖杯 に か ける 願い は 「 プ リタ ニア が 平穏 で あり ます よう に ] 。 
死 を 迎え る に あたり 生前 より 少し 丸く な っ て いる た め 、 ケ ルト の 神々 や 妖精 た ちと 生き る プリ テン の 民 だ け で な く 、 異 
BRORDT SOR CESE SR に な れ ば よい 、 と 心 より 思っ て いる 。 


「 ブ ー デ ィ カ だ よ 、 よ ろ し く 。 気軽 に ブー ディ カ さ ん と 呼ん で も いい よ ? 

[出陣 、 出 陣 っ と 。 気 に し な いで いい よ 、 戦 う の は 割 と 好き な の ] 

「 あ た し で よけれ ば 何で も する よ 。 ほら 一 一 一 何 が ほし いか 、 言 っ て みて ?] 

「 キ ミ は 何 が 好き ? あたし は 、 空 と 大 地 と 人 の 繋が り 。 あ と は お いし い ゴ ハン が あれ ば 最高 一 
「 お 腹 す いた ? よし っ 、 何 か 作ろ っ か !」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

一 世紀 、 プ リタ ニア の 若き 戦闘 女王 。 
悪 開 な 侵略 の 果て に 自分 と 娘 た ち を 陵辱 し た ロー マ 帝 国 を 許す まじ と ブリ タニ ア の 諸王 を 率い て 叔 乱 を 起こ し 、 数 多く 
の 戦果 を 上 げ て 一 時 は 帝国 軍 を 圧倒 し た が 、 最 後に は 皇帝 ネロ の 軍 に 敗れ 去り 、 落 命 。 

後 年 、 プ リ テ ン に 於 ける pI と し て 伝説 と な 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

彼女 は プリ タニ ア の すべ て を 愛し て いた 。 

風 と 大 地 を 。 花 と 草木 を 。 泉 と 清流 を 。 虫 と 鳥獣 を 。 そ し て 何より も 、 人 を 愛し て いた 。 
心 優し い 夫 た る プラ スタ グ ス 王 に 寄り 添っ て 、 年 若く し て ふた り の 娘 を 授かっ て 。 

部 族 同 士 の 小競り合い を 除け ば 、 プ リタ ニア は 平穏 で ある と 言え た 。 


海 の 彼 方 か ら 訪れ て 幾つ か の 都市 を 造っ た ロー マ 帝 国 が 接触 を 図っ て きた 時 に も 、 ま だ 、 彼 女 は 信じ て いた 。 対話 と 交 
流 に よっ て 争い は 回 避 で きる も の と 。 
事実 、 ロ ー マ 皇 帝 ク ラウ ディ ウス は 争い より も 交流 を こそ 求め た 。 


だ が 、 あ の 日 。 あの 時 。 

プラ スタ グ ス 王 が 死 し て 、 す べ て は 変わ っ た 。 

時 同じ くし て 逝去 し た フラ ウデ ィ ウス に 代わ り 、 新 た に ネロ が ロー マ 旦 帝 の 座 に 就 いた 頃 より 、 帝 国 の 代官 は プリ タニ 
ア に 重税 を 課 し 、 次 々 と 土地 を 奪い 、 民 を 奴隷 と し て 徴集 し 始め た の だ 。 

それ は 、 紛 うこ と な き 侵 略 そ の も の だ っ た 。 
彼女 は プリ タニ ア の 女王 と し て 猛然と 抗議 を 行っ て : 
待っ て いた の は 壮絶 な まで の 仕打ち だ っ た 。 


CHE. 暴力 と 陵辱 。 苦痛 と 鮮血 。 心 と 体 に 深い 傷 を 受け な が ら 、 彼 女 は 決意 する 。 

ロー マ へ の 反抗 を 。 故郷 の 守護 を 。 復 讐 を 。 か くし て 、 彼 女 は 若き 戦い の 女王 と な っ た 。 

プリ タニ ア 台 地 の 諸王 を 纏め 上 げ 、 大 軍団 を 率い て 精 強 の ロー マ 軍 へ と 立ち 向かっ た 。 

自分 た ち が 受 けた 血 涙 の 苦し み を 、 憎 き 帝 国 の 者 ども へ 。 プリ タニ ア に 建造 され た 三 つ の ロー マ 都 市 を 喋 呈 し 、 兵 と 民 
の 区 別 な く 殺 し 尽く し た 。 

女 も 。 子供 も 。 自分 と 同じ く 年 若い 母 た ちや 幼い 子供 さえ も 、 ロ ー マ の 民 で あれ ば 躍 自 わ ず に 刃 を 振り 下ろ し た 。 


ーー で で て さき | 最後 の 決戦 は 、 ワ トリ ング 街道 で 行わ れ た 。 


AY 


LS LA Al XA 


対す る は 、 名 将 と し て 知ら れ た ロー マ 軍 総 叔 スエ トニ ウス ・ パ ウリ ヌス 。 遠く マウ レタ ニア に 於 ける 武勇 の ほど は 、 ふ 
た つの 海 を 隔て た プリ タニ ア に も 閣 き 渡っ て いた 。 ブ リタ ニア 西部 (現在 の ウェ ー ル ズ ) を 平定 し て みせ た その 手腕 は 
恐る べき も の だ っ た 。 

数 に 勝る ブリ タニ ア の 諸王 連合 軍 で あっ て も 、 果たし て 勝ち 得る も の か 。 

戦車 を 駆っ て 彼女 は 挑ん だ 。 

二 〇 万 の 諸王 連合 軍 と 、 一 万 の ロー マ 帝 国軍 。 

彼 我 の 戦力 差 は 圧倒 的 で あっ た は ず な の に 、 敗 れ た 。 sath 
スエ トニ ウス の 噂 に 違わ め 知 略 と 、 高 度 に 訓練 され た ロー マ 兵 た ちの 精確 極まる 戦闘 行動 の 前 に 、 大 義 の 軍 は 呆気 な い 2 
ほど に 敗れ 去っ た 。 


大 義一 一 一 


カム ロ ド ゥ ヌ ム 、 ロ ン デ ィ ニ ウム 、 ヴ ェ ル ラミ ウム 。 

ロー マ の 三 都市 を 践 咽 し 、 里 笑 と 作 葉 の 下 に 暴力 と 際 辱 を 与え 、 苦 痛 と 鮮血 を 撤 き 散ら し た 自分 に 、 果 た し て 女神 アン 
ドラ スタ の 加護 は あっ た の か 。 

辱め の 限り を 尽く され る 娘 た ち 。 

涙 な が ら に 、 幼 子 た ちの 助命 を 請う か 細い 声 。 

あれ は 、 か つて の 自分 の 姿 と 声 、 そ の も の で は な か っ た か ? 

彼女 は 死 の 間際 に 想う 。 

AB. 本当に 守り た か っ た も の を 既に 、 自 分 は 手放し て いた の か も し れ な い 、 と 。 


近代 以降 の 英国 に お いて 篤く 祀っ れ て いる 彼女 は 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 に する に あたり 、 周 去 の 戦い の 折 の 激 し さ 
を 失っ て いる 。 

英霊 と し て 在 る ブー ディ カ は 、 本 来 の 彼女 、 す な わ ち 慈愛 の 女 と し て こそ 創 を 振る う 。 

ブリ タ a 郷 を 母 の 力 と し て 。 


ロー で 系 サー ヴァ ント N he 
J | Be 

ン ネロ 

気に入ら な い 相 手 。 正直 に 言う と 不 倶 戴 天 の 瑞 。 ン 
た だ 、 一 個人 と し て の ネロ の 在り 方 を 知っ て いく と 、 怒り の や り 場 に 困っ て し まう 。( ネ ロ は 戦い の 後 、 敗北 し た ブー デ | 7 
“| ィ カ た ち へ の 残酷 な 行い を 知る に いた り 、 事 に あたっ た 将軍 た ち を 叱 豆 し た と いう 

アル トリ ア と 円 卓 の 騎士 た ち 

愛 い 妹 や 弟 の よう な も の 。 

プリ タニ ア を 守り 通し た 女王 や その 騎士 と 見 な し 、 自 分 に で き な か っ た こと を 成 し た [ 妹 | 「 弟 ] と し て 猫 か わい が り に 
可愛 が る 。 

会 う 度 に 、 あ れこ れ と 世話 を 焼く 。 親戚 の お 姉さん と いう か 、 従 姉妹 の お 姉ちゃん 。 

ガレ ッ ト 食 べ て いっ て ? 

英国 系 サー ヴァ ント 

遠 線 の 子 の よう な も の 。 

まあ まあ 、 遠 く か ら 良 く 来 た ね え 。 ガレ ッ ト 食べ て いっ て ? 


ACTER Profile 


2 段階 目 の 絵 を 1 段階 に は れ ば よかっ た 一 …。 母性 と 背 の 高い キャ ラ 感 を 出す た め に 胸 や ら 足 や ら に ボリ ュー ム を つけ る よ 
う 気 を つけ て 描き まし た 。 怖 い 表 情 と 第 3 段階 が な か な か 好評 で 嬉し い 限り で す 。 あり が た や ー。( 蒼 月 タカ オ ) 
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EEII >5- EEA + 若 丸 ( 源 義経 
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i 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order [Y 


SL 


7 
ROTH, SS5PSRUMER)IEUESN, ER TEA. 
Sr :C ME ¿MM A AMA No \ 
EM FO MBR 5. AR. MAUI E AD ERHEBT. 


IO AN 


” 天 网 DER 法 :A 
ANOTFHECHSRIAM SRKEB DREW SIRENS. 
剣術 、 Shi, MTEC OMAR VES PMR CICA 


AFANES AMIGA < FECRAOAWORICL BONS 


HOT: B 


ゃ な お うり ゅ う り た 


E EA 


和牛 若 丸 が 源義 経 と な り 、 奥州 で 困 て る まで に 産み 出さ れ た 様々 な 伝説 の 貞 現 化 
五 つ の 奥義 の 内 、『FateGO] で は [壇ノ浦 ・ 八 般 跳 」 の み が 使用 され て いる 。 


O 〇 自在 天 眼 ' BER WERK 
フィ ー ル ド 上 に いる 全員 の 強制 転移 。 自 陣 を 圧倒 的 有利 、 瑞 陣 を 圧倒 的 不利 に 変更 する 。 
(「FateGO」 で は 使用 され な い ) 


〇 薄 緑 ・ 天 刃 縮 歩 対人 興 義 
薄 緑 に よる 糧 光 の 斬 撃 。 天 狗 の 歩 法 に よる 縮 地 か ら の 一 撃 は 、 映 すこ と が 難し い 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


[ES AN 

武蔵 坊 弁慶 の 肉体 の み を 擬似 的 に 再現 。 FENDEREHNEITNIEENNEE, BEL TEBERD, 
B ラ ンク の 対 軍 宝 具 まで な ら 防 ぎ き れる 。 

(TFateGOJ で は 使用 され な い ) 


〇 壇ノ浦 ・ 八 帆 味 対人 奥義 

ラン ク :C 種別 : 対 人 奥義 レン ジ : 1 最 大 捕捉 : 1 人 

だ ん の うら ・ は っ そう と ぴ 

壇ノ浦 で 見 せ は た と いう 、 八 肛 跳 び の 具現 化 。 ど れ ほ ど 足 場 が 悪く と も 、 足 を 載せ る 箇所 が わずか で も あれ ば 
跳 曜 に よる 移動 が 可能 。 ま た 、 跳 曜 力 その も の の 強化 も 行う 。 


OMA, + AMAR AE 
薄 緑 の 本 来 の [ 力 | を 発揮 する 。 周 囲 の 「 魔 ] を 打ち 払い 、 音 に よる ダメ ー ジ を 加え る 。 
([FateGO) で は 使用 され な い ) 


人 物 


〇 性 格 

凛と し た 美貌 の 剣士 。 
ABBLUZCHUEINS, BOER SET. ATIIRSEDKIRTELNERED. 

万 人 が 聞き 惚れ る 美声 と 言葉 使い だ が 多 弁 な 性 格 で は な く 、 必 要 な 事 を 、 必 要 な 時 に 口 に する 。 
また 、 そ の 優れ た 武 を 誇る 事 は な く 、 戦 い の 場 と 結果 の み で 証明 する 事 を 良し と する 。 


買 方 、 〇 〇 殿 。 マス ター は 主 殿 。 彼女 。 


不 言 実行 、 礼 節 を 弁 えた 武士 の 鑑 と 言え る 人 物 。 

… と 、 そ の よう に 見 えて いる だ け の 生粋 の 戦闘 マシ ー ン 。 

まっ すぐ で 嘘 の つけ な い 性 格 な た め 、 や る こと な す 事 、 す べ て "一 直線 ・ 最 短 最速 "に な っ て し まう 。 普通 の 人 間 が これ 
を や る と た いて い は 失敗 し て 反省 し 、 次 か ら 色々 と 計画 を 練る …… 考 察する …… の だ が 、 困 っ た 事 に 彼女 は 超 の つく 天 
才 だ っ た 。 な の で 失敗 する 事 な く 、 こ の 困っ つた 性 質 の まま 成長 し て し まっ た の で ある 。 

こと 戦い に お いて は 非情 、 冷 徹 、 最 適 手 の 権 化 だ が 、 日 常 で は “ 宛 の 力 に な り た い 、 主 の 力 に な り た い 、 立 派 な 人 物 の 
助け を し た い "と 一 途 に 願う 少女 で ある 。 

言 で 言う と ころ の 「 プ レー キ の 壊れ た 忠 犬 ]。 

人 人 懐 っ こく 、 明 る く 、 忠 実 だ が どこ か ー 本 ネジ が 外れ …… い や 、 行 方 不明 に な っ て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
極限 な まで に 昇華 され た 才能 と 、 途 方 も な い 上 忠誠 心 が 絡み 合い 、 知 ら ぬ 者 に は 「 と ん で も な い 天才 が まっ た く 理 由 も な 
く 、 自 分 に 滅茶 苦 茶 懐 いて くる ]」 と し か 思え ず 、 そ れ に 恐怖 心 を 抱く か も し れ な い 。 

部 下 へ の 扱い は まさ に 鬼 。「 私 が 戦い や すい 場 を 作る た め に 死ね 。 そ れ が お まえ た ちの 役割 だ ] 


O 台詞 例 

件 若 丸 、 ま か りこ し まし た 。 武士 と し て 誠心 誠意 、 尽 くさ せ て いた だ きま す 」 

[ 何 度 裏切ら れ て も 、 や っ ぱり 私 は 誰か の た め に 戦い た いで す 。 主 ど の が 許し て くれ る の な ら 、 最後 まで 一 緒 に …… い え 、 
な ん で も あり ませ ん 

[ほん ぽこ りん ] 


。 〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 


源義 経 。 

恐らく 日 本 に お いて その 名 を 知ら ぬ 者 は 存在 せ ぬ ね で あろ う 人 物 で ある 。 

TOR MUERA! と いう 読 に も よく 表れ て いる 。 

即ち 天性 の を 持ち 、 カ リス マ に 溢れ な が ら も 兄 で ある 頼朝 に その 人 気 を 巡 ま れ 、 対 立 の 未 に 敗れ 去っ た 悲劇 の 武将 一 
ーー それ が 正しい の か 、 正 し く な いか は 別 と し て 。 …… この 和牛 若 丸 は 間違い な く 怪 物 で ある 。 


何しろ 彼女 は 人 の 心 が 読み 取れ な い 。 己 が 人 を 惑わ せ て いる こと が 理解 ら な い 。 


「 愛 と は 、 一 体 何 な の で し ょ うか ] 

和牛 若 丸 は そう 尋ね る 。 幼 い 頃 に 寺 に 預け られ 、 母 の 愛 も 父 の 愛 も 知ら ぬ ま ま に 育 て られ た 彼女 は 、 真 っ 当 な 両親 の 愛 も 、 
恋人 が 紡ぐ 愛 も 知ら な い 。 

ー つ だ け 事 実 が め る と すれ ば 、 和 牛 若 丸 は 武士 だ っ た 。 

武士 は 主君 に 仕え 、 BABA. 彼女 に と っ て それ だ けが 真実 で 、 そ れ 以外 は どう で も いい こと だ っ た 。 

幼い 頃 に 親元 か ら 離さ れ 、 深 山 に お いて 天狗 に 鍛え られ た 彼女 は 、 つ い ぞ "人 間 ら し さ " を 育て る こと が で き な か っ た の 
で ある 。 そ の 在り 方 は 忠 犬 …… 自 分 の 為 で は な く 主 の 為 に 戦う 、 純 粋 な 獣 に 近い 。 

と いう 訳 で 褒め られ る た め に 、 牛 若 丸 は 勝利 し た 。 


徹底 的 な まで に 勝利 し た 。 そ れ は あら ゆる 虚飾 を 剥ぎ 取り 、 実に 能率 的 に 敵 を 殺 款 する 手段 を 選択 し た か ら に 他 な ら な い 。 
頼朝 が 恐れ た の は 、 和 牛 若 丸 の 次 第 に 高まる 人 気 で は な い 。 
彼女 の 、 一 皮 和 剥け ば 味方 た ち に 向け られ る か も し れ な い 攻 …… 権 力 に よる 利益 関係 に まっ た く 馴 染 ま な い 非 人 間 性 を 恐 


Fur \ \ 


A AM 


れ た の だ 。 

平家 を 滅ぼし た 後 、 頼 朝 は すぐ に 和牛 若 丸 抹殺 に 取り 掛か っ た 。 
彼女 の 身分 が まだ 定まら ぬ 内 に 滅ぼさ ね ば 、 必 ず 後 願 の 憂い と な る 。 
何しろ 義経 に は 政治 が 分 か ら ぬ 。 人 の 心 が 分 か ら ぬ 。 そ の よう な 前 時 代 的 な 獣 が 親類 に いて は 、 頼 朝 が 目指 す 時 代 が 作 
れ な く な る 。 

巻 で は 権力 争い の 未 に 頼朝 は 弟 を 殺す の だ 、 と 噂 され た 。 

和牛 若 丸 は 納得 する 。 そ の 筋書き は 正しい 。 

頼朝 の 思惑 は どう あれ 、 和 牛 若 丸 の 気 持ち は どう あれ 、 こ の 状況 で あれ ば 自分 が 処分 され る の は 道理 が 通っ て いる 、 と 。 


平家 が 居 な く な っ た 以上 、 頼 朝 の 次 の 政敵 は 自分 で ある 。 兄 の 妻 、 北 条 政 子 に と っ て も 源義 経 な ど 不 要 で あろ う 。 
そう で あれ ば 兄 が 望 お 通り 、 兄 の 敵 と し て 振る 舞い 戦っ て 死ぬ の み 。 

そう 考え た 和牛 若 丸 だ が 部 下 に 説得 され 、 奥 州 に 逃れ る 事 に な っ た 。 

それ で も 頼朝 は 執 拓 に 彼女 を 追っ た 。 彼女 を 家族 で は な く 、 人 外 の 怪物 と 見 な し て 追跡 し た 。 


ーー 一 お か し いな 。 これ は ちょ っ と 道理 が 通ら な い 。 

ーー 一 で も 、 損 得 よ り 感 情 を 優先 する の が 人 間 だ っ た 。 

ーー 一 兄 上 に 褒め て ほし い ば か り で 、 私 は 何 か 欠 け て いた 。 
ーーー そ れ を 最期 まで 改め られ な く て 、 申 し 訳 あ り ま せん 一 一 一 


牛 若 丸 は 奥州 に て 討た れ た も の の 、 名 は 日 本 の 歴史 に 刻ま れ た 。 
その 本 質 を 誰 一 人 理解 され ぬ ま ま に 。 


+ 


FateGO で は 兄 上 大 好き っ 娘 で あり 、 マ スタ ー 大 好き っ 娘 と し て 活躍 する 。 

何事 に も 動じ な い フ クー ル な 素振り …… か ら 繰り 出さ れる パー サー カーー 歩 手前 の 銘 猛 さ に は 誰 も が 面 を 食らう だ ろう 。 
「 あ の 敵 の 船 が 使え れ ば ……] と マス ター が 悔し が れ ば 、「 お 任せ くだ さい 主 殿 ! | と 疾風 の よう に 船 に 向かっ て 駆け 、 数 
分 後に 「 主 殿 、 こ ちら へ ! | と 船 に マス ター を 案内 。 

し か し 船 を 動か す た め の 船員 以外 は みな あの 世 行 き と いう 修 雇 場 を けろ っ と こなす 。 

部 下 に は 冷徹 な 和牛 若 丸 だ が 、 そ れ は 彼女 も やはり 源 氏 の 血 を 引く 者 、 根 は [支配 者 | 故 で ある 。 マス ター に 対し て 忠 犬 な 


ENE 
弁慶 を 名 乗る 男 …… と 大 体 は 理解 し て いる が 、 弁慶 を 名 乗る と は 大 腸 不 敵 に も 程 が ある 。 面 白い の で 弄 くり 回 そう 。 fa 
きた ら 寺 の 裏 で 斬り 捨て よう 。 

Fi + VILI 

「 残 念 三 人 組 ] に アル トリ アオ ル タ に よっ て 分 類 さ れ た 。 

みな それ ぞ れ 常識 人 の 皮 を 被っ た 変人 た ちな の で 、 た い へ ん 波長 が 合う 。 

[私 が 思っ て いる 事 を 口 に する と た いて い の 人 々 は 真顔 に な る の で す が 、 莉 堤 ど の 、 マ ル タ ど の は 何事 も な か っ た よう に 
会 話 を 続け こく れる の で す 。 こ ん な 話し や すい 人 た ち は 初 め て で す ! | 

源 頼 光 

嬉し 恥ず か し ご 先祖 様 。 母 親 の よう に 感じ て いる 。 そし て な ん と な く 、「 あ 、 私 た ち 根 は 近い な 」 と 感じ て いる 。 


CHARACTER Profile 


LJ from Illustr#or = : A に 


| 武具 を た くさ ん 付け た の で 、 作 業 量 が 勝手 に 多く な っ て 大 変 で し た 。( 坂 本 みね ぢ ) | 
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ダス バキ ル 


対 魔力 :D 
詠唱 が 一 工程 の 魔術 を 無効 に で きる 。 


FT U < 


神 回 適性 。 ア レキ サン ダー は 最高 神 ゼ ウス の 息子 で ある と され る が 、 少 年 の 頃 に は それ ほど 高い 神 性 を 有 し て は いな い 。 
宰 性 が 高く な る ほど に アレ キサ ンダ ー は ゼウス の 息子 と し て の 自己 と 大 王 と な る 自己 を 認識 し 、 成長 し て いく こと に な 
る 。 


iis), RR), 


男女 を 問わ ず 魅 了 の 魔術 的 効果 と し て 働く が 、 対 魔力 スキ ル で 回 避 可 能 。 対 魔力 を 持っ て いな く て も 抵抗 する 意思 を 持 
っ て いれ ば 、 あ る 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 


Bis AD EMME] AFILEULTÄRUNTUIS. 
と は 言え 、 こ の 時 点 で 並 の 王 が 持ち 得る 詳 を 超え て いる 。 


いずれ 征服 王 イ スカ ンダ ル と し て 有する こと に な る 精神 性 の 片鱗 。 
精神 を 駆 活 させ 、 名 種 判 定 に プラ ス 補 正 を 与え る 。 
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E AA 
HE DEE 


プ ケ ファ ラス 。 

アレ キサ ンダ ー の 愛馬 に し て 伝説 の 名 馬 で あり 、 恐 る べき 人 食い の 馬 で も ある 。 
彼 以外 に は 誰 に も 乗り こなす こと の で き な い 暴れ 馬 で あり 、 も し も 乗り こなす こと が で きた 者 は 世界 を 得る だ ろう と 語 N 
られ た 。 既 に プ ブ ケ ファ ラス は 一 箇 の 英霊 と し て 存在 を 得 て い る 。 すなわち 宝 具 に し て 英霊 、 英 霊 に し て 宝 具 、 で ある 。 
後 年 の アレ キサ ンダ ー 一 一 一 イス カン ダル が 宝 具 「 王 の 軍勢 】 を 使用 し た 際 に 参じ る 黒 馬 こ そ が この プ ケ ファ ラス で あ 
り 、 サ ー ヴ ァ ン ト ・ ア レキ サン ダー 少年 は この 馬 を 戦闘 時 の 乗 崎 と し て 用 いる 。 

真名 解放 に よっ て 、 騎 乗 状態 の まま 敵陣 へ 猛烈 な 突撃 を 行い 、 父 た る ゼウス の 雷 を 撤 き な が ら 忠 嗣 す る 。 UR BE 
か な る 忠 再 制覇] より も 小さ い が 、 機動 性 に 優れ る 。 


ゼウス ・ フ ァ ン ター 


神 の 祝福 


ゼウス ・ フ ァ ン ダー。 ア レキ サン ダー 少年 の 、 神 の 子 と し て の 自 が 宝 具 と な っ た モノ 。 

使う ご と に ゼウス の 雷 が 彼 の 肉体 を 強化 し 、 神 性 スキ ル も ラン ク が 上 が っ て いく 。 代 わり に 紅 顔 の 美少年 スキ ル が ラン 
クダ ウン する 。 つ まり 、 あ まり 使い すぎ る と ? 

([FateGO] で は 使用 され な い ) 


atesora adora 


AD 


僕 君 彼 / 彼 女 / あ の ひと 


の 性格 

明る く 朗 ら か 。 可 能 性 に 満ち 溢れ た 紅 顔 の 美少年 。 

言動 は 基本 的 に 子供 の それ で あり 、 人 人懐っこく 誰 と で も 分 け 隔て な く 接する が 、 要 所 で は 冷静 。 いざ と な れ ば 冷酷 な 手 
段 を 選ぶ の も や が さか で は な い 。 

基本 的 に 嘘 を 吐 か ず 、 吐 く 必 要 が な いと 思っ て いる 。 

自分 の 五感 で 感じ る まま に 世界 を 受け 止め 、 多 く を 学習 し 続け る 。 


人 類 史 の 終 可 は すなわち 、 自 ら の 可能 性 さえ 閉ざさ れる 事 に 他 な ら な いと 彼 は いずれ 気付 くだ ろう 。 そし て それ を 彼 は 
Biss, Ware. 
褒 まり の 一 歩 を 踏み 出 そ うと する 精神 の 頭 れ は 、 マ スタ ー の 助け と な る に 違い な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対す る 忠誠 心 は それ ほど 高く な い が 、 友 人 と し て の 信頼 は 寄せ て くる 。 

学ん で いる 最 中 の 年 頃 で ある た め 、 構 築 し や すい 関係 性 は 「 友 人 ・ 学 友 ] ある い は 「 先 生 ・ 生 徒 ] で あろ う 。 

あく まで アレ キサ ンダ ー 少 年 と し て 現 界 し て いる が 故 、「 征 服 王 イス カン ダル ] と し て 有する こと に な る 大 願 へ の 拘り は 
薄い 。 いずれ 成長 し て 経験 する 多く の 事柄 、 そ の 胸 に 抱く こと に な る も の を 、 彼 は 未だ [BOBO] と し て 実感 し きれ 
な い の で ある 。 


O 台詞 例 

「 僕 は アレ キサ ンダ ー。 ア レク サン ドロ ス 三 世 、 で も いい よ 。 も ちろ ん 他 の 名 前 で も ね ] 
「 経 験 豊富 な は ず な の に 新鮮 な 気分 一 っ て の は 、 不 思 議 だ ね ] 

Mist プ ケ ファ ラス ! 我 が 忠 足 は ここ か ら 始 まる ! J 

「 ア リス ト テ レス 先生 の 言う 通り だ っ た な ] 

[B, 好き な も の は ある ? 僕 に は 沢山 ある よ 」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
紀元 前 四 世 紀 、 マ ケド ニア 王国 の 若き 王子 。 

絶世 の 美少年 で あり 、 ギリ シャ の 哲学 者 アリ スト テレ ス を 始め と する 数 多 の 質 者 に その 才能 を 見 出さ れ た 天才 で あり 、 そ 
し て 、 ギ リ シ ャ の 叙事詩 「 イ リア ス 」 を 心から 愛す る 無邪気 な 子 。 

時 に 哲学 や 政治 学 を 学び 、 時 に 胸 躍 る 神話 を 読み 晃 り 、 時 に 兵士 と し て の 鍛錬 を 積み 、 多く の 才能 を 開花 させ な が ら 、 彼 
は 、 あ ら ゆ る 可能 性 を 許さ れ て いた 


如何 な る 理由 か 、 少 年 の 姿 で 召喚 され た 征服 王 イ スカ ンダ ル こ と アレ キサ ンダ ー 少 年 。 
外見 だ け で な く 精 神 も 少年 時 の も の と な っ て いる 。 決し て 記憶 が 失わ れ て いる 訳 で は な い が 、 青 年 期 以 降 の 記憶 に 関し 
dl [実感 が 薄い ] 状態 で は ある 。 


〇 通常 武器 

スパ タ と 呼ば れる 片手 剣 に よる 近接 攻撃 。 

戦闘 時 に は 、 常 に 、 宝 具 で ある 大 き な 黒 い 馬 に 騎乗 し て いる 。 黒 馬 の 王子 様 。 
(愛馬 プ ケ ファ ラス は 歴 と し た 一 箇 の 英霊 で も ある ) 


O 因縁 キャ ラ 

孔明 エル メロ イ 

先生 と 生徒 。 な ん だ か 奇妙 な 感覚 を 覚え る も の の 、 生 徒 と し て 振る 舞う 。 
イス カン ダル 

未来 の 自分 。 ぴん と 来 て は いな い 。 

ダレ イオ ス 

未来 の ライ バル 。 
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初め て 指定 を 頂い た 瞬間 2 度 見 し まし た 。 ど の 程度 イス カン ダル の 面影 を 残す か ( 逆 で す が ) 悩ん だ の で す が 、 も うい っ そ 
開き 直っ て 描き まし た 。 華 春 目 の 少年 と の 対比 さ で ブ ケ ファ ラス は も っ と 巨大 に し た か っ た の で す が 、 肝心 の アレ キサ ンダ 
ー が 画面 上 小さ く な っ て し まう の で 、 ま だ 成長 期 … と 脳 内 言い 訳 で ちょ っ と 小さ めで す 。(BUNBUN) 
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設定 作成 桜井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン : ギ ンカ ン CV: MERLO 


o A 
= Tr E TE IP 
騎乗 A+ 


神 よ り 授かっ た 王権 の 申し 子 で ある 彼女 は 、 フ ラン ス 王 家 の 象徴 る 白馬 の 獣 を 始め と し て すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 
に 操る こと が 可能 で ある 。 た だ し 、 章 種 に つい て は 騎乗 で き な い 。 


O 

RUDA, 

BREICHLTIEET ORAR ELTON, NADIA RICE, 対 魔力 を 持っ て いな く て も 抵抗 する 意思 を 
持っ て いれ ば 、 あ る 程度 流す る こと が 出来 る 。 


麗し の 姫君 : 


付け る カリ スマ 性 。 
A ラ ンク の スキ ル を 有する マリ ー は 、 た だ 存在 する だ け で 自分 を 守る 騎士 た る 人 物 を 引き 寄せ る 。 


A 


百合 の 王冠 に 栄光 あれ 


ギロチン ・ プ レイ カー。 

栄光 の フラ ンス 王権 を 象徴 し た 宝 具 。 対 軍 宝 具 。 

外観 は 、 フラ ンス 王家 の 紋章 (百合 の 花 の 紋章 ) が 入っ た ガラ ス で 構成 され て いる 美しい 馬 。 真名 解放 に より マリ ー は こ 
の 馬 を 呼び 出し 、 き らき ら と 輝く 光 の 粒子 を ふわ り と 撤 き な が ら 戦 場 を 駆け 抜け て 、 王 権 の 敵対 者 に ダメ ー ジ を 与え る 。 
同時 に 、 味 方 の パッ ドス テー タス を 解除 し 、 体 力 や 魔力 を 回 復 す る 。 

(旧名 は フル ー ル ・ ド ・ リ ス 。) 


Pr ae | ‘ N 
SS 


クリ スタ ル ・ パ レス 。 

結界 宝 具 。 

歴代 フラ ンス 王家 の 権勢 を 示す 巨大 に し て 優美 を 誇る 宮殿 が 出現 し 、 マ リー と 味方 の ステ ー タ ス を 一時 的 に ラン フク アッ 
プ さ せる 。 

た と え 王 権 が 消え 失せ た と し て も 、 愛 し た 人 々 と フラ ンス は 永遠 に 残る 、 と いう マリ ー の 信念 が 、 新 時 代 と 発展 の 象徴 


と し て の クリ スタ ル ・ パ レス を 呼び 起こ す 。 隣 国 イ ギリ ス は ロン ドン の 万 国 博覧 会 で 作り 上 げ ら れ た [水 晶 宫 | と 同名 で 
ある の は 、 決 し て 皮肉 等 で は な く 、 マ リー の 愛 が いか に 広範 で ある か を 示す も の だ ろう 。 

「 わ た し 、 大 好き な の ! ロン ドン 万 博 の フリ スタ ル ・ パ レス 。 だ か ら 宝 具 を 用 意 す る 時 に 参考 に し た の だ けど 、 何 か 問 
題 が めった か し ら ……?] 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


AD 


わた し Gl あな た / 買 方 ノ 買 女 Ed 彼 / 彼 女 / あ の ひと 
〇 性 格 
生ま れ な が ら の 偶像 (アイ ドル ) 。 

微笑 み で 軍 生 を 癒 や し 、 眼 差し で 心酔 を 得る 。 

愛さ れる た め に 生ま れ た こと を 、 理屈 で は な く 本 能 と し て 実感 し て いる 。 偶 像 で ある こと を 受け 入れ 、 BU SENS 
x まま に 振る 舞 お うと 決め て いる 。 

その 精神 性 は 既に 、 あ る 種 の 女神 に ほど 近い 。 


決し て 民 を 憎 ま な い 。 

愛さ れる た め に 生ま れ た が 故に 、 民 を 愛す る 。 も し も 民 が 自分 を 不要 だ と 叫び 、 捕 ら え 、 殺 す の だ と し て も 、 死 の 瞬間 
で さえ 彼ら に 微笑 ん で みせ る 。 

た だ し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 彼女 の 精神 は 、 基 本 的 に は 「 ル イ 十 六 世 と 結婚 し 、 王 刀 と し て フラ ンス を 訪れ 、 数 多 の 
国民 か ら 祝 福 さ れ 愛 され た 瞬間 ] で 止ま っ て いる の で 、 悲 劇 の 王妃 と し て の 側面 は な か な か 見 せな い 。 

NS (その 後 の 記憶 が な い 訳 で は な い 。 た だ 、 精 神 や 性 格 の 時 期 が 「 そ の 頃 ] な だ け ) 


< 素直 。 天然 。 思っ た こと は な ん で も 口 に する 。 好き な も の に は 好き だ と 言う し 、 そ う で な いも の に は 嫌い と 言う 。 


お 風呂 好き 。 母 マ リア ・ テ レジ ア の 影響 で と て も きれ い 好 き 。 な の で 、 香 水 は 強 いも の で は な く 「 お 花 や ハ ー ブ の よう 
な 、 軽 いも の が 良い わ ]。 


= u 浪費 家 。 自 分 で も や わから な いま ま に あ れ これ 浪費 し て し まう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

主人 公 (マス ター) と の 絆 が 深まる と 、 悲 劇 の 側面 を 見 せる よう に な る 。 

まさ し くそ れ は 「 愛 を 振り まき 続け 、 身 も 心 も 傷 付い た アイ ドル ] その も の 。 それ で も 彼女 は 美しく 微笑 お の で ある 。 
決し て 、 砺 劇 の 消去 を マリ ー は 望ま な い 。 

O 台詞 例 

「 皆 、 大 好き ーー 一 あり が と う 、 ヴ ィ ヴ ・ ラ ・ フ ラン スリ 

「 わ た し の こと を 好き で いて くれ る 皆 に 、 ど うか 、 素 敵 な 恩 世 が あり ます よう に ] 

| 「 踊 り ま し ょ う 、 唄 いま し ょ う よ ! これ は 楽し い 舞 路 会 

「 さ ん ざめ く 花 の よう に 、 陽 の よう に ] 

「 プ リオ ッシュ は 美味 し いわ 。 HER? 何 ?] 


y 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ハプスブルグ 家 の 系 譜 に あたる 、 十 八 世紀 の フラ ンス 王妃 。 ル イ 十 六 世 の 妃 。 人 き 買 婦人 。 

ドイ ツ 系 大 中 族 ハ プス ブル グ 家 の 商 た る マリ ア ・ テ レジ ア と ロレ ー ヌ 公爵 家出 身 の 神聖 ロー マ 皇 帝 フ ラン ツー 世 の 間 に 
生ま れ 、 欧 州 世 界 の [RICKS REC] を 象徴 する 存在 と し て 生ま れ 育 っ た が 、 王権 の 絶対 性 が 失わ れ て いく 人 類 史 の 放 
流 、 世 界 の 変化 の 前 に 命 を 落と し た 。 


王権 の 象徴 と し て 愛さ れ 、 祝 福 さ れ て 生き な が ら ー 一 一 

王権 の 象徴 と し て 憎まれ 、 周 め ら れ て 死に 果て た 。 

高 買 の 出自 、 政 略 結 婚 、 宮 廷 生活 、 そ し て 革命 と 処刑 。 その 生き 様 と 死に 様 は 、 まさ し く 「 偶 像 ] と し て の 王権 の 具現 で 
あっ た と 言え る 。 

革命 前 後に は 多く の 人 か ら 憎 悪 の 対象 と な っ た が 、 現 代 の フラ ンス で は 名 準 回 復 が 行わ れ て お り 、 角 魚 に あめ っ て は 宮廷 
費 を 削り 寄付 金 と 成 し 、 目 ら 買 族 達 に 人 々 へ の 援助 を 求め る 等 、 国 民 を 想う 女性 で あっ た こと が 確認 され て いる 。 
悲劇 は あっ た 。 けれ どー 一 

彼女 は 決し て 聖杯 に 願わ な い 、 悲 劇 の 消去 を 。 彼女 は 自ら の 役目 を 果たす の み 。 すなわち 、 

空 に 放 き を 。 地 に は 恵み を 。 

民 に 、 幸 せ を 。 


人 を 惹き 付け る 声 で ある と 同時 に 、 王 権 に よる 力 の 行使 の 宣言 で も ある 。 
象徴 的 な 存在 と し て 現 界 し て いる マリ ー は 、 歌 声 ひ と つ で 王権 へ の 英 対 者 に 対し て 魔力 グ ヴ メ ー ジ を 導い て みせ る 。 


〇 コン セプト 

コン セプト は 「 ア イド ル 王 妃 ] 。 

18 世 紀 の フ ラン ス に 舞い 降り た 偶像 。 な いし 、 硝 子 の 天使 。 (宗教 的 な モチ ー フ で は な く 清らか で 優 い モノ の 象徴 、 A 
現 と し て ) 


〇 因縁 キャ ラ 

アマ デウス 

七 歳 の 頃 、 ウ ィ ー ン の 宮殿 に 演奏 家 と し て 招 か れ た 六 歳 の 天才 少年 が 転ん で し まっ た 際 、 彼 へ と 優し く 手 を 差し 伸 べた 
こと が ある 。 実は この 天才 少年 こそ 後 の ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト で あり 、 美 し い マ リー (当時 の 名 は マリ ア ) に 求婚 
し た の だ っ た 。 そ の 時 の 返答 は …… 

英霊 と な っ た 今 で も 、 誠実 で 楽し い 彼 の こと は 「 好 き ] と いう 認識 。 そ れ は 、 幼 い 頃 に 感じ た も の と 何ら 変わ る こと の な 
WIFE) で ある 。 

シャ ルル = アン リ ・ サ ン ソ ン 

マリ ー を ギロチン に か けた 死刑 執行 人 。 

生前 の 彼女 が 最後 に 声 を 掛け た 相手 で も ある 。 処刑 の 直前 、 サ ン ソン の 靴 を 踏ん で し まっ た こと に 対し て 、 マ リー は 謝 
罪 の 言葉 を 述べ た と いう 。 

シュ ヴァ リエ ・ デ オン 

デオ ン の こと は 「 女 性 ] と し て 完全 に 認識 し て いる 。 更に は 、 女性 で あり な が ら 秘 密 任務 と 外交 と に 勤しん だ 人 物 、 と し 
て 深く 尊敬 し て いる 。 

生前 に は ドレ ス を 贈っ た こと が ある 。 

マリ ー と し て は 主従 で は な く 友 人 同士 と し て 付き 合い た いと 思っ て いる の だ が …… 
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CHARACTER Profile 


AS 
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た 肖像 画 が 残っ て いる の で 、 頭 部 に これ で も か と ボリ ュー ム を 持っ て きた ん で す が 、 改 め て 見 る と デカ いで すね ! と ころ 


アイ ドル 王妃 な の で 、 衣装 も スタ イリ ッシュ ? な 方 向 に な り ま し た 。 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト は 盛り 髪 や 大 き な 帽 子 を し 
どこ ろ に 白百合 の モチ ー フ を 入れ て いる ん で す が 、 ツ イン テー ル の 先端 が 特に お 気に入り で す 。( ギ ンカ ) 


マル タ 
EE ライ ター EI マル タ 


Ext EN sx. soez 
q gar BE sion Ea 


ググ スス キル 


対 魔力 :A 
A ラ ンク 以下 の 用 


騎乗 A++ 
ライ ダー と し て 現 界 し た マル タ は 、 す べ て の 獣 、 乗り物 を 自在 に 操る こと が 可能 で ある 。 
Hii 本 来 は 騎乗 スキ ル で は 乗り こなせ な い は ず の 竜 種 に つい て も 、 例 外 的 に 騎乗 可能 。 


3 003747 


敬 の 対象 と な っ て いる 。 


T 


MR 


CHARACTER Profile 


保有 スキ ル 


信人 の 加護 


ee 
時 に 不可 能 を 可能 と する 奇 頭 。 
星 の 開 拓 者 スキ ル に 似 た 部 分 が ある も の の 、 本 質 的 に 異な る も の で ある 。 適 用 され る 物事 に つい て も 異な っ て いる 。 


水辺 を 認識 し た 時 、 マ ル タ の 攻撃 力 は 上 昇 す る 。 ノ ッ て くる の で ある 。 


([FateGO で は 使用 され な い ) 


タラ スク 。 

一 時 的 に 怪獣 タダ ラス ク の 甲羅 を 召喚 し 、 自 分 や 味方 を 守る 。 

味方 (単体) の 防御 力 を 大 幅 に アッ プ さ せる 、 も し く は 短期 間 の 物理 ヴ メー ジ 掴 効 。 
(TFateGOJ で は 使用 され な い ) 


愛知 ら ぬ 哀しき 竜 よ 


o AN 


ni 


タラ スク 。 

怪獣 タラ スク の 召喚 と 行使 。 読み は 『 刃 を 通さ ぬ 竜 の 盾 よ ] と 同じ 。 

巨大 な 頭 、 鋭 い ト ゲ を 生やし た 甲羅 、 六 本 の 脚 、 サ ソリ の よう な 毒 の トゲ を 生やし た 長い 尾 、 と いっ た 特徴 を 持つ 怪物 
こそ が タラ スク で あり 、 上 旧約 聖書 に 記さ れる リヴ ァ イ ア サン の 息子 と 伝え られ る 。 水陸 を 自在 に 移動 する 怪物 に し て 竜 
種 で ある タラ スク は ロー ヌ 川 に 潜み 、 船 を 沈め て は 人 々 を 喰らい 、 討 伐 に 訪れ た 戦士 た ちの 刃 や 矢 を 固い 甲羅 で こと ご | 
と く 弾 き 、 火 を 吐い て 彼ら を 炊き 尽く し た と いう 。 

そん な 無敵 の 怪物 を 鎮め た の が 、 聖 女 マ ル タ だ っ た 。 

マル タ の 宝 具 と し て 召喚 され た タラ スク は 、 大 鉄 甲 竜 ・ 和 熱 大 回 転 撃 に よっ て 敵陣 を 完膚 な きま で に 焼き 尽く し 叩き 濱 
す 。 


AD 


EU Bus! BER Rx /00ehH 

O 性 格 

外面 は 完璧 な 聖女 。 

内 面 も 完璧 な 聖女 

妹 の 存在 の た めか 、 基 本 的 に は お 姉さん 風 の 言 動 が 多い 。 

不屈 の 精神 を 持ち 、 な お か つ 優し く 、 頼り に な る 女性 。 

彼女 が [大 丈夫 | と 言え ば 、 本 当 に 大 丈夫 な の だ と 相手 は 信じ 、 ど ん な 苦境 に あっ て も 立ち 直る 。 人 々 を 柚 い 喰らう 、 荒 
が る 怪獣 で さえ その 聖 性 に 像 いて し まう 。 

パー フェ クト な 聖なる 乙女 。 


た だ し 
特に 親しく な っ た 相手 に は 「 聖 女 で な い マ ル タ 」 を 見 せ て くる 。 う っ て 変わ っ て 表情 と 言葉 は 鋭く な り 、 活 動 的 で 、 勝ち 
気 に な る 。 

親しい 相手 に 見 せる この 顔 は 、 聖 女 と し て 成り 立つ より 以前 の 「 妹 弟 と 一 緒 に 暮らす 町 娘 に すぎ な か っ た 」 自分 の 姿 で あ 
り 、 信 頼 か ら 来 る 甘え の 一 種 と し て の 姿 で も ある 。 

完璧 な 聖女 像 ] か ら 革 か 離れ て いて も 、 人 々 を 愛し 、 人 々 を 守り 導く 信念 と 不屈 の 精神 、 人 々 を 惹き 付け る 魅力 、 等 々 
の 本 質 は 基本 的 に は 変わ ら な い 。 た だ 、 フ ィ ル ター が オン オフ され る か どう か の 違い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

聖女 マル タ は 、 救 世 主 の も の な ら ざ る 聖杯 に 何 も 望 お こと は な い 。 

か つて の 時 と 同じ く 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し て も 聖女 と し て 在 る 。 
故に 、 マ スタ ー の 活動 に は 協力 的 だ ろう 。 


〇 台詞 例 
「 寺 きっ と 世界 を 救い まし ょ う ね 。 で も 、 今 は 休息 が 必要 で すね ] 
昔 は よく お 料理 も お 掃除 も し た ん で す よ 。 え え 、 ベ タニ ア で は いつ も そう し て 」 
「 ど ん な 悪 逆 で あっ て も 、 其処 に は 必ず 理由 が ある の で す 。 そう 生ま れつ いた 、 と いう こと で さえ 、 理由 の ひと つ に 過ぎ 
な い 。 な ら ば 恐れ る こと な ど あ り ま せん 。 人 の 手 に よる も の で 、 計り 知れ な いも の な ど ひ と つも な い の だ か ら ]」 
「…… は 。 何 ? 雰囲気 が 違う ? | ※ 聖 女 じ ゃ な い モ ー ド 


「 は あ 、 嫌 いな も の ぉ お ? いい え 
あり ませ ん 、 オ ホホ ] ※ 


な ん で し ょ うか 、 マ スタ ー。 私 に 嫌い な も の 、 憎 お べき も の な ど あ ろう は ず が 
言 目 だ け 聖 女 じ ゃ な い モ ー ド 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
悪 副 タラ スク を 鎮め た 、 一 世紀 の 聖女 。 


妹 弟 と 共に 歓待 し た # 言葉 に 導 か れ 、 信 仰 の 人 に な っ た と され る 。 

救世 主 が 処刑 され た 後に も 信仰 を 捨て る こと な く 、 ロ ー マ 総 督 に よっ て 棒 も 帆 も な い 船 に 乗せ られ て 追放 され る も 死 せ 
ず 、 神 の 恩 豚 を 受け て 南 フ ラン ス へ と 漂着 。 ロー ヌ 川 に 沿っ て 北上 し た 先 に 在 る ネル ルク の 町 に て 、 人 々 を 若 し め る 暴 
虐 の 意 に し て リヴァ イア サン の 子 と も され る 怪獣 タラ スク に 相対 し た 。 

マル タ は 恐れ る こと な く 聖 な る 威光 を 示し 、 こ の 怪獣 を 鎖 め て みせ た 。 

その 後 ネル ルク は 「 タ ラス コン 」 と 名 を 変え 、 聖 女 マル タ と タラ スク を 祀る 都市 と し て 現在 も 栄え て いる 。 


© IFateGO| に 於 ける 人 物 像 

恐る べき 異形 の 怪獣 を メロ メロ に し た 聖なる 選 女 。 

美 し さ を 備え 、 魅 力 に 溢れ た 、 完 璧 な ひと 。 

サー ヴァ ント と し て は 、 怪 獣 タ ラス フク を 従え た ライ ダー と し て 現 界 する 。 


タラ スク を 鎮め た 経緯 様々 だ が 、FateGO 内 で 常に タラ スク が 悲し そう な 、 困 っ た よう な 顔 を し て いる と ころ か 
ら 、 ど の 程度 の ドメスティック バイ オレ ンス 案件 どっ た か 察し て ほし い 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 、 セ ー ル スポ イン ト 
美しい 聖女 。 

優し く 、 清 ら か で 、 穏 や か な 
で は ある も の の 、 

特別 に 気 を 許し た 相手 に は 、 聖 女 と は 別 の 表情 も 見 せる 。 

そこ で は ぐっ と 視線 と 表情 が 鋭く 、 勝 ち 気 な 雰 囲 気 に な か る 。 すね た り 、 怒 っ た り 、 シ ャ パ い 相手 に は つい つい イラ つい 
た り も する 。 で も ステ ゴロ だ け は 我慢 。「 彼 ] か ら 臣 っ た 十字 架 が ある の で 。 

正真正銘 の 聖女 で は ある の だ が 、 ペ ル ソ ナ が ちょ っ と 極端 


輝く ば か り の 完璧 な ザ ・ 聖 女 。 


O 通常 武器 

祈り に よる 遠隔 攻撃 。 (魔術 攻撃) 

槍 の よう に 長い 十字 架 を 掲げ て 祈る と 、 対 象 に ヴ メ ー ジ が 届く 。 

空間 を 火球 や エネ ルギー 波 が 飛翔 し て 着弾 ・ 狂 裂 す る も の で は な く 、 マ ル タ の 十字 架 が 輝い た 後 、 目 標 が ひと り で に 魔 
力 の 光 を 発し て [KE 5 も し く は [BE] FS. 

が 殆ど な く 、 結 果 を 発生 させ て いる 。 


O 因 絹 キ ャ ラ 
ゲオ ル ギ ウ ス 
聖人 つなが り 。 ジ ョ ー ジ も な か な か や る じゃ な い の 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルフ 

聖女 つなが り 。 想う と ころ は さま ざま 。 一 度 、 ゆ っ くり 話 を し て みた い 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オルタ ) 

昔 の 自分 を 思い 出す の で 直視 で き な い 。 MEI あな た ね 、 後 に な っ て ホン ト 後 性 する わ よ 。 恥ず か し さ で 。 
メフィスト フェ レス 
[悪魔 ] だ ぁ !? ( ビ キ ィ ) 
アル テラ 

「 神 の 鞭 ] だ ぁ !? ( ビ キ ィ ) 


ERED ギリ シャ 、 コリ ント ス 
163cm [A 51ke 

Ende D Ec E Gals Elo 
設定 作成 RAENI/Fr3II-FITIYAR:BEAR 


キャ ラフ ター デザ イン : ネ コタ ワ ワ CV : 田中 敦子 
主 な 登場 作品 : Fate/stay night, Fate/hollow ataraxia、 ほ か 


陣地 作成 :A 
| 魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 
神代 の 魔女 で ある 彼女 は 、" 工 房 "を 上 回 る “神殿 "を 形成 する 事 が 可能 


保有 スキ ル 
高速 神 言 : A | 
呪文 OBC ORME Te 3 

一 工程 (シン グル 

、 現 代 人 に は 発 


き な い 


ーー 
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CHARACTER Profile 


イア ソン 率い る アル ゴナ ウタ イ (アル ゴ 号 の 船員 た ち ) が 探し 求め た 宝物 だ が 、 正 統 な 所 有 者 は 彼女 の 血筋 に あめ っ た 。 
竜 を 召喚 ぐ で きる と され る が 、 キ ャ スタ ー に は 幻 獣 召 喚 能力 は な い の で この 用 途 で は 使用 不能 。 皮 を 愛でる こと で 回 復 す 
る こと が で きる 。 も ふも 必 。 精 神 の 癒 や し が 肉体 を 潜 態 し た の だ っ ! 


キル ケー の 教え 


王女 メデ ィ ア は 月 の 女神 へ カテ の 神殿 で 魔術 を 習得 し た が 、 そ の 時 、 姉 弟子 だ っ た の が 魔女 キル ケー で ある 。 

キル ケー こそ 魔術 の 天才 で あり 、 そ し て 色々 と 性 格 に 問題 の ある 魔女 だ っ た 。 

メデ ィ ア は 王女 と し て 魔術 を 習っ て いた の で 真性 の 魔女 と は 言え な い 。 イ アソ ン に 捨て られ た 後 の メ ディ ア が 魔女 と し 
て 振る 舞 え た の は 、 こ の ブレ ー ト な 姉 弟 子 と の 修業 時 代 が あっ た か ら だ ろう 。 


a 


HR A 


破戒 すべ き 全 て の 符 


EA Ct AA cc 
ルー ル ブ レ イカ ー。 

あら ゆる 魔術 を 破戒 する 短刀 。 

魔力 で 強化 され た 物体 、 契 約 に よっ て 繋が っ た 関係 、 魔 力 に よっ て 生み 出さ れ た 生命 を "作ら れる 前 "の 状態 に 戻す 究極 
の 対 魔術 宝 具 。 


裏切り の 魔女 ・ メ ディ ア の 神 性 を 具現 化 さ せ さ せ た 魔 術 兵 装 。 
その 外見 通り 攻撃 力 は 微弱 で 、 ナ イフ 程 度 の 殺傷 力 し か 持た な い 。 


A 
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O 性 格 

冷酷 ・ 残 忍 、 目 的 の た め に は 手段 を 選ば ず 、 好 計 を 得意 と する 正真正銘 の 悪女 。 

SHE と いう の は 表向き の スタ イル 。 まわ り に アピ ー ル する た め の 仮 面 に すぎ な い 。 

この 性 格 は 彼女 に 課せ られ た 運命 の 反動 で ある 面 も あり 、 裏 切り に 遭い 続け た 結果 に 、 今 度 は 自身 が 人 を 裏切る 立場 へ 
堕ち て し まっ た 悲劇 の 女性 。 

生前 、 信じ て つい て いっ た 男 に 手 ひ どく 裏切ら れ 、 長 い 放浪 の 果て に 裏切り の 魔女 の 燈 印 を 押さ れ 、 故 郷 か ら も 追わ れ 
る 憂き目 に あっ た こと か ら 、 彼 女 は 「 魔 女 と し て し か 生き られ ぬ の な ら 、 魔 女 と し て 生き て や ろう 」 と 決意 し た の で ある 。 
キャ スタ ー は 、 多 く の サ ー ヴ ァ ン ト が 対 魔力 の 能力 を 備え る 聖杯 戦争 に お いて は 最 弱 の フラ ス と 言わ れる 。 

現代 の 魔術 師 た ち が 忘 れ 果 て た 神代 の 魔術 を 操り 、 聖 杯 戦争 の シス テム に 介入 し て サー ヴァ ント を 自分 の 使い 魔 と し て 
召喚 する こと すら で きる 彼女 も その こと を よく 知 刺し て お り 、 堅 固 な 結界 の 中 に 身 を 溢 ま せな が ら 、 二 重 三重 に 己 を 張 
っ て 敵 を 自滅 に 追い 込む や り 方 を 好む お 。 

本 来 は 清純 か つ 情 の 深い 女性 で あり 、 こ れ と 見 込ん だ 男性 に は 一 途 に 尽く す 。 

央 I 旧 | の みな ら ず 、 気 に 入っ た 相手 に は 彼女 な り の 屈折 し た や り 方 で は ある が 、 積極 的 に 協力 する こと も ある 。 

a な お 、 財 去 の 経験 か ら 顔 の 良い 男性 を 決し て 信用 し な い が 、 可 愛らしい 女性 は 好み の よう だ 。 

nl 冬木 市 の 第 五 次 聖杯 戦争 で は 、 対 パー サー カー 用 に セイ バー (アル トリ ア ) OREA. SAR 
| 堕ち た 自分 の よう に 周 ゆめ た いと いう サディ ステ ィ ッ ク な 願望 の みな ら ず 、 彼 女 の 外 見 が 気にいっ た 様子 も 腰 わ れ た 。 
趣味 は 人 形 作 り で 、 英 霊 と し て 現 界 し た 後 は 模型 に も 手 を 出し て いる 。 

小 世界 の 構築 は 魔術 に と っ て 基礎 に し て 最 奥 。 

ls Bee race 女神 へ カテ 直系 の 魔術 師 と 言え る の だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

気に入ら な い 相 手 で あれ ば 、 マ スタ ー で あっ て も 裏切り を 辞 さ な い 厄介 な サー ヴァ ント で ある 。 

特に イア ソン を 思い 起こ させ る 顔 の 良い 男 、 自 分 を 利用 し よう と する 男 に つい て は 強い 嫌悪 感 を 抱く よう で 、 冬 木 市 で 
開催 され た 第 五 次 聖杯 戦争 で は 、 計略 を も っ て マス ター (アニ メ 『Fate/stay night [Unlimited Blade Works]」 で 
は アト ラム ・ ガ リア スタ ) を 炭 き 、 令 呪 を 浪費 させ た 未 に 殺害 し て いる 。 

逆 に 、 気 に いっ た 人 間 に は 積極 的 に いい と ころ を 見 せよ うと 考え 、 自 分 の 身 を 危険 に 晒し て で も 協力 し て くれ る 。 

た だ し 、 惚 れ た 相手 に 甘え て 逃げ られ た トラ ウマ を 持つ た め に 、 一 歩 引 いた 態度 で 接する こと が 多い 。 あ まり 自覚 は し 
て いな いよ うだ が RRR Ss 


O 台詞 例 

「 で も 、 残 念 で す 。 や っ と 望み が 、 み つか っ た の に 」 

MEET DEBEN. お まえ の 望み は 、 私 が 代わ り に 果たす だ け だ ] (EA) 

「 そ れ は 駄目 で し ょ う ね 。 だ っ て 、 私 の 望み は 」 

さっ きま で 、 叶 っ て いた ん で すか ら 。 

lis! わた くし は ぁ ! 葛木 メデ ィ ア で ご ざい ます 一 ! 葛 一 一 木 ーー メ ディ =] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ギリ シャ 神話 に 登場 する コル キス 国 の 王 、 金 羊毛 皮 の 所 有 者 で ある アイ エ テ ス の 妨 。 

れっきとした 王女 様 で ある が 、 月 の 女神 へ カテ か ら 魔 術 を 教わっ た 神代 の 魔女 で も ある 。 師 に 魔女 キル ケー が いる 。 
女神 アフ ロディ テ の 呪い に よっ て イア ソン に 恋心 を 抱き 、 金 羊毛 皮 を 彼 に 与え た の みな ら ず 、 追っ 手 を まく た め に 弟 の 
アプ シュ ルト ス を 八 つ 裂き に し て コル キス か ら 出 放 す る 。 

その 後 も 、 メ ディ ア は 事 あ る ご と に 魔術 を と 用 いて イア ソン の た め に 尽く す が 、 メ ディ ア の 重 さ に 詩 易 し た イア ソン は メ 
ディ ア を 捨て 、 コ リン ト の 王女 と の 再婚 を 目論ん だ 。 事 の 次 第 を 知っ た メデ ィ ア は 王女 を コリ ント 王 も ろ と も 殺害 し た 
の みな ら ず 、 イ アソ ン と の 間 に も うけ た 二 人 の 子供 も 手 に か けた の だ っ た 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
メデ ィ ア を 見 舞っ た 悲劇 に つい て は [Fate] シリ ー ズ の 作品 中 で 幾度 も 描か れ て きた が 、 三 章 「 封 鎖 終局 四海 オナ ア ノ 
Zl で は つい に イア ソン が 登場 し 、 相 対 的 に メデ ィ ア の 株 が あがる こと に な っ た 。 

「 落 間 の 物語 ] で も 、 イ アソ ン へ の 歪ん だ 憎悪 を 遺 昼 な く 見 せつ け 、 主 人 公 と その 仲間 た ち を ドン 引き させ る 。 


O 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/stay night] に 登場 。 冬 木 市 に お ける 第 五 次 聖杯 戦争 の 中 ボス 的 な 存在 で 、" 佐 々 木 小次郎 "と いう 英霊 を 産み だ 
す 要 因 と も な っ た 。 

最初 の マス ター を 殺害 後 、 行 きず り の 高校 教師 を 第 二 の マ スタ ー と する が 、 彼 女 に こっ て は これ こそ が 運命 の 出会い と 
な っ た 。『Fate/hollow ataraxial で 幸せ な 若 奥 様 っ ぷり を 見 せつ けた の みな ら ず 、 ア ニ メ 「 カ ー ニ バル ・ フ ァ ン タ ズ 
ム 」 で は テニ スウ ェ ア 姿 すら 披露 し て くれ る 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア 

造形 か らし て 好み な の に 、 そ の 性 格 と 在り 方 まで 好み 。 神 か 。 
お そら く セ イ バ ー・ リ リィ を みた ら 問 死す る 。 

イア ソン 

長所 と 短所 が は っ きり し た 、 ま こと に 英雄 らし い 英 雄 。 ある い は 、「 英 雄 | で は な く 「 王 ] と し て の み の 役 どこ ろ な ら 砺 劇 
は 生ま れ な か っ た の か 。 

アキ レウス 

伝承 で は 4 人 目 の 夫 と され る が 、FateGO 世 界 で の 詳細 は 不明 。 

一 刻 も 早い アキ レウス 実装 が 待た れる 。 (修羅 場 が 見 た い ) 

エ ウ ロ ペ 

魔術 師 と し て の 繋が り は な いも の の 、* 最 強 の 守護 者 "を 使い 魔 と し て いる た め 、 無 視 で き な い サー ヴァ ント と な っ て い 
る 。 

佐々 木 

どこ に いて も マイ ペー ス な の が イラ ッ と くる 奥様 で あっ た 。 


Somme 
7 
7 


膝 ま で スレ ンダ ー な ドレ ス は 直立 だ と スト ロー ク が 長く 線 の 少な い 難 し い 絵 に な か つて し まう の で 、 HE AER TE 
動 感 を 出し て いま す 。 長い ロッ ド を 立ち 絵 の 規 定 サ イズ に 収め つつ 、 ロー ブ へ の 影響 を 考え て ポー ズ の 調整 を し た の で す 
が 、 第 三 段 階 に な る と 動き や 面積 的 に 大 き な 存 在 の ロー ブ を 脱い で し まう の で 、 第 二 第 三 段 階 を 往復 し な が ら ひ た すら パ 
ラン ス を 調整 し まし た 。 これ まで の 作品 で は 様々 な 奥深 い 表情 を 見 せ て くれ る キャ ラ だ っ た の で 、 当時 は どの ノリ で FGO 
に 臨む の か 分 か ら ず 苦悩 し まし た 。 再 申 に よっ て 素顔 を 露出 し て いく こと か ら 、 悪 人 が ぶら な い メ ディ ア と し て 素直 な 表情 
を 描き 出し て いま す 。 (ネコ タワ ワ ) 
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主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


クラ スズ スキ ルル 


陣地 作成 :B 


保有 スキ ル 
精神 污染 :A 


せる も の 。 まさ に ロス ト サ 
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プレ ラー ティ ー ズ ・ ス ペル ブッ ク 。 
それ 自体 が 魔力 炉 を 内 蔵 し た 魔 導 書 。 ジ ル ・ ド ・ レ エ 自 身 は 正規 の 魔術 師 で は な く 魔 術 の 素養 も 無い の だ が 、 代 わり に 
この 魔 導 書 が 魔術 を 行使 し て いる 。 

よれ ば 、 彼 専属 の 魔術 師 で ある 宝 具 。 所 有 者 の 技量 に 関係 な く 魔 導 書 その も の が 大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 を 代行 し 、 RA 
持つ 属性 に 従っ て 深海 系 の 水 魔 の 召喚 を 行う 。 こ の た め ジ ル ・ ド ・ レ エ ェ 本 人 は 呼び 出し た 海 魔 を 使役 する だ け で 良い 。 
海 魔 の 一 体 一 体 の 戦闘 力 は サー ヴァ ント と 比べ る べく も な い 弱 さだ が 、 種 別 が 対 軍 宝 具 で ある の は 伊達 で は な く 数 十 体 

倒さ れ た 海 魔 自体 を 媒体 に 新た な 海 魔 を 召喚 可能 で あり 燃費 も 良い 。 また 、 使 役 す る こと を 度外視 

すれ ば 超 巨 大 な 海 魔 を 召喚 可能 (制御 は 出来 な い ) 。 

、 あ くま で も 「 魔 導 書 が 行っ て いる 召喚 魔術 ] で あり 、 召 喚 そ の も の は 「 宝 具 の 奇跡 ] で は な い 。 召喚 中 の 魔物 は 
常時 魔 導 書 か ら の 魔力 供給 が な けれ ば 現 界 を 保っ て は いら れず 、 一 瞬 で も 2 


還 私 買 方 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 買 方 た ち / 買 方 が た / 〇 〇 (呼び 捨て ) 

〇 性 格 

IDC HAE TOARTES L<. RIC LCRA. 

他人 の 話 を あま り 聞 か な い が 、 働 慢 と いう より も 偏執 に よる も の 。 

殺 獲 な 性 格 で は ある が 、 慎 重 さ に は 欠け て いる 。 

生前 は 深い 信仰 心 の 持ち 主 で あっ た が 、 敬 愛し 、 共 に 戦っ た ジャ ン ヌ ・ ダ ルク が 異端 と し て 処刑 され た こと で 深い 絶望 
を 味わい 、 神 を 見 失っ て し まう 。 

その 結果 と し て 生ま れ た の が 、 何 百人 と いう 幼児 を 虐殺 し た 快楽 殺人 鬼 、 童 話 に 登場 する 青 ひ げ の モチ ー フ と も 言わ れ 
る 怪物 で あっ た 。 

生命 の 真美 し さ を 弁 えて いる が 故に 、 他 者 を 殺め る 場合 に も た だ 殺し て 打ち 捨て て し まう の で は な く 、 そ の 知里 や 苦 
痛 、 恒 突 の 全て を 余す と ころ な く 味 わい 尽く さ な け れ ば な ら な いと いう ポリ シー を 持っ て いる 。 

彼 が 残虐 で お ぞ ま し い 人 行為 に 手 を 染め た の は 、 悪 徳 を 罰する 笛 の 神 の 不在 を 証明 する 手段 で も あっ た が 、 そ れ は 結局 の 
と ころ 、 誰 より も 深い 信仰 心 の 裏返し と 言え な くも な か っ た 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

サディ ステ ィ ッ ク な 嗜好 と ジャ ン ヌ へ の 執着 の こと を 考え な けれ ば 、 身 分 相応 の 教養 を 身 に つけ 、 一 軍 を 率い て 戦場 を 
駆け た 経験 豊か な 人 物 で ある こと も 確か だ 。 

その 特殊 な 嗜好 に つい て も 自分 と 同調 する こと を 強調 し た り は し な い の で 、 接 し 方 に よっ て は 心強い 味方 に な る 。 
聖杯 の 召喚 に 応じ た の は 、 聖 処女 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク を 復活 させ る た め 。 

よっ て 、 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク の サー ヴァ ント が 現 界 し て いる 状況 下 で は 望み が 果たさ れ た も の と 考え 、 ひ た すら ジャ ン ヌ 
の 歓 心 を 買お うと する 方 向 に 専心 する 。 


〇 台詞 例 
「 恐 遷 と いう も の に は 鮮度 が あり ます 。 


居 え れ ば 居 え る ほど に 、 感 情 と は 死ん で いく も の な の で す 。 

真 の 意味 で の 恐怖 と は 、 静 的 な 状態 で は な く 変 化 の 動態 一 一 希望 が 絶望 へ と 切り 替わる 、 そ の 有 瞬間 の こと を 言う 。 
如何 で し た か ? 瑞 々 し く 新 鮮 な 恐怖 と 死 の 味 は 」 

[許さ ぬ …… 思 い 上 が る な よ 匹 夫 め が ァ 吊 

「 ご 期待 あれ リ ュ ウ ノスケ ! 最高 の COOL を ご 覧 に 入れ まし ょ う 晶 

[結末 が 恥 結 と 憎悪 に 染め られ どん な に 周 め られ た と し て も 、 

あの 日 の 記憶 は 、 過 ぎし 日 の 栄光 だ け は 、 私 の 胸 の 内 に 刻ま れ て いた 。 

いか が な る 神 に も 運命 に も 奪え な い 、 稼 され な い 、 あ の 光 だ け は 一 一 ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

実在 人 物 。15 世 紀 フ ラン ス の 、 ブ ルター ニュ 地方 ナン ト に 生ま れ た 領主 貴族 で 、 正式 な 名 前 は ジル ・ ド ・ モ ン モ ラン シ 

= ニラ ヴァ ル 。 

幼く し て 両親 を 亡くし た こと か ら 祖 父 の も と で 湖 愛 され て 育ち 、 軍 人 と し て 武功 を 立て た も の の 、 問 題 行動 が 多かっ た 。 
1429 年 の オル レア ン 包 囲 戦 に お いて 聖 処 女 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク と 出会っ て 以来 、 以 後 の 戦 いで 行動 を 共に し 、 つ い に は 
救国 の 英雄 と 呼ば れる に 至り 、 元 帥 位 に 就く 。 ジ ャ ン ヌ が イン グラ ンド に 捕縛 され た 際 に は 救出 を 試み る が 失敗 に 終わ 
つて いる 。 

ジャ ン ヌ の 死後 、1435 年 の 夏 に 滞在 し た オル レア ン で ジャ ン ヌ を 侵 び 、1439 年 に ヴ ャ ン ヌ を 名 乗る 少女 が 出現 し た 際 
に は 兵士 を 与え る な ど 、 彼 女 へ の 強い 想い を 感じ させ る 行動 を と っ た 。 た だ し 、 こ の 同時 期 に フラ ン ソ ワ ・ プ レラ ー テ 
ィ ら の 魔術 師 に そそ の か され 、 領地 に て 黒 魔 術 の 儀式 を 繰り 返し て 、 数 百人 も の 子供 た ち を 生 胃 と し て 無残 に 殺害 し た 。 
錬金術 に よる 財産 の 確保 が 目的 だ っ た と 言わ れる が 、 若 い 頃 か ら 魔術 に 肥 し て いた と の 記録 も わる 。1440 年 、 行 い 
が 発覚 し た こと に より 逮捕 され 、 全 て を 自白 し て 処刑 され る 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

草 タ イト ル か ら 想 像 され た 通り 、 一 章 「 邪 竜 百年 戦争 オル レア ン 」 で も 重要 人 物 と し て 登場 する 。 

「 幕 間 の 物語 ) で は シリ アル サイ コキ ラー っ ぷり を 大 い に 発 揮 し て いる が 、 イ ベン ト 「 監 獄 島 に 復讐 は 突く 」 で は うっ て 
か わっ て 穏やか な 人 格 者 の よう な 振る 舞い を 見 せ た 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

『Fate/Zerol に お いて 、 自 分 と 同じ 殺人 鬼 に よっ て 召喚 され た 。 

大 い に 気 が 合っ た の は も ちろ ん 、 お むし ろ マ スタ ー の 人 生 匠 学 に 感銘 を 受け 、 自 ら の 悪徳 こそ が 神 の 恩 豚 に 他 な ら な いと 
いう コペル ニク ス 的 展開 を 果たす 。 アル トリ ア を ジャ ン ヌ だ と 思い 込み 、 執 効 に 絡 お な ど 大 い に 聖 杯 戦争 を ひっ か きま 
わし た 。 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク が ルー ラー クラ ス で 召喚 され た [Fate/Apocrypha] に も 、 聖 杯 戦争 の サー ヴァ ント と は 異 
な る 形 で 登場 する 。 


〇 因縁 キャ ラ 
ジャ ン ヌ 


※ 感 極まっ て いる 為 、 解読 不 能 

アル トリ ア 

ふう お …… こ うし て ジャ ン ヌ 本 人 と 比べ て みれ ば 、 ほ ほぼ ほぼ -・ 
ボリ ュー ム が 圧倒 的 に 違い まし た な …… こ れ は 申し 訳 な い ・ 


上 回 る 残酷 な 間違い で し た …… 心 の 底 か ら 謝 罪 い た し ます 。 
BP? な ぜ そ こ で 聖 剣 を 構え て いら っ し ゃ る ? 上 段 か ら ? 下段 に ? 
アビ ゲイ ル 

な ん と …… こ れ は 、 深淵 の 匂い が いた し ます ぞ ……! 


| 第 二 段 階 


N 


・ レ ェ は その 豊か な 表情 を 描く の : 
て 、 私 も や ー ュ ユーザー と し て 楽し め ま し 
も 嬉し か っ た で す ! 皆さん も 触手 担 


EEZJ キャ スタ ー ES VA - ク リス チャ ン ・ ア ン デ ル セ ン 
Eds Ess E57 
Ed 秩序 .中 市 EI 146cm [Ga 39ke 


Ed: BE Ed: EEX Ed: Elo 


キャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ CV: 子安 武人 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA CCC 


SI 


クラ スス キル 


陣地 作成 :D 

魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
アン デル セン の 場合 、 や っ て きた 敵 を 迎撃 する 為 の も の で は な く 、 英 は お ろか マス ター の 目 さ え 凡 ま す タ イプ の も の だ 。 
誰 に も 見 つか ら な い 場 所 に 書斎 を 人 作っ て サボ 、 否 、 健 を 動か し て いる の だ ろう 。 
この あま り の サボ 、 否 、 切 慢 ぶ ぷり に 電 忍 袋 の 緒 を 切ら し た 某 マ スタ ー は 、 小 さ な 陣 を 作り 、 そ の 中 に 閉じ 込め て 執筆 を 
急 が せ た と いう 。 


天 一 一 一 
人 

IR) EPSRC. 

府 術 は 修得 し て いな いも の の 、 宝 具 を 応用 し た 詩文 に より 多少 の 作成 は で きる よう だ 。 


| 
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人 々 を 観察 し 、 理 解す る 技術 。 

た だ 観察 する だ け で な く 、 名 前 も 知ら な い 人 々 の 生活 や 好み 、 人 生ま で を 想定 し 、 こ れ を 忘れ な い 記憶 力 が 重要 と され 
る 。 

原 世 家 と し て 知ら れる アン デル セン だ が 、 そ の 根底 に ある も の は 拒絶 で は な く 理 解 で ある 。 彼 に で きる 事 は 物語 を 紡ぐ 
事 だ け だ が 、 だ か ら こ そ 誰 より も 語る に 真 撃 で あろ うと 誓 い 続 けた 。 


ーー ニニ ニニ ニニ ーー 


彼 の 場合 、 魔 術 で は な く 原 稿 の 進み に 多少 の 恩恵 が ある よう だ 。 


OEM A o A A 
本 人 の 意思 や 次 と は 関係 な く 、 風評 よっ て 真相 を ね じ 曲 げ ら れ た も の の 深度 を 指す 。 
アン デル セン の 場合 は "読者 の 呪い "で ある 。 


貴方 の た め の 物 語 


メル ヒェン ・ マ イネ スレ ー ベ ンス 。 

彼 が 書い た 自伝 「 我 が 生 涯 の 物語 ] の 生 原稿 。 こ の 書 の 1 ペー ジ 1 ペ ー ジ が 作家 アン デル セン を 愛す る 人 々 か ら 供 給 され 
る 魔力 に よっ て “読者 の 見 た が っ て いる アン デル セン "の 姿 を 取り 、 分 身 と な っ て 行動 で きる 。 

だ が 、 こ の 宝 具 の 真価 は この 本 を 白紙 に 戻し 、 観 察し た 人 物 の 理想 の 人 生 ・ 在 り 方 を 一 周 の 本 と し て 書き 上 げ る こと で 
発揮 され る 。 その 本 の 出来 が 良けれ ば 宝 具 と し て 成立 し 、 相 手 を 本 に 書か れ た 通り の 姿 に まで 成長 させ る の で ある 。 効 
果 の 度合 い は 原稿 が 進 お ほど に 高まり 、 数 ペー ジ 程 度 で は ほん の 偶然 し か 起こ せな い が 、 脱 稿 すれ ば 対象 を "最高 の 姿 " 
に まで 成長 させ る こと が 可能 と な る 。 

全能 に も 思え る 宝 具 だ が 、 実際 は 使い どこ ろ が 難し い 。 執筆 に 時 間 が か か る の は も ちろ ん 、 彼 自身 の ネガ ティ ブ な 人 生 
観 と 作家 と し て の プラ イド が 都合 の いい 展開 を 許容 で きず 、 や る 気 を 刺激 する よう な 人 物 で な けれ ば 駄作 に な りか ね な 
い 、 と いっ た リス ク が ある た め だ 。 


俺 お 前 / 〇 O (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

世界 三 大 董 話 作家 の 一 人 に 数 えら れる が 、 外 見 年 齢 十 歳 ほど の 姿 で 召喚 され る サー ヴァ ント 。 

BE CRIS CRRA CHV, 他人 に 好 か れる 気 が ま っ た く な く 、 自分 に も 価値 を 見 い だ せ な く な っ て いる た め 、 E 
分 の 人 生 を 楽し も うと いう 考え が 欠如 し て いる 。 その 人 物 像 を 一 言 で 言い 表 わ せ ば 、" 夫 舌 厩 世 作家 "で ある 。 
彼 が こう し た 性 格 と な っ た の は 、 生 前 に 望む お 物 は 何一つ 手 に 入ら な か っ た こと が 原因 と 思わ れる 。 

世の中 すべ て を 嫌っ て いる よう に 見 える アン デル セン だ が 、 根 は 面倒 見 の いい 性 格 で 、 他 人 に 頼ら れれ ば 出来 る 範囲 で 
応え て くれ る 。 

作家 らし く 刀 帳面 で あり 、 ア フタ ー ケ ア も 万 全 な の で 、 環 舌 に さえ 耐え られ れ ば 信頼 に 足る 人 物 と 言え る 。 

彼 自 身 は 原 世 家 と な っ て し まっ た が 、『 正 し く 生 きる 」「 全 力 で 事 を 成し遂げ よう 』 と する 人 間 の 努力 を 決し て 笑わ な い 。 
a それ は 彼 が 生涯 を か け て 綴り 続け た 、 か つて の 彼 が 夢 起 し 、 理 想 と 願っ た 社会 の 姿 だ か ら だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

戦闘 手段 を 持た な い 彼 は 自分 が ハズ レ サ ー ヴ ァ ン ト で ある 事 を 公言 し b、 こ と ある ご と に 「 俺 は 何 の 役 に も 立た ん が な | J 
と 居 直 っ て くる 。 

うっ か り 彼 の 作品 を 褒め よう も の な ら 、 フ ァ ン と し て は 絶対 に 知り た く な か っ た 本 音 や 愚痴 を 返さ れる の みな ら ず 、 何 
か に つけ て あれ これ 理由 を つけ て は マス ター を [NAD ! JEMIT<SB, 実に 面倒 くさ い サ ー ヴ ァ ン ト だ 。 

彼 の こう し た 態度 を "戦闘 放棄 "や “不服 従 "と 受け 取る か 、 あ る い は 誠実 さ の 裏返し と 受け と る か は 、 マ スタ ー の 心 の 持 
ちよ うに か か っ て いる 。 

アン デル セン に は 聖杯 に 託す 望み は な い 。 だ が 、「 呼 び だ され た 以上 は 働く が 、 心 底 か ら 働 きた く な い ] ERRKEEBLD 
つ マ スタ ー を 助け こく れる あたり 、 ぐ に ぐに と 複雑 に ね じ 曲 が りく ね っ た 結果 、 ま っ すぐ な 棒 に な っ た …… そ うい う 具 
合 の ツン デレ サー ヴァ ント な の で ある 。 


O 台詞 例 

「 た だ いま 紹介 に 与 っ た 、 三 流 の サー ヴァ ント 、 ア ン デ ル セ ン だ 。 

し か し 、 呆 れる ほど 凡夫 の 顔 だ な ? 苦悩 も な く 、 悲 哀 も な く 、 た だ この 世界 に 投げ 出さ れ た 被害 者 面 。 

いい ぞ 、 悪く な い 。 道 化 と は そう で な く て は な らん 。 愚 味 さ は 罪 と 言う が 、 凡 俗 と し て 世に 投げ 出さ れ た 事 は 矯 僚 だ 。 な 
に し ろ 善 も 悪 も 楽し め る ! J 

「 そ の 人 間 の 価値 、 ひ た すら に コキ お ろ し て や ろう ] 

「 人 生 に 価値 が あめ る と し て も だ 。 そん な も の は た いて い 、 人 間 が 夢 起 する も の より も 下 だ ろう よ ] 

「 上 ぷん 、 か くし て 筆 は 折れ 、 物 書き は 忘れ 去ら れる 。 何 と 清々 し いこ と か ! | 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

実在 の 人 物 。1805 年 に デン マー ク に 生ま れ 、1875 年 に 肝臓 癌 で 没 し た 。 

今 で こそ 三 大 童話 作家 の ひと り と 言わ れる が 、 そ の 半生 は 挫折 と 苦悩 に 満ち お て いる 。 靴 職 人 の 息子 に 生ま れ 、 役 者 を 志 
す も 芽 は 出 ず 諦め る 。 

その 後 は 詩人 を 目指 す も 評価 は さん ざん で あっ た 。 

よう や く 自 費 出版 し た 本 の 売り 上 げ で 国外 旅行 に 赴き 、 そ の 折 に 得 た イン スピ レー ショ ン を 元 に 著 し た [即兴 诗人 | で よ 
う や く 世 に 認め られ た の は 30 歳 の 時 だ っ た 。 以 後 、 童話 作家 に 転向 する が 、 彼 の 童話 は 性 に 満ち 、 暴力 と 不幸 、 貧 困 、 
そし て 死 こ そ を 救済 と 見 る 作風 に 彩 ら れ て いる 。 

彼 は 董 話 に その 姿 を 借り て 、 ひ た すら 貧し さ へ の 嘆き と そこ か ら の 脱出 に は 死 し か な いと いう 絶望 を 描き 続け た 。 その 
美麗 な 文章 表現 で 、 自 ら の 胸 に 渦巻 く 想 いす べ て を 痢 い 隠 し な が ら 。 

代表 作 は 「 み に くい アヒル の 子 」「 雪 の 女王 ]」「 マ ッ チ 売り の 少女 ] な ど 。 

NAS oe EDR NO OE ice われ る 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

四 章 「 死 界 魔 却 都市 ロン ドン 」 に 登場 。 異 常 現象 に 見 舞 わ れ た ロン ドン で 苦闘 する ヘン リー・ ジ キル (人 間 ) の アパ ルト 
メン ト の 奥 の 部 屋 に 籠り 、 妙 に 気 の 合 う ラウ ィ リ アム ・ シ ェ イ クス ピア (サー ヴァ ント ) と 共に 原稿 を 書き 綴っ て いる 。 
シェ イク スピ ア RE HEDGE: BEIDERSEITS シー ン も 見 逃 せ な い 。 


( Omas 
[Fate/EXTRA CCC] に 登場 。 マ スタ ー は さっ さと 戦線 か ら 離 脱し た 殺生 院 キ アラ で 、 早 々 に 正体 を 明か され る 。 戦闘 
手段 を 持た な いた め 最 後 まで 戦わ かない が 、 そ の 特殊 な 立ち 位置 か ら 、「 勝 ち も 負 け も な い 、 こ の 物語 の ジャ ッ ジ 役 ] の よ 
うな 役割 を 担う こと に な っ た 。 


O 因縁 キャ ラ 

シェ イク スピ ア 

作家 つなが り 。 同じ サー クル に いる だ け で 別に マブダチ じゃ な いけ ど 他 に ダチ が いな いか ら つ る ん で いる 、 ぐ らい 0 関 
係 。 し か し 頻繁 に シェ イク スピ ア の 書斎 を 尋ね る 。 品 に は 決し て し な い が シ ェ イ クス ピア を 尊敬 し て いる の は 誰が 見 て 
も 明らか 。 

デュ マ 

ああ も う ! 悔し い が 面 白い ! だ が こん な 娯楽 の 為 の 娯楽 な ん ぞ 俺 は 認め ん ! 

(早く モン テ ・ ク リス ト 伯 の 続き を 読ま せろ ! と 新聞 を 握り し め な が ら ) 

アル ター エゴ 

Suess いや な 予感 が する な …… お まえ た ち 程 度 な ら ま だ いい が 、 ア レ ま で くる ん じゃ な い だ ろ うな 、 ア レ ま で 。 


CHARACTER Profile 


眼鏡 か け て 萌え 袖 に し た か っ た ! で も さす が に 白衣 は 安直 だ っ た か な あと ちょ っ と 反省 し て いま す 。 アン デル セン を パー 
ティ に 入れ る た びに も っ と 合う 何 が 別 の 衣装 が あっ た ん じゃ な いか な あと 思っ て 今 も 考え た り し ます 。 萌え 袖 の 何 か … ど 
て ら … パ ジャ マ …。 (ワダ アル コ ) 
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キャ スタ ー BRB ウィ リア ム ・ シ ェ イク スピ ア 
Elsi: Bless Eos 
EE eum 180cm [EXA 75ke 


Ed: BE: Edo Ec Eds EI 


クラ スス キル 
陣地 作成 :C 
魔 条 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
だ が 彼 が 作る の は 工房 で は な く 、 物 語 を 紡ぐ “MI CHS. 


2 
ae: - 
hi の 道具 作成 スキ ル は 、 固 有 ス キル 「 エ ンチ ャ ント 』 に よっ て 失わ れ て いる 。 


保有 スキ 


| CD 

エン チャ ント : A ie ) 
| \ 

D 


概念 付与 。 

他 者 や 他 者 の 持つ 大 切な 物品 に 、 強 力 な 機能 を 追加 する 。 

基本 的 に は マス ター を 戦わ むせ る た め の 強 化 能力 。 

彼 自 身 は 観客 と し て 戦闘 を 見 物 し た り 、 心 境 を いち いち 聞い た り し て マス ター を 若 立 た せる 。 


CHARACTER Profile 


331483 MIA MONTO YA IDR COEN SUNSCENCES. つま り 、 本 人 は 全 
然 戦わ な い 。 
その くせ ハイ リス ク ・ ハ イリ ター ン な 戦術 ば か り を 好む 。 


宝 具 と 異な り 、 Reason. matin EL 自在 に 操作 する 。 

影 役 者 の セリ フ は シェ イク スピ ア が 決め られ る が 、 セ リフ の 細か な 部 分 (普段 の 口調 や 呼び 掛け な ど ) は 、 真似 た 対象 に 
自動 的 に 追随 する た め 、 そ の 点 で 露呈 する こと は な い 。 

論理 で は 偽物 と 分 か っ て いて も 、 こ の 魔術 を 打破 する に は 強い 精神 力 が 必要 と な る 。 


lo ~{ 
[2] 


Hi 


ファ ー ス ト ・ フ ォ リ オ 。 

シェ イク スピ ア の 放つ 究極 劇 。 

敵 味 方 関係 な く 、 彼 は 対象 者 を 自作 劇 の 登場 人 物 に 仕立 て 上 げ る 。 そし て その 上 で 、 対 象 者 に 難題 を 突き つけ る 。 
英雄 に は 悔恨 の 過去 を 、 反 英雄 に は 自身 が 失墜 し た 瞬間 を 。 

あら ゆる 英傑 の 心 を 折る 、 対 心 宝 具 。 
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〇 性 格 

作品 の 執筆 に 全て を 賭け る 、 言う な れ ば 執筆 中 毒 (ライ ティ ング ジャ ン キ ー) 。 
基本 的 に [面白 い コ ト ] に し か 関心 が 無く 、 凡 褒 を 忌み 嫌う 。 

善 に も 悪 に も 転ぶ し 、 時 に は 味方 側 の 悲劇 を 書 こ うと 望む こと すら ある 。 


薔 良 で は 決し て な い …… が 、 同 時 に 悪人 と いう 訳 で も な い 、 ま さ に どちら に 転ぶ か は 娯楽 次 第 と いう 中 立 的 存在 。 
O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て 忠実 に 仕え る と いう こと は な い 。 

そもそも 、 本 来 の 彼 の スタ イル は マス ター 支援 型 と いう あま り 見 られ な い タ イプ の サー ヴァ ント で ある 。 
更に 彼 は 凡 席 を 嫌い 、 波乱 を 好 お 。 それ は マス ター に 対し て で も あり 、 

TERA AUS [FEHB DV DOF TIL) を 優先 的 に 選ぶ 。 


つま り 彼 が マス ター に 求め る 要素 は 「 サ ー ヴ ァ ン ト に 比肩 し うる 戦闘 能力 (な いし それ に 匹敵 する 魔術 礼装 )」 と [悲劇 に 
も 高 劇 に も 転び 、 ど ちら に せよ 英雄 と し て の 素養 を 持つ 波 潤 万 丈 の 生 ] と いう こと に な る 。 
そし て も ちろ ん 、 現 代 に お いて その よう な 要素 を 持つ マス ター は 極め て 稀 で ある 。 


〇 台詞 例 

「 キ ャ スタ ー、 シ ェ イ クス ピア ! ここ に 参上 し まし た ! さあ 、 物 語 を 始め よう で は あり ませ ん か ! | 

「 嫌 いな も の な ど 言 うま で も な い ! 凡人 を こそ 召 募 は 忌み 嫌う 。 彼 ら は アン トニ ー に 容易 く 操作 され る 人 々 だ か ら で 
3! 

「 綿 方 の 物語 が 、 幸 福 な 結末 を 迎え られ ます よう に ! どれ ほど の 悲劇 で も 、 あ な た の 歩み が 力強く あり ます よう に ! 
喜劇 で あれ ば 、 最 後に 誰 も が 拍手 喝 来 で きる 喜劇 で あり ます よう に ! J 


CHARACTER Profile 


Y 
YN 


| 更 上 の 実像 ・ 人 物 像 y 
| 恐らく 世界 で 最も 有名 な 劇作 家 。 KEDELEMANTE. BC SILAS DE COME ABIAERIIT SO TSE 
在 し まい 。 

英国 だ け で な く 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア ジア 、 ア メリ カ と 地域 を 拡大 し て も 

シェ イク スピ ア の 名 を 、 そ し て 彼 が 著 し た 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 [UPE] 「 マ クベ ス 」 「 ヴ ェ ニ ス の 商人 」 を 知ら な 
い 者 は いな い だ ろ うし 、 ま し て や その 名 言 の 数 々 ーー 「 生 きる べき か 、 死ぬ べき か 。 そ れ が 問題 だ | 「 お お ロミ オ 、 あ な 
た は どう し て ロミ オ な の 」 な ど で あ れ ば 、 聞 いた こと が な い 方 が 少な い だ ろ う 。 

現在 、 発 見 され た 「 フ ァ ー ス ト ・ フ ォ リ オ ] の 初版 本 は 約 二 百 國 。 破損 な ど に よっ て 価値 は 変わ る が 、 約 三 億 五 千 万 円 か 
ら 七 億 三 千 万 円 程度 で 取引 され て いる と いう 。 


現代 に も 通じ る その 繊細 な 心理 描写 は 当時 か ら 絶 大 な 支持 を 得 て い た が 、 実 の と ころ 彼 の 半生 は 謎 に 包ま れ て いる 。 
通常 、 彼 は スト ラ ト フ ォ ー ド = アポ ン = エ イヴ ォ ン で 生ま れ た と され る が 、 そ れ は 別人 で ある と 唱え る 説 も ある 。 その 
中 に は 、 フ ラン シス ・ ペ ベー コン が 作者 だ と いう 突拍子 も な い 意 見 も 存在 する 。 po 


peers と は いえ 、 彼 が 数 々 の 著作 を 興し た こと は 紛れ も な い 事 実 で あり 、 
それ が 近 現 代 に お ける お お よそ 全て の 「 物 語 ] に 影響 及ぼ し た こと も 確か だ 。 


そし て 彼 自身 も また 、 物 語 を こよ な く 愛 する 奇人 で ある 。 に 
EROBED SHOT. EVITANDO. aq 
彼 は 常に 、 マ スタ ー と マス ター に 関わ る 第 三 者 に 希望 を 抱い て いる 。 
まだ 見 ぬ 何 か 、 ま だ 聞い た こと も な い 未 知 の 物語 を 。 

vasees そし て 、 心 の どこ か で それ を 記述 する 以外 に な いこ と に 微か な 始 を 抱く 。 
ウィ リア ム ・ シ ェ イ クス ピア は また 、 劇 俳優 で も ある の だ 。 


ーー ご を 主役 と し た 、 波 潤 万 丈 の 物語 。 
本 当 は 、 そ れ を こそ シェ イク スピ ア は 求め て いる の か も し れ な い 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アン デル セン 

サー クル 名 、 示 だ 決ま ら ず 。 

レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 

原画 家 。 

ヴォ ルフ ガン グ ・ ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト 
音楽 P。 

FE 
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CHARACTER Profile 


ガイ ア が も っ と 書け と 嘱 い て 、 ち ょ い ワ ルオ ヤジ が めちゃ ワル オヤ ジ に クラ スチ ェ ン ジ | きっ と 原稿 の 締切 が キツ く て ス 
トレ ス が 溜まっ て た ん だ ろう な ー。 今見 る と 最終 再臨 絵 連 日 徹夜 で エナ ドリ を キメ な が ら 原 稿 し て そう な 顔 し て る 。 Y 
ち 絵 は 黙っ て いれ ば イケ メン な の に 、 口 を 開く と 残念 感 あ る ニュ アン ス で 楽し く 仕上 げ ま し た 。( 近 衛 鍋 ) 
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メフィスト フェ レス 


15512 キャ スタ ー EE メフィスト フェ レス 
Fe: Eros Ee 
Ea: EN isscm EX] 78kg 


Elo Ec Bids Gas Bas ET 


PIETERS CT an ad. || 
魔術 師 と し て 、 自ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 
工房 より 規模 は 小さ いも の の 、 極 め て 能率 的 な 実験 室 "を 構築 する 。 


道具 作成 :B_ 


魔力 を 帯び た 器具 を 作成 で きる 。 
長年 錬金術 師 の 助手 を 務め て いた だ け あ っ て 、 あ ら ゆ る 魔 導 器 を 作成 可能 。 


AO PY WEN 


A. A 

古典 的 西洋 呪術 を 得意 と する 。 

自身 を 傷つけ た 相手 へ の 倍 返 し 、 人 間 関係 の 不 和 、 夢 魔 に よる 悪夢 な ど 
用 途 は 多岐 に 渡る 。 並 み の 魔術 師 で は 抵抗 する こと も 難し い 。 


生前 の 行い か ら 生ま れ た イメ ー ジ に よっ て 、 過 去 や 在り 方 を ね じ 曲 げ ら れ た 怪物 の 名 。 
re 能力 ・ 姿 が 変貌 し て し まう 。 彼 の 場合 は 呪術 の 強化 、 宝 具 に 至っ た 魔術 な ど メ リッ ト し か 存在 し な い 。 悪魔 上 等 で ある 。 


道 化 の 大 笑 : A+ 
無 牽 の 怪物 か ら の 派生 スキ ル 。 悪魔 (と 定め られ た ) メフィスト は 、 種 族 と し て の 人 間 に 強 列 な 重圧 を 掛け る こと が で き 
Bo 失敗 する 可能 性 が あれ ば 必ず 失敗 し 、 運 に 見 放さ れ た よう な 状態 に 陥れ る 。 


CHARACTER Profile 


チク タク ・ ボ ム 。 

魔術 回 路 や サー ヴァ ント の 霊 体 | 的 な パグ を 仕込 み 、 衝 撃 を 与え る こと で 破裂 させ る 呪術 の 一 種 。 
具体 的 に は 懐中 時 計 と 爆弾 が 合体 し た よう な イメ ー ジ と し て 出現 する 。 

これ を フィ ー ル ド 上 に 設置 し 、 接 触 する と 爆発 する ーー と いう 使用 法 に 見 せ か け て いる 。 

実際 に は [真名 」 を 発動 で せ た 時 点 で 中 距離 レン ジ に いる 標的 は 、 体 内 に 爆弾 が 仕込 まれ た 状態 に か る 。 この 場合 
に 対す る 耐性 で 判定 を 行う 。 

一 人 あたり の 個数 は 最大 五 つ 、 そ し て フィ ー ル ド 設 置 分 な ども 含め て 合計 三 十 個 の 爆弾 を 設置 可能 。 

も ちろ ん 体内 に 仕込 ん だ 爆弾 を 爆発 させ すれ ば それ で 終わ る の だ が 、 メ フィ スト フェ レス は わざ と 爆弾 イメ ー ミ 
上 が ら せ 、 脅 迫 す る こと で 従わ せる と いう 手段 も 取る 。 

彼 の トリ ッ キ ー さ と 残忍 さ が 合 わ さ っ た よう な 悪 末 宝 貞 と いえ よう 。 


AD 


わた くし 下方 样 あの 方 ノ 彼 彼女 な ど 


O tia 
| 5. MLELTUT, INIA TONANTTIOO ESE TUDO. RIOR STU. 
a そし て 想像 以上 に 残酷 で あり 、 そ れ は マス ター に 対し て も 同様 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

一 見 は 明る い 態 度 で 、 忠 実に 仕え る 。 

だ が 、 マ スタ ー に 対し て は 基本 的 に 「 自 分 が 愉し むための 玩具 ] 程度 に し か 考え て お ら ず 、 隙 あら ば マス ター を 絶望 に 0 
き 込 も うと する 。 

マス ター が 油断 な く 彼 を あら ゆる 手段 で 縛り 付け て いた 場合 、 渋々 な が ら も 主従 関係 を 受け 入れ る 。 

基本 的 に [命令 に 逆らう 」 態度 は 取ら な い 。 た だ し 、 そ の 命令 を 正しく 理解 し て 行動 する か どう か は 別 の 話 で ある 。 


- そし て そこ か ら 更 に 一 歩 進み 、 彼 の 邪悪 さや 幼稚 さ 、 そ れ ら 全て を 受け 入れ つつ 絆 を 深め た マス ター が 現れ た 場合 、 彼 
RY は 笑い な が ら 喜 ん で マス ター の 為 に 命 を 賭し て 戦う だ ろう 。 

O 台詞 例 

[どう も どう も 。 キャ スタ ー、 ま か り 越 し て ご ざい ます 。 

ご 期待 に 背く よう で 残念 で す が 、 わ た くし 特に 悪魔 と いう 訳 で は あり ませ ん 。 こ の 角 は 飾り で す の で 、 ご 了承 下さ いま 
el 

[お や マス ター。 また 面白 い 顔 を な さっ て いま すね 。 どう な さい まし た ? 願い を 叶え る た め な ら 、 何 で も する と 決め た 
の で は ? 子供 一 人 の 命 く らい 安い 安い ] 

[いい や は や マス ター。 な か な が 油断 な ら ぬ お 人 で す な ! 人 道理 で わた くし を 召喚 する な ど と いう 無謀 な こと を や っ て の け 
た だ け の こと は ある ! | 

[ 我 が 真 名 メフィスト フェ レス の 名 に 懸け て ! 我ら の 敵 を 面白 可笑し く 絶望 に UD き 込ん で くれ まし ょ う | 」 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ゲー テ の 戯曲 「 フ ァ ウ スト ] の 主人 公 の モデ ル で ある ゲオ ルク ・ フ ァ ウ スト 。 
占星 術 師 に し て 錬金術 師 で ある 彼 が 契約 し た 悪魔 が メフィスト フェ レス で ある 。 


「 フ ァ ウ スト 」 に お いて メフィスト フェ レス は 誘惑 の 悪魔 で あり 、 神 と ファ ウス ト 博 士 を 堕落 させ られ る か どう か の 賭け 
を 行う 。 


結局 、 メ フィ スト フェ レス は この 賭け に 敗北 し 、 魂 を 得る こと は 叶わ な か っ た の だ が 、 実在 の ファ ウス ト は 錬金術 の 実 
験 中 、 爆 殺さ れ 五体 が 分 裂 し た と いう 。 
これ が メフィスト フェ レス の 契約 執行 な の か 、 そ れ と も 別 の 何 か が 要因 な の か は 明らか に な っ て いな い 。 


ER 本 作 に お ける メフィスト フェ レス は 、 フ ァ ウ スト 博士 が 鋳造 し た 一 種 の 使い 魔 、 即 ち ホ ムン クル ス の 類 で ある 。 
天才 的 な 技術 を 以 て 、 ホ ムン クルス の 技術 を 数 世代 進ま せ た フ ァ ウ スト 博士 だ が 、 妙 な 美意識 の せい か 、 彼 は ホム ンク 
ルス の 自我 (エゴ ) を 強く し た 。 

極め て 人 間 臭 い ム ンク ルス ーー それ が 「『 メ フィ スト フェ レス ] の 基幹 部 分 で あり 、 更 に それ が 伝説 を 弧 う こと で サー ヴ 
ァ ン ト ・ キ ャ スタ ー、 メ フィ スト フェ レス が 誕生 し た 。 


「 わ た くし 、 生 まれ つい て の サー ヴァ ント で ご ざい まし て ]」 


空 惚け た 顔 に 要 注 意 。 
な る ほど 彼 は 生ま れつ いて の サー ヴァ ント か も し れ な い が 、 
マス ター と 呼べ る 者 が いた こと は な い の だ か ら : 


ちょ っ と さみし い 。 


第 一 段階 三面 図 | 
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変態 的 ビジ ュ ア ル の 道化師 を イメ ー ジ し て デザ イン し まし た 。 衣装 に 関し て 悩ん で いた ら 社 長 か ら 、「 下 越 君 が 自転 車 乗 
る 時 に 着 て いる 服 で いい じゃ な い ] と 言わ れ た の で サイ フリ ング ジャ ー ジ っ ぽい ピッ チリ な 衣装 に な っ て お り ま す 。 全体 


的 な デザ イン は 虫 っ ぽ さ や 派手 目 な 色合い に し て み ま し た 。 カミ キリ ムシ の 触覚 っ ぽい 角 等 々 。 武器 は 。 杖 (ステ ッ キ ) だ 
普通 か な と 思い 、 キ ャ ラ デ ザ に 合わ せ て ハサミ で す が 特 


に 意味 は 無し 。 子安 さん が 声 あ て て くれ た ら 良 いな ぁ 、 と イメ 
ー ジ し な が ら 作 画 し て いた の で 、 配役 が 決ま っ た 時 は 嬉し か っ た で すね 。 イメ ー ジ その まま ! (下越 ) 
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設定 作成 : 桜 井 光 ・ 奈 須 き の こ プ キャ ラフ ター デザ イン :PFALZ / CV: 関知 一 
主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 
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7 魔術 師 と し て 自ら に 
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死神 の た め の 葬 送 曲 


> TN me EE 60 EEE 500 人 、 


レク イエ ム ・ フ ォ ー・ デ ス 。 

死 の 直前 、 死 神 に 葬送 曲 の 作成 を 依頼 され た と いう 伝説 に 由来 する 魔 曲 。 

この 曲 を 聞い た 者 は 魔力 及び 幸運 の 抵抗 判定 を 行う 。 判定 に 失敗 し た 場合 、 身 体系 ステ ー タ ス が 強制 的 に 二 段 階 低下 し 、 
更に は 防御 の 魔術 ・ 能 力 ・ 鎧 を 無視 し た 強烈 な 持続 ダメ ー ジ を 受け る こと に な る 。 

抵抗 に 成功 し た 場合 は ステ ー タ ス 低下 は 一 段階 の みこ と なり 、 持 続 ダ メー ジ も 半減 する 。 

その 本 質 は 無慈悲 な 死神 を 呼び 曲 | で は な く 、「 慈 悲 な き 死 神 を 労 る も の 」 で ある 事 は 公然 の 秘密 で ある 。 


人 物 


僕 ノ ボク きみ (E) /OO (呼び捨て) /OO 君 (年 下 に ) 彼 ノ 彼女 


〇 性 格 

音楽 に 対し て は ひたすら 真 撃 、 至 高 の 聖人 。 

人 間 と し て は 自分 の や り た い 事 し か や ら な い 、 他 人 の 気持 ち を 分 か っ て いな が ら 波 み 取 ら な い 、 自 由 気 まま に 生き る た 
い へ ん 困っ た 人 物 。 彼 の 奏で る 音楽 が 最高 の も の で ある 為 、 そ の 人 を 人 と も 思わ な い 性 格 は 人 々 に と っ て ある 種 の イメ 
ー ジ を 抱か せる 。 即ち 、 悪 魔 の よう な 男 、 だ 。 

本 人 的 に は 割合 に 人 と 話す の が 好き で 、 冗 談 も 好 お 。 音楽 に まつ わる 冗談 は 大 体 の 場合 、 相 手 に 通い に くい 。 真 に 大 好 
き な 冗 談 で ある と ころ の 下 ネ タ は 意図 的 に (想い 人 で ある マリ ー に 言わ れ た の で ) 封印 し b し て いる 。 だ が 、 そ れ で も ちょ く 
ad ちょ く 口 か ら 出 て し まう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

当初 は マス ター に 対し て 「 魔 術 的 に は 何 か あ る が 、 音楽 的 に は 特に 見 る と ころ は な い 存在 と 見 な し て いる も の の 、 レ ベ 
ル が 上 が っ て 来る と 「 よ く 聞 け ば 、 悪 く な い リ ズム を し て いる 。 い いや 、 声 で は な い 、 言葉 で も な い 。 存在 が だ |] と 興味 
を 持ち 始め る 。 

た だ し 、 た いて い は 興味 で 終わ る 。 

彼 は 自分 が 非 人 間 的 な 性 格 だ と 自覚 し て いる 為 、 親しい 人 に こそ 距離 を 取り た が る の だ 。 


ae 聖杯 に か ける 願い は 「 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト の 幸福 ]。 
ney 輝く べき で あり な が ら 無 惨 の 死 を 遂げ た 女性 に 、 今 の 自分 に も て る 最高 の ピア ノ を 有 聴か せる 事 だ 。 


〇 台詞 例 

[芸術 家 の サ ー ヴ ァ ン ト な ん て 二 種 類 し か いな い 。 
子供 の 姿 で 現れ る か 、 大 人 の 姿 で 現れ る か ] 
[子供 の 姿 の ヤツ は あれ だ 、 子供 の 頃 だ け 天 才 で 、 オ トナ に な っ て クズ に な っ た タイ プ だ ね 。 だ か ら 天 才 だ っ た 子供 の 頃 
の 姿 で 現れ る ] 

「 じ ゃ あ 大 人 の 姿 の サー ヴァ ント は ?」 

「 そ りゃ あ 君 、 子供 の 頃 か ら ク ズ だ っ た ん だ ろう さ ] 

「 次 の 楽譜 は っ と …… あ あ 、 仕 事 を 受け すぎ る の も 考え も の だ な あ ……」」 

「 そ りゃ あ ボ ク は 自 他 共に 認め る 人 間 の クズ だ けど ね 。 マ リア の こと は 、 一 日 た り と も 忘れ た 日 は な いよ ? J 


Y 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ヴォ ルフ ガン グ ・ ア マデ ウス ・ モ ー ツ ァ ル ト 。 

世界 有数 の 天才 作曲 家 に し て 演奏 家 。 十 八 世紀 の 人 物 。 

異常 な まで の 音感 を 有 し 、 揺 る ぎ な い 天 才 性 を 以 て 多く の 楽曲 を 後世 に 残し た 。 

幼少 の 頃 か ら 鍵盤 ・ 弦 楽器 の 演奏 の 神 曹 と 呼ば れ 、 齢 六 歳 に し て ハプスブルグ 家 の 支 配 する 神聖 ロー マ 帝 国 の 女 錠 マ リ 
ア ・ テ レジ ア に 招 聴 され て 宮廷 で 音楽 を 奏で た と いう 。 

十 四 歳 の 頃 に は ヴァ チカ ン の シス ティ ー ナ 礼拝 堂 で 百年 の 門外 不 出 と され た 多 声音 楽 を た っ た 一 度 聞 いた だ け で 完璧 に 
記憶 し 、 譜面 に 書き 起こ し た 。 

作曲 に あたっ て は 修正 ・ 推 横 の 類 な く 、 下 書き さえ 用 意 し な か っ た と いう 逸話 も ある 。 

神 に 愛さ れ た 子 。 奇 頭 の 天才 。 

ベー トー ヴェ ン を 超え る 人 物 は 生ま れ 得 な いと 語ら れ て いた 後 年 の ドイ ツ ・ オ ー ス トリ ア の 音楽 界 に あっ て も 、 彼 は 別 
格 、 比 類 無き 完璧 な 存在 で ある と プラ ー ム ス を 始め と する 天才 た ち に こ 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
音楽 に 才能 を 発揮 する 一 方 で 魔術 の 世界 に も 傾倒 し て お り 、「 あ る 秘密 結社 ] と の 関係 を 有する と いう 伝説 が アマ デウス 
の 逸話 に は 存在 し て いる 。 

英 霞 と し て の 彼 は 、 ギ リ シ ャ 神 話 の オル フェ ウス に 由来 する 音楽 魔術 を は じ め と し て 、 伝説 の 通り に ソロ モン の 魔術 に 
も 縁 深 い 。 キャ スタ ー と し て は 、 音 を 媒介 と し た 音楽 魔術 で 攻撃 を 展開 する 。 

アマ デウス は 音楽 の 魔術 師 で ある 。 それ は 、 言 葉 通 り の 意味 で ある と 同時 に 、 天才 的 な 音楽 家 で ある こと を 示す 。 

彼 の 音楽 は 、 常 に に ひと り の 女性 へ と 捧げ られ て いた 。 

幼い 頃 一 一 一 音楽 の 神童 と し て ウィ ー ン の 宮殿 に 招 か れ た 際 に 出会っ た 、 天真 閥 混 を か た ち に し た か の よう な 少女 。 生 
まれ て 始め て の 緊張 の 極致 に 達し た せい で 転ん で し まっ た 彼 に 、 優 し く 手 を 差し 伸 べ て くれ た 、 輝 く よ う な あの 少女 。 
名 は 、 マ リア 。 すなわち 後 年 「 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト ] と し て 処刑 台 の 露 と 消え る 、 悲 劇 の 姫 。 


アマ デウス は 、 マ リア が 死す より も 先 に 急逝 し た 。 
故に こそ 、 彼 は 悔い る 。 も し も 、 私 が 生き て いれ ば 。 
あの よう な 惨 い ギロチン に よる 結末 を 、 彼 女 に 迎え させ る こと は な か っ た の に 。 
その 資格 は な いと 弁 え な が ら 、 彼 は 願わ ず に は いら れ な い 。 
輝く べき マリ ア に 、 ど うか 、 幸 せ の 日 が 訪れ ん こと を 


〇 因縁 キャ ラ 

マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 

ああ マリ ア 、 憧 れ の ひと 。 

輝く べき 、 優 し く 美しい ひと 。 

僕 は 彼女 に 、 人 生 に 於 ける 最大 級 の 愛 を 捧げ る 。 
シャ ルル ・ サ ン ソ ン 

ロベスピエール 

Ire 

AAA SOLES \) . 
シュ ヴァ リエ ・ デ オン 

マリ ア の 友人 。 まあ 、 可 愛らしい ん じゃ な いか ? 
サリ エリ 

何と も お 互い に すれ 違っ て し まっ た も の だ よ 。 


atera ado NN 
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初期 は ジャ ッ フ ちゃ ん の よう に マン トド に 隠れ て て マン ト を 開く と 服 自体 が 華やか な 歌劇 場 化 一 みた いな ノリ で し た 。 ステ 
ンド グラ ス や カー テン 模 し て る の は そこ ら へ ん か ら 。 最終 再臨 画像 か ら 分 か る よう に 、 映 画 ア マデ ウス の 影響 大 で 、 当初 
は アマ デウス の 父親 の 服 と か 、 レ クイ エム に 至る 形 と し て 色々 オマ ー ジ ュ 要 イン と し て こね こね 混ぜ て た ん で す が 
途中 か ら ア レン ジ 強 め に 利 か せ て 行っ た の で 、 最初 の 原型 は ほとん ど な く な っ て いっ た 感じ で すね ーー。(PFALZ) 
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主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


グラ スズ ズ キル 


陣地 作成 :A 
師 と し て 、 自ら に 
"を 上 回 る ' 石 兵 / 
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対象 と な る 人 間 が 将来 的 に どの よう な お 形 で 有用 性 を 獲得 する か の 目利き に 極め て 優れ て いる 。 
た だ し 、 そ の 為 に は ある 程度 会 話 や 様子 を 見 る こと で 、 そ の 人 間 の 得手 不得 手 な ど を 理解 する 必要 が ある 。 
諸葛 孔明 で は な く 、 エ ル メ ロイ 世に 起因 する 能力 。 


部 系 サー ヴァ ント に 与え られ る スキ ル 。 
状況 を 把握 、 分 析 す る こと に より 味方 側 に 正しい 助言 な 与え る こと が で きる 。 

ラン ク が 上 が れ ば 上 が る ほど その 助言 の 正しい 確率 は 向上 し 、A+ ラ ンク で あれ ば あら ゆる 不測 の 事態 を 含め て も 、100% 
的 中 する 。 

これ に 対抗 する に は 、 あ ら ゆ る 分 析 を 打破 する レベ ル の 幸運 、 あ る い は スキ ル を 持つ こと が 求め られ る 。 


軍師 の 指揮 : A+ 
軍師 系 サー ヴァ ント に 与え られ る スキ ル 。 自己 を 含め た 軍 と し て の 力 を 最大 限 に 引き 出す 。 
A+ ラン ク で あれ ば 、 死 を 覚悟 し 命 尽き る まで 戦う こと を 決意 し た 死 兵 に 等 し い 力 を 持つ 。 


が えら ず の じん 。 
と ある 高 名 な 軍師 が 、 自 軍 の 敗走 が 決ま っ た 際 に 仕掛 け て お いた 陣形 。 

巨 妊 で 構成 され た その 陣 は 侵入 し た 者 た ち を 迷わ せ 、 死 に 追い や る 。 

宝 具 と し て は 、 相 手 の 居 る 場所 を 強制 的 に 石 兵 八 陣 に 変更 する 大 魔術 と な る 。 

石 兵 八 陣 か ら 脱 出し な い 限 り 、 標 的 と な っ た 者 た ち に は 毎 ター ン 、 追 加 ダ メー ジ が 蓄積 し て いく 。 


すい し の ひょう 


出 師 表 


すい し の ひ ょ 

諸葛 孔明 が 、 瑞 国 の 討伐 軍 を 編制 し た 際 に まだ 若い 皇帝 に 向かっ て 残し た 上 奏 文 。 忠 を 尽く す 心 構え を 熱烈 に 綴っ た 文 
で 、 後 年 に お いて も 名 文中 の 名 文 と 讃え られ た 。 宝 具 と し て の 効果 は 不明 。 

(IFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


お 前 彼 彼 女 


※ ロ ー ド ・ エ ル メ ロイ II 世 と し て の 性格 で ある 。 

基本 的 に は 目 か 気難しい 魔術 師 だ が 、 根 っ か ら の 世話 焼き 体質 で あり 、 周 囲 の 人 間 に 多大 な 影響 を 与え て し まう 。 
特に 方 向 性 を 定め る こと が 得意 で あり 、 彼 に よっ て 自分 の 能力 を 見 出し た 人 間 は 数 知れ な い 。 

も っ と も 、 そ の 一 方 で 自分 自身 の 実力 の 無 さ が コン プレ ックス と な っ て いる こと も 否定 で き な い の だ が ……。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 、 基 本 的 に 教え 子 の 一 人 と し て 接する こと が 多い 。 

孔明 の 知識 を 取り 入れ た エル メロ イ I 世 は 、 世 に 存在 する 数 多 の 魔術 師 よ り 圧 倒 的 に 経験 が 豊富 で あり 、 従 っ て 大 体 の 
マス ター が 教え 子 と な る 。 


〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 諸葛 孔明 だ 。 …… 何 、 別人 じゃ な いか と ? 

その 通り 、 エ ル メ ロイ 二 世 だ 。 だ が 力 は 引き 継い で いる 、 問 題 で は な い ] 

[好き な モノ ? そう だ な -…… 物 分 か り の いい 生徒 、 静 けさ に 満ち た 教室 、 頭 に 豆腐 が 詰まっ て いな い 同僚 ・ 
と ころ か ] 

[見 て の 通り 、 ゲ ー ム 中 だ 。 話し か ける の は か まわ ん が 、 髪 を いじ る の は だ け は や め て も ら お う 。 気 が 散 る な ん て レベ ル 
じゃ な いか ら な ] 
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O ELDRIR + AVR 
以下 の 記述 は 諸葛 孔明 で は な く 、 外 殻 の 基礎 と な っ て いる ロー ド ・ エ ル メ ロイ 世に つい て の も の で ある 。 


ロー ド ・ エ ル メ ロイ TI 世 は 魔術 協会 の 中 心 で ある 時 計 培 を 運営 、 管 理 する 十 二 の 買 族 、 エ ル メ ロイ 家 の 代理 君主 で ある 。 
現代 魔術 科 の 講師 で あり 、 彼 の 門下 生 は こと ご と く が 優秀 な 魔術 師 と し て 成長 し て いる 。 
教え 子 を 自身 の 派閥 に 組み 込め ば 、 時 計 塔 の 勢力 図 が 簡単 に 変わ ちる と まで 言わ れ て いる が 、 本 人 に その 気 は 全く な い 。 


その 人 間 の 本 質 を 観察 する 眼力 は 、 サ ー ヴ ァ ン ト の スキ ル と し て 昇華 され る ほど の 領域 に 達し て お り 、 ど ご どれほど 名 高き 
魔術 師 が 自身 の 魔術 を 秘 革 し よう と も 、 遠 慮 な し に 暴 い て し まう 恐ろし さ を 持つ 。 


本 来 な ら ば 外 殻 が エル メロ イ 世 だ と し て も 、 内 側が 諸葛 孔明 で ある 以上 、 諸 葛 孔 明 と し て 振る 舞う こと に な る は ず だ 
が 、 人 理 を 守る と いう 目的 が 一 致し て いる 以上 、 ど ちら が 肉体 の 主導 権 を 握っ て も 問題 は は いら し く 、 議 諭 の 未 、 現 代 
に 聡 い エル メロ イエ 世 と し て サー ヴァ ント に な る こと を 決定 し た 。 

本 人 と し て は 自分 の 力 で ご どう に か な ら な か っ た こと が 著しく 不満 で や る も の の 、 一 方 で 自分 一 人 で は どう し よう も な か 
っ た こと を 理解 し て お り 、 サ ー ヴ ァ ン ト ら と 共に 人 理 を 守る こと を 状 つ て いる 。 


BB, BERGER URS EERAICIME ( 十 九 歳 前 後 ) の 姿 に 戻っ て し まう が 、 サー ヴァ ント と し て の 実力 その も の や る 
知識 量 な ど に 変わ り は 無い 。 - 
どこ か の 性悪 女神 日 く 、 彼 が 主役 と し て 戦う 場合 は 少年 の 姿 が 一 番 相 応 し い 、 と の こと 。 恐らく 、 エル メロ イ I 世 本 人 
に と っ て 最も 輝 か し く 忘れ が た い 戦 い が こ の と き な の だ ろう 。 wy 


E 


O 因縁 キャ ラ 

アレ キサ ンダ ー 
いずれ 育つ 未完 の 大 器 。 し か し 、 既 に その カリ スマ は 在り し 日 の 威容 を 思い 出さ せる に 充分 で めった 。 …… まあ それ は 
それ と し て 、 何 が あめ っ た ら あ あな る の だ と ツッコ みた い 。 

イス カン ダル 

百 喚 さ れ た 際 の 記憶 な ど 、 今 の 彼 に と っ て は 夢 物語 で すら な い 騰 な も の 。 そん な こと は と っ くに 知っ て いる 。 知っ て い 
る の だ けど 。 
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段階 5 ウ ェ イ バー に する と いう の は 、 E 
だ いう 人 に と っ て は ガッ カリ 進化 に な っ て し まう が 
な っ た こと で 問題 が 解消 され て 安心 し て いま す 。 (武内 
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設定 作成 : 桜 井 光 ノ キ ャ ラク ター デザ イン : ま た /CV : 神 奈 延 年 
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ET 
陣地 作成 :B \ 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 で ある [工房 | を 作成 する 。 
師匠 の 宝 具 で ある [PI を うま く ア レン ジ し た 箇 地 を 作る 事 も ある が 、 そ れ は 秘 中 の 秘 で ある らし い 。 

“nh な ぜ な ら 、 使 うと お と な げ な い 師 匠 が 「 パ ク り か 買 様 一 !| と 突撃 し て くる か ら で ある 。 


A Se VV 


ルー ン 魔 術 : A 
が スカ サハ か ら 与 えら れ た 北欧 の 魔術 刻印 ルー ン の 所 持 。 
キャ スタ ー と し て 現 界 し て いる た め 、 ラ ン サ ー で の 召喚 時 より も ラン ク が 高い 。 


E ルー ン を 使い 分 ける こと に より 、 強 力 か つ 多 様 な 効果 を 使い こなす 。 攻撃 以外 で 主 に 使用 する の は 対 魔力 スキ ル 相 当 の 
効果 千里眼 スキ ル の 効果 、 パラ メー ター を A ラ ンク に 上 昇 させ る 効果 、 等 。 これ ら は すべ て 一 時 的 な も の で あり 、 同 
時 複数 の 使用 は で き な い 。 


仕切 り 直 し :C 
WI SEBS SHEN. 
不利 に な っ た 戦闘 を 初期 状態 へ と 戻す 。 
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無数 の 細木 の 枝 で 構成 され た 巨人 が 出現 。 巨人 は 火炎 を 身 に 纏い 、 対 象 に 襲い 掛か っ て 強烈 な 熱 ・ 火 炎 ダ メー ジ を 与え 
る 。 

この 巨人 の 胴 部 は 橋 と な っ て お り 、 本 来 は そこ に 生 直 を 押し 込め る 。 し か し 宝 具 と し て 出現 し た 巨人 は 生 濱 を 収納 し て 
お ら ず 、 本 来 納め る べき 神々 へ の 路 を 求め て 荒れ 狂う 。 

これ は ルー ン 魔 術 の 興 義 で は な く 、 災 熱 を 操る 「 ケ ルト の 魔術 師 ] と し て 現 界 し た フー フー リン に 与え られ た 、 ケ ルト の 
ドル イド た ち が 操 る べき 宝 具 で ある 。 


オ ホ ド ・ デ ウ グ ・ オ ー デ ィ ン 


大 神 刻印 


オ ホ ド ・ デ ウ グ ・ オ ー デ ィ ン > 
今風 に 言う と マト リフ クス ・ オ ー ダ イン 。 真名 解放 と 共に 、 ス カサ ハ よ り 授 か っ た 原初 の 1 8 の ルー ン す べ て を 同時 に 起 
動 す る こと で 発動 する 宝 具 。 北 欧 の 大 神 オ ー デ ィ ン の 手 に し た ルー ン の 力 が 一 時 的 に で は ある が 解放 され 、 敵 拠点 に 大 
規模 な 魔力 ダメ ー ジ を 与え る 。 更に 、 生 存 し て いる 敵 の バフ 効果 を 全 解 除 し 、 各 能力 パラ メー ター を 強制 的 に 1 ラン フク 
減少 させ 、 常 時 発動 の 宝 具 を 有 し て いた 場合 は 1 -- 2 ター ン の 間 停 止 する 。 

きわ め て 強力 な 奥の手 だ が 『FateGO] 中 で は 基本 的 に 使用 され な い 。 

オー ディ ン に よる 使用 制限 が 掛け られ て いる 可能 性 も ある が 、 詳 細 に つい て は ここ で は 不明 と し て お く 。 


の 
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オレ アン タ 等 BEN OO WORT BE 


〇 性 格 

基本 的 に [Fate/stay night] に 於 ける クー・ フ ー リ ン (ラン サー) と 同一 人 物 。 
性 格 に つい て も 大 き な 変化 は な い 。 

装備 と 能力 が 幾ら か 異な っ て は いて も 、 あ くま で 同一 人 物 と いう 
ば し ば [落ち 着 か な い ] と 口 に する 。 


で 間違い な い 。 本 人 と し て は や り 難 いら し く 、 し 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

聖杯 へ の 望み を 特に 彼 は 語ら な い 。 強 いて 言え ば 「 槍 が 欲し い ] だ ろう が 、 無論 、 そ れ が 現 界 し た 目的 と いう 訳 で は な い 。 
キャ スタ ー と し て 現 界 し た 彼 は 、 導 く 者 と し て の 役割 を 自ら に 課 し て いる と 思 し い 。 真 の ドル イド で は な く 、 仮 初め の 
それ と し て 一 一 一 

共に 在り 続け る 限り 、 彼 は マス ター の 行く 道 を 照ら し て くれ る だ ろう 。 


〇 台詞 例 

「 お っ と 。 今回 は 、 キ ャ スタ ー で の 現 界 と きた か ーー 一 ああ 、 ア ンタ ら か 。 前 に 会 っ た な ?」 
「 ま 、 アン タ の マス ター ぶり 、 期 待 し て る ぜ ] 

聖杯 ね え 。 随 分 と 長い こと 、 あ れこ れ 緑 が め る も ん だ ] 

「 お つか れ さ ん 。 いい 具合 の 焼き 加減 だ ろ ? | 

; 「 セ イ パ ー ク ラス で の 召喚 、 っ て の も いつ か が 試し て みて 欲し いも ん だ ] 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ケル ト 、 ア ルス ター 伝説 の 勇士 。 
赤 枝 騎士 団 の 一 員 に し て アル スタ ー 最 強 の 戦士 で あり 、 異 界 「 影 の 国 ] の 盟主 スカ サハ か ら 授 か っ た 魔 槍 を 駆使 し て 勇 名 
を 馳せ た 英雄 で ある と 同時 に 、 師 スカ サハ か ら 継 い だ 北欧 の 魔術 ルー ン の 術 者 で も あっ た と いう 。 

キャ スタ ー と し て 現 界 し た 彼 は ラン サー と し て の 現 界 時 と は うっ て 変わ り 、 多 彩 な 魔術 の 使い 手 と し て 敵対 者 を 苦し め 
Bo 強力 な 火災 攻撃 に つい て は 「 ア ン サ ズ ] の ルー ン を 使用 し て いる と 思 し い 。 


〇 通常 武器 
ルー ン 魔 術 に よる 遠隔 攻撃 。 熱 ・ 火 炎 攻 撃 を 使用 する 際 は 「 ア ン サ ズ 」 の ルー ン 文 字 が 空間 に 浮か び 上 が る 。 

武器 に よる 近接 攻撃 も 可能 。 そ の 際 に は 、 筋 力 パ ラメ ー タ を 一 時 的 に A ラン ク に 引き 上 げ な が ら 、 オ ー ク 材 の 杖 、 も し 
く は 剣 で 殴り か か る 。 


〇 その 他 
[Fate/stay night] に 於 ける ラン サー・ ク フー フー リン と 完全 な 同一 人 物 。 
現 界 の 仕方 が 異な る た め 、 服 装 が 異な る 。 髪型 も 変更 し て も OK。 また 、 金 属 の 鎧 は 身 に 付け な い 。 (硬質 の パー ツ が 


NG な 訳 で は な い 。 金属 で な けれ ば 、 セ ラミ ッ ク 系 な り ボー ン 系 な り の 硬質 パー ツ が あっ て も CK) 


ドル イド と は … と 調べ て いろ いろ くっ つけ て いく うち に な ん だ か セク シー な 衣装 に な り ま し た (胸元 ) 。 初期 案 は 白 X ぶ オレ 
ンジ カラ ー だ っ た ん で す が 、 ク ー フ ー リ ン ら し く な いと いう こと で 現在 の カラ ー へ 。 それ か ら お な じみ の ライ ン が 入っ て 


ます 。 ラン サー 時 と は ちがっ た 一 面 が 強調 で き て いた ら う れ し い で す 。 (また) 
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@ お 問い 合わ せ 

https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ 」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 す る こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に な る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2016 年 7 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲ ー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


